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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　秋、それは誘拐の季節







　秋。

　それは彩いろどられる季節。

　秋。

　それは心躍おどる季節。

　綺き麗れいに染まった銀杏いちようや紅葉もみじが風に舞まい、僕の頰ほおをくすぐっていく。

　目を瞑つぶり、足を踏ふみ出せば彼らのクッションが僕の足を柔やわらかく受け止める。

　そう。

　今は秋。

　……なんて詩人キャラ気取ってる場合じゃねえ。

　何だ、この葉っぱの量は何だ。まだ落葉の季節じゃないだろうに、なぜにそこまでぱらぱらひらひらと落ちて参道を埋うめ尽つくそうとしやがるんだ、お前らは。確かに二週間ほど掃そう除じしなかった俺も悪いと思うが、俺の面めん倒どうくさがりを察知して、今年は落とす量を減らしてやろうとかそういう気持ちはないのかよ。などと言ってやりたいのだが、こんな神社の参道の真ん中、一人で竹たけ箒ぼうきを持ちながらぶつくさ言ってたら不ふ審しん人物に間ま違ちがわれかねないので今日のところは許してやる。

「掃はくしかない、か」

　ため息を吐つき、このどうしようもない怒いかりを込こめるように竹箒に力を入れて、しなりを利きかせて落ちた葉っぱを参道の横の水路に落としていく。まあ、この奈な倉ぐら神社は、地元では穴場の紅葉スポットだから木を切るわけにもいかないし、境けい内だい自体の規模は小さいから、掃除も楽といえば楽なんだが……そのために神かん主ぬしの俺以外の神み子こが配置されないんだよな、いや、確かに社務で障害とかはないけど、あれだよ、可愛かわいい女の子が神子さんやってたら、この神社も大分人気が増えるだとか、紅葉以上に華はなやかさが出るだとか、先せん輩ぱいと後輩だとか、上司と部下だとか、オフィスラブだとか昼ドラだとか……もしかすると、こういうこと考えてるから、本部が寄よ越こさないのかもしれないと思ってきた十九の秋。

「それにしても多いな」

　見み渡わたす限り、紅葉した葉っぱの海。しかも、場所によっては十センチ近く積もっているところもある。別に掃除しなくても景観が綺麗なのだから良いいのでは、と思うが、今は話が別である。というのも、朝の天気予報によると今日の夕方から明日の夜まで強くはないものの、断続的に雨が降るらしい。雨が降ると、葉っぱが湿しめり気を持ち、石いし畳だたみの参道では滑すべりやすくなる。そんな雨の日に参拝する人はそうそう居ないだろうが、雨が降った後の数日は滑りやすくて危ないし、何より掃除しにくくなるからな、乾かん燥そうしてる今のうちにやっておこうかと思ったのだが……終わるかな、これは。

　今の時間を携けい帯たい電話で確かく認にんしてみると、十一時を少し過ぎたぐらい。昼過ぎまでに半分ぐらい終わらせられれば楽なんだが、俺一人では無理だな、おそらく。だからといって、こまは本部勤めだし、亜あ美みは学校行ってるから論外。亜美が帰ってきたら、何かで釣つって手伝わせるのも良いが、夕方からペースアップしてもその前にコールド負けを喫きつしてしまうに違ちがいない。

　やはり、こういうときこそ、神かみ頼だのみだな。と言っても、字の如ごとく、神に頼たよるわけだが……と思いながら、参道の奥に鎮ちん座ざする本ほん殿でんを見つめ、ため息を吐いた。

「手伝っては、くれないよな」

　その本殿の中に居るであろう者に問いかけるように。俺の神社の神は、学問の神三位、奈な良ら坂さか水みず木きの命みことという奴やつだが、学問の神のためか、はたまた元々の性格か、滅めつ多たな事では本殿から出ず、姿を現すこともない。神主の俺でさえ、最後に見たのは確か正月、亜美が持ってきた、叔母おばさんの作ってくれたお雑ぞう煮にを食べるために出てきたのを見ただけ。しかもあれは亜美と俺が頼み込んでやっと姿を現したのだ。本人曰いわく、神が淫みだらに、もとい、みだりに人前に出るべきではない、というのが信条だそうで。

　そんな奈良坂水木命が、俺の掃除を手伝ってくれるとは到とう底てい思えない。それ以前に神に掃除させようというのが無理な話ではあるが。まあ、いざとなれば、夕方に帰ってきた亜美を鞭むちで叩たたきながら、馬車馬の如く働かせれば何とか……なる前に、俺が何とかされそうな気がしないでもないのは俺だけだろうか。

「あ、珍めずらしい、掃除なんて」

　ふと聞こえた声。参拝客かと思いながら振ふり向いたのだが。

「あ？」

　そこには、茶色がかった髪かみの、青色のブレザーを着て、青地に茶色のチェックのスカートを穿はいた女の子。肩かたからは学園用の茶色い通学かばんが見える。

「何よ、その、あ、って」

「いや……だってお前」

　ふと、俺は思い当たり、満面の笑えみを浮うかべ。

「何だ、不良小学生。金ならないぞ」

「……えっと、正まさ樹きの言ってる意味がわからないんだけど、私」

「いや、亜美。だって今、十一時だぞ。学校はどうした、学校は。俺はお前をそんな娘むすめに育てた覚えはない」

「娘じゃないし、育てられた覚えもないけど。とりあえず、今日が何月何日何曜日か確認したら？」

　呆あきれたような顔で言う亜美に、何でこんなに堂々としてやがるんだと思いつつ、仕方なく携帯電話の日付を見てみる。

　十月十七日、土曜日……土曜日？

「半ドンってやつよ、は、ん、ど、ん」

　と、人差し指を立てながら。というか、その勝ち誇ほこった顔に果てしなく腹が立つ。

「うっさい、俺はそんな細かいことにはこだわらない主義だ」

「その割には、正樹が高校生の時、土曜日だけは晴れやかな顔で学校行ってたよね」

　そ、そんな昔の事をよく覚えてやがる。

「いや、たかが数年前じゃない」

「心を読むな」

「いや、顔を見れば分かるって」

　亜美は心底疲つかれたようにため息を吐くと、ふと上を向いて、やっぱり綺き麗れいだよね、ここのは、なんて呟つぶやいて足元を確かめるように銀杏いちようや紅葉もみじの絨じゆう毯たんを本殿方向に歩いていく。

「まあ、一応、この神社の売りだからな」

　と亜美に答えて、ふと俺は気付く。

　こいつ、スカート短すぎないか。さっきは特に気にしなかったのだが、後ろから見てみると、ひらひらひらひら、風が吹ふく度たびにはためいてめくれそうに思える。どうせ足を長く見せるためにああしているのだろうが、短足のお前では限度がある、というか、普ふ段だんと大して足の長さ変わって見えてないし。それに、お前、極度の寒がりなんだから、足なんか出すなよ。

　そんなことを考えている俺の前で、亜美はいまだに紅葉している葉っぱを見ている……もしかすると、これは先ほどの仕返しをするチャンスではないだろうか。幸い、亜美は無防備にも俺に背を向け、紅葉狩がりに勤いそしんでいらっしゃる。ふっふっふ、隙すきだらけだよ、亜美君、背中ががら空きだ。俺を馬ば鹿かにして、ただで済むと思ったら大間違いだ……ただ俺が一人でボケて、俺が一人で怒いかりを燃やしてるとかそういう不利な考えを持つのは精神衛生上良くないので、持たないことにするのが俺の信条だ。

　さて、と口の中で呟き、俺は手にしていた竹たけ箒ぼうきの柄えの下の部分を持ち、先せん端たんを亜美に向ける。ふっふっふ、この箒で鮮あざやかにスカートをめくってみせる、短いスカートを穿いてきた自分の愚おろかさをその身で味わうがよい、はっはっは……最低の二文字なんて頭には浮かんでないぞ。ゆっくりゆっくりと亜美に柄の先端を伸のばしていき、そのチェックのスカートに。よし、いける、もらったっ。

「えいっ」

　という声と共に避よけられた。というか、亜美が突とつ然ぜんジャンプして、落ちてきた紅葉を摑つかもうとした時に狙ねらいが逸それてしまった。ふっ、仕方がない、次で決めてやる。再び腕うでを伸ばし、箒の先端を亜美のスカートの真下に合わせ、一気に上へ箒を……

「あっ、取れそうだったのに」
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　しかし無情にも、スカートにかすりはしたものの、亜美が再び落ちてきた葉っぱを取ろうと前に動いたため、狙いは外れた。ふっふっふ、やるではないか、偶ぐう然ぜんとはいえ相手にとって不足なし。こうなれば意地でも……そこだっ。

「駄だ目め、取れない」

　外れ。

　……それ。

「あ、今度はこっちに」

　空から振ぶり。

　……まだまだっ。

「ああ、もうちょっとだったのに」

　失敗。

　……俺はくじけねえ！

「このっ、この」

　ミス。

　……これで、終わりだっ。

「え、えっと、とりゃっ」

　アウト。くっ、ここまで避けきるとは。だが、もう後にはひけない、意地を見せてやる。精神を集中し、標的の動きを摑み取り、わき目も振らずにそのまま……

「……っ」

　声もなく右方向へと動いて俺の箒から逃のがれる亜美。だがな、甘いぜ、お嬢じようさん。それはフェイント、既すでに横方向へ箒を動かせるように半分の力で動いていたのさ。

「そこだっ」

　気合一発。横移動の終わった標的の一いつ瞬しゆんの隙をつき、チェックのスカートを見事に捉とらえた、はずだった。

「えっ？」

　上空に跳はね上げられるはずのスカートは一瞬として翻ひるがえらず、俺の腕は途と中ちゆう、スカートの裾すそを捉えたままで止まったまま。それもそのはず、なぜなら、その箒の柄を標的が右手で摑んでいらっしゃるから。

「あ、え、え？」

　なぜだ、なぜ偶然とはいえ、そこまで確実に俺の竹箒の柄を摑めたんだ。いや、答えは分かっている、分かっているがそれを認にん識しきしてしまえば待っているのは死なのである。そんな俺の考えを知ってか知らずか、茶色がかった髪かみの彼女は柄をぎゅっと握にぎり締しめたまま、くるっとこちらに振り向く。

　彼女は満面の笑えみを浮うかべていた。

「ねえ、正樹」

「な、何だい」

「私が、気付いてないとでも思ってた？」

　……沈ちん黙もくが流れていった。

「人は誰だれでも過あやまちを犯おかしてしまうものだ。それによって成長するんだ」

「うん、そだね」

「だから、その、まあ、許せ」

　彼女は微び笑しようを絶やさずに。

「許す……わけないでしょうがっ」

　腰こしを深く落とし、俗ぞくに言う、正せい拳けん突づきを繰くり出されました。

「何してんのよ、何を。というか最初から気付いてたけど、わざわざ気付かない振りしてあげたのに、何度も何度も懲こりずに」

　腹に受けた痛みで呻うめいている俺に怒ど声せい。痛みが何とか引いて、そうか、あの紅葉もみじを取ろうとする行こう為いは避けるための口実だったのかと納なつ得とくする。確かに亜美は子供であるがあんなに子供っぽく葉っぱを追いかけるような奴やつじゃない、俺の不注意か。

「だ、ったら、やめてくれとか何とか言えばいいだろうが」

「やめてって言って、やめてくれる相手ならそうするって。今までの自分の行為を思い出してみなよ、ぜんっぜんやめてくれないじゃない」

　確かに。記き憶おくが間ま違ちがいなければ、俺はやめてくれと言われてやめるほど素す直なおではなかったな。

「ほんと、さいってい。こっちの演技に気付いてくれたら、殴なぐらずに済んだのに」

　あの、とりあえず仰おつしやりたいことは分かりましたので、指をぽきぽき鳴らすのだけはヤメテクダサイ、怖こわいです。

「だ、だけどな、お前だって悪い。そんなめくられそうな短いスカートで。寒がりのくせに」

　という俺の反はん撃げきに、いや、どう考えてもめくる方が悪いでしょ、と呆あきれ顔で言った後、ちらっと自分のスカートを見つめる。そして俺に視線を戻もどすと、はあとため息を吐はき捨て、ごそごそと腰の辺りを弄いじりだした。何してんだ、こいつ。

「折ってるだけだから、スカート戻してるの」

　俺の視線に気付いたのか、亜美はわざわざブレザーの下、何重にも折られて帯のようになっているスカートの腰部分を見せてくる。って、お前、それは何重折ってるんだよ、という俺の呟つぶやきに。

「えっと、八重ぐらい？」

　あの、きつくないんですか、それは。という俺の不安をよそに亜美は何十秒かごそごそと動くと、いつの間にかスカートの丈は亜美の膝ひざを隠かくすほどに長くなっていた。

「これで文句ないでしょ」

　と、スカートをつまんでみせる亜美。いや、別に文句というほどでもないんだけれど。

「まあ、寒がりのお前が短くしてたら何だか矛む盾じゆんしてる感じがするだけだったんだが」

「仕方ないでしょ、皆みんな短くしてるから、私だけ長いのも嫌いやだもん。私だってちょっと寒いって思ってたし、それに」

　とこちらに不快感をあらわにしたような、眉まゆを顰ひそめた表情で。

「スカートめくりなんて子供みたいなことする人が近くに居るなんて思わなかったからね」

　はっはっは、褒ほめられると照れる。

「褒めてないから、頭搔かくのはおかしいと思う」

　はい、分かってます。だから、そんなに怖い顔を見せないでも。謝ったじゃないですか。

「だが、スカートめくりは大人でも好きなものだ。何せ俺の知ってる店では」

　という言葉は途中で亜美の豪ごう腕わんによって食い止められました。十秒ほど、痛みに耐たえ抜ぬき何とか復活。

「ま、あ、良い。俺が悪かった、それは謝る……ところで、何で亜美はここに居るんだ？」

「だから、今日は土曜だから」

「いや、そうでなく。家に帰れよ、真っ直すぐ。そして部屋に入って鍵かぎを閉め、思う存分、その若さを解放……分かった、悪かった、だからまず拳こぶしをしまえ、な、しまえ。まあ、ともかく、何で家に帰らずここに居るんだよって意味だ、俺が聞いてるのは」

　そう聞くと、亜美は拳をしまって、ちらちらとこちらを上うわ目め遣づかいに見てくる。何だよ、突とつ然ぜん弱々しくなったな、と思っていると。

「笑わない？」

　と聞いてきた。

「は？」

「だから、笑わない？」

　意味不明なんだが。まあ、了りよう承しようしておこう。ああ、笑わない、と返すと、亜美は口をぎゅっと引き締しめ、下を向く。だが意を決したのか、こちらを見上げ。

「その、入れないの、家に」

　……さて、と。この言葉は色々と想像が出来るが、とりあえず俺が思いついたのは。

「もしかして、叔母おばさんの浮うわ気き相手が家」

「違ちがうっての！」

　いや、悪かった、分かってる、叔母さんはそんな人じゃないのは確かに俺もよく分かってる、そりゃ今でも女子大生に間違われそうに若い人だけど、そういうことするような人じゃないのは充じゆう分ぶん承知してます、ただの冗じよう談だんです、だからもう殴らないで、お願いします、これ以上は痕あとが残っちゃって、僕、もうお婿むこさんに貰もらわれなくなってしまいます、などという弁明を口早に喋しやべると、亜美は不承不承ながらもこほんと咳せきをして。

「実は、今日、お母さんもお父さんも帰りが遅おそいんだけど、その、鍵持って出るのを忘れてて、それで」

　という言葉を最後に亜美は黙だまりこくってしまう。何となく俺も黙っていると。

「あ、だからね、お父さんもお母さんも出張だから帰ってくるのが夜遅くなっちゃうんだけど、家には入れないし、だからってお金もそんなに持ってないから遊びにもいけないし、ほら、変なところ行っても、お父さんとかに心配させるじゃない、それにここなら、テレビゲームあるし、正樹も居るからさ、お母さんに電話したし」

　矢や継つぎ早ばやに喋り続ける亜美のコミカルさを見つめていたが、段々息が切れたのか、遂ついに喋るのを止やめ。

「えっと、駄だ目め？」

　とりあえず、話が飛びすぎた感じがするんだが、その言葉は。まあ、つまりは家に入れないから、叔母さんたちが帰ってくるまでここで遊ばせろと、そう言いたいのだろう。まあ、前から何度も遊びに来てるし、何も問題はないのだが、何で毎回毎回、こうも言い訳がましく事情を説明するのだろう、こいつは。別に、遊んでくね、の一言で良いのだが。

　まあ、今回に限っては、コレは役に立ちそうだ。

「そうだなぁ」

　と顎あご鬚ひげが生えているわけではないが、顎をさわさわと擦こする。そして、ちらりちらりと亜美を見ると、彼女はじっとこちらの挙動を観察しているようだ。

「駄目、かな」

「そんな突然言われてもなあ、こっちにも予定ってものがあるんだけど」

「あの、社務、手伝うから、それに」

　ふっふっふ、言ったね、その言葉を。

「社務か、何でも手伝うのか？」

「え、あ、うん、あ、でも、難しいのとか、その、変なのとかは嫌だけど。あ、じゃなくて、それよりも」

　俺が笑え顔がおになっているのに気がついたのだろう、亜美は少し後ろに下がったが、俺の目を見つめながら力強く頷うなずいた。ふっ、引っ掛かかったな。

「じゃあ、そうだな……」

　そう言って、亜美に俺が持っていた竹たけ箒ぼうきを何も言わずに渡わたす。

「えっと、何？」

「普ふ通つうの竹箒だ。跨またがっても飛べないぞ」

「いや、そんなことは分かってるけど。どこか掃そう除じすれば良いの？」

　俺は頷き、爽さわやかに笑顔で。

「この参道に落ちた葉っぱ、全部、掃はいてくれたら、ここに居ても構わないよ」

　途と端たん、亜美はくるりと振ふり返り、参道を見て、その後またくるりとこちらに視線を戻もどした。

「全部一人で？」

「うむ」

　どこかの殿とののように大おお袈げ裟さに頷くと。

「無理に決まってるでしょっ」

　の声と同時に彼女は右手に持っていた竹箒の柄えの部分を振り下ろしてくる。額にジャストミートして鈍にぶい痛みが頭に響ひびいた。

「いや、亜美、箒は駄目だから、お前には凶きよう器きだから」

「そんなことより、こんな大量の葉っぱ掃いてたら、日が暮れちゃうじゃない」

　そんなこと程度で済ますなよ。と言いたかったが、確かにこの量は嫌いやになってくるよな。といっても、既すでに言った事を変えるなど、男ではない。

「せめて、正樹も手伝ってよ、それだったら日が暮れる前に終わるし」

「嫌だ、俺は用事があるんだよ」

　用事って何よ、と不ふ審しんな顔で聞いてくださる。こいつ、疑ってやがるな。仕方ない、ならば、あえて言おう。

「今日は友達に借りたゲームをクリアしたいんだ。ちなみにそのゲームは誘ゆう拐かい犯はんの男が主人公で、誘拐した女の子」

「チェストォ」

　飛び上がった彼女から繰くり出された縦の一いつ閃せんは俺の脳天に直ちよく撃げきした。ふっ、見事な示じ現げん流の太刀たちさばき……いや、感心してる暇ひまはなく。

「いてぇだろうが、死ぬっての」

「外でそんなことを大きな声でのたまうなっ」

　ふっ、ならば。

「耳元で囁ささやいてやろうか？」

「……もう一発欲しいの？」

　彼女の顔が余りにも美しく、背筋が凍こおるほどだったので、僕にはそんなこと出来ませんでした。とりあえず、頭の打たれた箇か所しよを触さわってみると、やはり思った通り、こぶが出来ている。が、おそらく亜美が手加減したのだろう、そんなに大きいほどではない。

「ともかく、俺は忙いそがしい、そういうことだ。神社で休みたいなら、奴ど隷れいの如ごとく働け」

　このまま忙しいで押し切ってやれ、と思っていたのだが、亜美からは力弱いため息が聞こえ。

「分かった、分かりました。正樹は変なゲームで忙しいから、私がやれば良いんでしょ。とりあえず掃けばいいわけね、はいはい」

　もう俺に構う力がなくなってきたのか、亜美は疲つかれたように手を振り、竹箒で掃き始める。そんな行動されると、こっちが悪いみたいじゃないか……いや、俺が悪いのは分かっているが。少し弄いじりすぎたか。

「そんな拗すねるなよ」

　冗じよう談だんじゃないか、と続ける前に。

「拗ねてないし」

「いや、拗ねてるだろうが。噓うそだからさ、冗談だよ、俺も手伝うから待ってろ。今、箒を」

「正樹はゲームするので忙しいんでしょ、良いいよ、私がここに居させてって頼たのんでるんだし」

　いや、あのね、亜美ちゃん、そんなに膨ふくれた顔で言われたら、どんどんこっちの罪悪感が募つのっていくのを知っててそういうことをおっしゃってるんですか、確信犯ですか、などと言ってやったら、益々膨れるだけだしな。

「だから、別にそんなゲームは」

「別に、良いよ。男の人がそういうの好きなのは知ってるし、何より正樹だもん」

「話を聞け、いつもの冗談」

「正樹、掃除の邪じや魔まだからあっち行け」

　……ふっ、そうかそうか。そんなに強きよう硬こうになるか、そんなに言うんだったら、亜美一人でやらせてやる。俺は何も言わずに亜美に背を向け、すたすたと社務所に行き、冷蔵庫にあるジュースでも飲んでから応接室のソファーに寝ね転ころび一ひと眠ねむり……してる場合じゃないな。

　別に亜美だったら、数日経たてば元に戻るだろうが、亜美が不ふ機き嫌げんであることが俺の母さんとか叔母おばさんとかに知られれば、イコール俺が原因であるという風にこの頃ごろ思われてきてるからな。いや、実際そうであるのは否定できないが。

　もし、亜美を虐いじめていた、わけではないが、そう思われた場合、月の初めに我が母君から頂くはずの俺の通帳から引き出されるなけなしの小こ遣づかいが三ヶ月、ないし四ヶ月ほどなくなってしまうのは目に見えている。さすがにそれは困るし、十二月までにはある程度お金を貯ためておきたいしな。

「というわけで戻もどってきた」

　しかし、亜美は箒ほうきの手を止めず、黙もく々もくと作業に従事している。ふむ、いつもなら、何がというわけでよ、などとツッコミが入るが、やっぱり臍へそを曲げてるな。全く、何で怒おこったか知らないが、こうなってしまえば実力行使しかない。

「貸せ」

　隙すきを見て、亜美の手から竹箒を奪だつ取しゆ。

「あ、ちょ」

「俺が悪かったと言ってるだろうが、許せ」

「だから、私は怒ってなんか」

「うっさい、問答無用。見ろ、俺の男気をっ」

　気合の声を出すと、後ろで亜美の怯おびえるような声が聞こえたが気にしていられない。そして全身の力を込こめ、弾だん丸がんの如く走り出す。同時に腕うでにたまった力を利用して、掃はく。

　掃く、掃く、掃く時、掃けば、掃け！

　はっはっは、どうだ、この葉っぱさえ片付ければ何も問題はない。そう、小遣い三ヶ月分が戻ってくると思えば、こんな量、俺の敵ではないのだ、どうだ、ほらほらほら、どうしたどうした、これでも食くらうが良い、はっはっは、はっはっはっはっは……

「……で、何であんなこといきなりしたわけ？」

　オレンジジュースが満ちたコップに差してあるストローから口を外すと、亜美は呆あきれたように聞いてくる。

「理由は聞くな、ただ、魔が差しただけだ」

　対する俺は頭に右手で氷ひよう囊のうを押し付け、ずきずきと鈍にぶく痛む患かん部ぶを出来るだけ冷やす。

　俺と亜美は、今、二人して社務所にある応接室のソファーでくつろいでいる。部屋の時計は十二時を少し過ぎたぐらいだ。

「魔が差したね……とりあえず、ああいうこと、しないほうが良いよ」

　ああいうこと、というのは他ほかでもない、俺の男気の結果である。

　とりあえず亜美の機嫌を直すのは、葉っぱを片付けてからだということで、順調にブーストスイープは続いていったのだが、ゴール手前、つまりは参道の入り口で事件は起こった。ゴールが見え、ラストスパートをかけた俺であったが、最後に油断が出てしまった。俺はゴールの鳥居に気を取られ上を見た瞬しゆん間かん、足元に残っていた葉っぱのクッションを踏ふみ付けてしまい、体勢を崩くずした。だが、そこで終わる俺ではない。何とか体勢を立て直そうと踏ん張った瞬間、俺の愛機、バンブーブルームは耐たえ切れず、根元から大破。そして殺しきれなかった力が、慣性の法則に従って俺を前のめりにし、俺はあえなくリタイアすることとなった。俺の走りはここまでということだったのさ。

「……とりあえず、ブーストスイープとかバンブーブルームとか格好良く言ってるけど、つまりは走りながらの無茶苦茶な掃き方と竹箒でしょ」

「そうとも言うな。いや、というかバンブーブルームは直訳すれば竹箒だ。よく分かったな、亜美。さすが、小学校から英語を習ってるだけはある」

「いや、別に竹箒なんて単語は知らないけど、正樹のことだからそんな感じかと思って」

　何となく悔くやしく感じられたが、確かに気分は先月買ったレーシングゲームの影えい響きようをバリバリに受けていることは否いなめないので、反論も出来ない。

「それに、ちゃんと掃くならまだしも、ただかき混ぜただけだし」

　痛いところを突ついてきなさる、このお嬢じようさんは。

　そう、あれで上手うまいこと掃けていれば万ばん々ばん歳ざいだったのだが、俺がリタイア、つまりはこけて直すぐの時に後ろを見れば、ちっとも参道から葉っぱを除去できておらず、その上、見み栄ばえがこの上なく悪くなっていた。まあ、余り結果に期待はしなかったが、あそこまで全然だとは思いも寄らなかった。

「普ふ通つう、誰だれでもあんなので片付くって思わないよ。あれ、どうするのよ」

「うるせえ、言うな。頭に響ひびく」

　亜美を見ていた目を閉じ、石いし畳だたみで打ちつけた患部に神経を集中させる。そこではどくどくと血流が感じられ、少しだけ痛みが戻ってくるように思えた。そんな時、亜美の声で、でも、というのが聞こえ、うっすらと氷囊で見えにくい右目を開けると。

「ほんっと、正樹って馬ば鹿か」

　なんて言いながら、なぜかにこにこと笑っている亜美の姿。何だか、自分を肴さかなに笑われているのは癪しやくだが、どうやら機き嫌げんは直ったのか、な。

「笑うなっての」

「ごめんごめん。でも、馬鹿だもん」

　今度は声に出して笑い、しかし突とつ然ぜん、あっと声を出すと、何やらごそごそと自分のせおっていた通学かばんを探さぐり出す。少し見守っていると、あったと呟つぶやき、何かの袋ふくろを取り出してきた……見た目からすると、お菓か子しのような袋だな。

「ほら、これあげるから」

　と、俺の前に。受け取って袋のイラストを見ると、そこにはハッカの飴あめと書いてあり、中には、青い縦ラインが端はしの部分に入っている透とう明めいなフィルムに包まれた、透明な飴。間ま違ちがいなく、俺が好きなハッカの飴だけど。

「何よ、食べないの。それ、好物でしょ」

「いや、まあ、確かにそうだけど。何で亜美が？」

　という問いに亜美はため息を吐つき、目を瞑つぶる。そのままの状態で。

「帰り道で見つけたから買ったの。要いらないなら、返してよ」

　呟いた。まあ、貰もらえるものは貰う主義なので、返すという選せん択たくはしないが……まあ、色々と、何か企たくらみがありそうな気がしないでもないが、ここは素す直なおに。

「いや、ありがと。有り難がたく貰っとく」

　言うと同時に袋を破り、一つ取り出して包みをはがして、口に入れる。独特な甘さと清せい涼りよう感が口に広がり、心が落ち着いていくように感じられた。

「……美味おいしい？」

「ん、あ、ああ。まあな」

　亜美はちらちらとこちらを見てきて、その何度目かに意を決したように俺を見つめ。

「えっと、一個貰っていい？」

「お前が買ったんだから、好きなだけ食べても良いいぞ」

　ううん、一個でいい、と呟き、亜美はぽんっと口の中に入れた。何度か口の中でもごもごと動かすのが見て取れ、しばらくして。

「スースーするね」

「ハッカってのはそういうものだ」

「うん、そう、だね。スースーする」

　その後、沈ちん黙もく。それが何分続いたのか、たった何十秒だったのかは分からなかったが、氷ひよう囊のうで視線を隠かくすように亜美を見ると、時々青いブレザーについていた埃ほこりを取ったり、青地に茶色のチェックのスカートの裾すそを整えたりするだけで、何もしない。ふと壁かべにかけている時計を見れば、既すでに十二時半を回っている。そういえば、こいつ、昼飯は食べたのだろうか。何となく、食べてない感じはするんだけど、食べてないとして、何か食べるものあったかな……袋のインスタントラーメンなら何袋かあった記き憶おくがある。それと、後、冷蔵庫に……いや、ないな、ラーメンに合いそうなものは。飲み物類と、俺が寝ね坊ぼうした時に食べる、朝食用のパンとマーガリンだもんな。葱ねぎだけでもあれば、あ、もしかするとハムが残っていたかもしれないな、朝食用の。それなら、ハムを入れたラーメンで、それとも時間はあるから食べに行っても良いが……と考えていた時、聞きなれた電子メロディーが部屋に響く。

「あ、正樹、私が取るよ」

　そう言って、亜美はソファーから立ち上がり、応接室に置いてある子機の受話器を取る。こちら奈倉神社です、御ご用ようは何でしょう、と亜美が言うのが聞こえ、一度、はい、と呟き、少々お待ちくださいと言って、こちらに子機を回してきた。

「本部の通信局からみたい」

　と小声で。通信局って、『道』の整備は終わったし、年明けの準備には早すぎる。そんな時季に本部から電話、か。何となく嫌いやな予感はするが、別段こっちは大きな過失はないしな。そう思いながら、子機を受け取って、かわりました、と伝えた。

「あ、奈倉神社、神かん主ぬしの正樹さんですね。こちら、玉たま城しろ家本部の通信局です」

　聞こえてきたのは若い女性の声。俺はそれに、はい、と答え、御用は何でしょうと付け加えた。電話の相手は、では早さつ速そくですが、と前置きし。

「任務の連れん絡らくです。玉城正樹は、玉城亜美と共に一時半に玉城家本部へお越こしください」

「え、亜美も、ですか」

「ええ、そう伝わっています」

　ふむ……こんな時季に任務、しかも、一時間後に集合と言われても。それに亜美も連れて、とは。

「えっと、それって間違いとかじゃないですよね」

「ええ、そうみたいですね。確かにこんな時季に任務はおかしいとは思いますが、こちらには内容の情報などは一いつ切さい入ってきておりませんので、何とも言えません」

　……まあ、良いか。どうせ暇ひまだったし。参道に積もる葉っぱなぞ、俺の目には映っていない。

「了りよう解かいしました、玉城正樹、玉城亜美は、一時半に玉城家本部へ集合致いたします」

　確かく認にんしました、連絡は以上です、お気をつけ下さい、という言葉と共に電話は切れた。俺は一つだけため息を吐つき、亜美に向かって。

「昼飯は、インスタントのラーメンで良いか？」

　と呟つぶやいた。







「ねえ、正樹、大だい丈じよう夫ぶ？」

「言うな」

　玉城家本部の受付で名前を言い、通された、会議室らしい何十畳じようあるのか分からないほどやけに広い和室で、千ち早はやと袴はかまを着込んだ俺と亜美はぽつんと真ん中に置いてあった座ざ布ぶ団とんに座っている。ここに座ってから、まだ一分程ほどしか経たっていないが、俺の息は戻もどってきている。

「ねえ、もうそろそろ免めん許きよ取るとかさ」

「うるさい。ちゃんと時間通りに着いてるだろ」

　そりゃそうだけど、と亜美は呟き、足が痺しびれてきたのか、少し居住まいを崩くずした。まあ、確かにもうそろそろ車の免許は取るべきだとは俺も思ってるのは確かなんだが、今のところ、特に使うこともないし。でも、この本部まで亜美を荷台に乗せて二人乗りの自転車というのは疲つかれるのも否定できない。

「待たせた」

　俺が教習所に行く料金と、自分の財さい布ふの具合を比べていた時、声が上から落ちてくるように聞こえた。同時に隣となりの亜美がちょこちょこと動くのが見え、正座に戻ったのだろうと察知。

「いえ、そんなに待っておりません」

　俺の目の前、和室の奥から出てきたのは、まるで髭ひげのお化けかと思うような白く長い顎あご鬚ひげが目立つ老境の男性。しかし、その長身と一切曲がることを知らない腰こしから、老いぼれているというより、まるで何百年、何千年と生きた巨きよ木ぼくのような印象をこちらに与あたえ、偉い丈じよう夫ふというのはこの男のためにあるのではと思われてくる。威い圧あつ感がのしかかってくるようではあるが、腹まで伸のびた髭を触さわる姿はどこか好こう々こう爺やを思わせてくれるのが唯ゆい一いつの救いだろうか。

　俺は爺じいさんと呼んでいる、私立玉城学園の総合理事長であり、この玉城家の長おさを務める人物。

「くっくっく。あの小こ僧ぞうだった正樹がわしに敬語を使いよるとはの」

　何時いつの話してんだよ、と口の中でこもったような笑い声を出す爺さんにツッコミを入れたかったが、爺さんと一いつ緒しよに入ってきたお付きの神み子こ二人が居るので、何も喋しやべらず、その場で頭を下げた。

「おお、すまないな。気が利きかず」

　俺が頭を上げると同時に爺さんは手を振ふって、お付きを部屋の外に出す。俺はそれを見届けると、正座していた足を胡坐あぐらに変えた。

「こっちこそ悪い、爺さん。さすがに他ほかの神子が見てるところで、崩すわけにはいかないしさ」

「わしとしては、見ていないところでも長として見て欲しいが……しかし、お前が敬語なぞこちらが笑うのを耐たえられぬし、何より仕方がない」

　爺さんはまたこもるような笑い方をすると、その大きい身体からだを折り曲げ、座り込むと同時にこちらにその時の揺ゆれが響ひびいてきた。

「亜美も崩してかまわぬ。楽にせい」

　地鳴りのように下から響く声に亜美は緊きん張ちようした面おも持もちで静かに足を少しだけ外に出した。

「いや、それにしても、亜美は大きくなったな。今年で十一歳だったか。可愛かわいくなった」

「は、はい。ありがとうございます」

「はっはっは、緊張するな。取って食ったりはせぬ」

「爺さんの前で緊張するなってのが無理だろ」

「では、お前も緊張しているのか、正樹」

「いや、緊張はないが、嫌な思い出で悔くやしさが出てくるだけだよ」

　俺が高校の頃ころ。挫ざ折せつを味わった俺は授業をサボることが多かった。大体は家に居たり、どこかに遊びに行ったりしていたが、学校の屋上や部室で寝ねていることも多かった。

　そんなある日、この男は屋上で寝ていた俺をわざわざ起こし、竹刀しないを渡わたして、こう言い放った。

『勝負をしないか、勝てば、昼飯を奢おごってやるぞ』

　自じ慢まんじゃないが、イサマト退治の神子は、玉城流と呼ばれる総合格かく闘とう術を学んでいる。それはあらゆる種類のイサマトと互ご角かく以上に立ち向かうためのものであるため、人と戦うことは念頭に置かれていない。高校に入ってからは一いつ切さい鍛たん錬れんを積んでいなかったが、しかし、それでもこんな爺じじいに負けるはずがない、と思っていた。そんな風に考える時点で、大分俺はささくれ立っていたのかもしれない。

　勝負は一いつ瞬しゆんだった。俺の太刀たちは一切届かず、寸止めされた爺さんの竹刀を目の前に、俺は敗北を喫きつした。しかも、大人気なく、しっかりと俺に学食のＡランチを奢らせて。

　その日以来、爺さんから、もしくは俺から立ち合いを求め、その全すべてに俺は完敗。何度、学園の水道水を昼飯代わりにしたか数えるのも泣けてくる。

「いやあ、学食も美味うまいものだ。正樹のおかげで、なかなかに楽しめた」

「普ふ通つう、学生から金巻き上げるかよ、理事長が」

　この爺さんが、玉城学園の総合理事長であり、玉城家の長であることが分かったのは俺が爺さんと昼飯争そう奪だつ戦をしだして随ずい分ぶん経ってからのことだった。

「気付かぬお前が悪い。ただの爺が学園をうろつけるわけないだろう」

「にしても、理事長、あまつさえ玉城家の長だなんて思うかよ。返せ、俺の青春を返せ」

「お前の青春はベッドの下にある、と分かっているのだが」

「どこから調べやがったっ？」

　そう、気付くのは俺が爺さんと会ってから、大分過ぎてからだったのだ。そして、それは遅おそすぎた。

　既すでに爺さんと呼び慣れ、敬語も何もなしに喋る癖くせがついてしまった時に玉城家の長だということが分かったが、突とつ然ぜん喋しやべり方を変えられるはずもなく、そして爺さん自身も今いま更さら変える必要はないとして、俺にそのままで居て良いと告げたのだ。なので、俺は他の神子が居ないときには、あの頃と同じく、爺さんと呼び捨て、まるで同級生と喋るかのように会話をする。そんな俺が緊張するはずもないが、亜美にとって、この爺さんはやはり『玉城家の長』であり、緊張の対象でしかない。

「まあ、そのことについては答える義理はないな。ともかく、昔話をするためにお前たちを呼んだわけではない……任務の話をしよう」

　笑え顔がおだった顔を一変させ、皺しわで隠かくれていた瞳ひとみを一度だけこちらに向けてくる。それに睨にらまれた瞬間、あの立ち合ったときの記き憶おくが思い起こされ、少しだけ腕うでに力が入った。それを亜美も感じたらしく再び正座に戻もどそうと動くが、爺さんはそのままで良いと低く呟つぶやき、後ろの襖ふすまに向かって、入れと静かに言った。

「失礼します」

　ほぼ同時に、男と女の声が聞こえてきて、二人の神子服姿の人間が入ってくる。最初に入ってきたのは見慣れない、黒くろ髪かみの、高校生か大学生ぐらいの女の子。そして、次に入ってきたのは、と確かく認にんした時。

「あ」

　と声に出していた。身長は俺より大分高めで体つきは俺よりもがっちりとしている。髪の毛は黒くスポーツマンのように短くて、顔としてはぎゅっと真一文字に結ばれた口と力のある目が印象的。間ま違ちがいない。

　俺の幼おさな馴な染じみの、玉城龍たつ雄お。

　龍雄は俺の顔を見て、一度頷うなずき、爺じいさんの横に控ひかえるように座っていた女の子の隣となりに正座をした。

「まず自己紹しよう介かいとするか、龍雄のことは分かってるだろうから、美み代よ、頼たのむ」

　爺さんがそう呟くと、黒髪の女の子はゆっくり立ち上がり、何歩かこちらに近づいて、またその場で正座。

「玉城、美代と、申します。お噂うわさはかねがね伺うかがっております」

　丁てい寧ねいな喋しやべりと振ふる舞まいなのだが、どこか怯おびえているような、そう、小動物と対たい峙じした時のような儚はかなさが彼女から感じられた。なかなかに整った眉まゆと涼すずしげな目元が印象的な女性であるが、どこか生気とは言わずとも、覇は気きのない感じ。深窓の令れい嬢じようとはこういう人のことを言うのだろうか。

　それにしても、噂か……どうせ良い噂はないだろうが、心当たりが色々とあるのが悲しいところだ。

「美代は、わしの孫にあたる。優ゆう遇ぐうせよ、とは言わんが、まあ、よろしく頼む」

　え？

「マゴ？」

　俺が聞き返すと、爺さんは顎あご鬚ひげを擦さすりながらゆっくりと頷く。あ、ああ、なるほど、マゴか。

「あれだろ、馬を引いて荷物を運んだりする人だよな、馬ま子ごにも衣い装しようとかいう、あの」

「正樹、つまらん」

　ぐっ、今までで一番きつい返しだな。

「正しよう真しん正しよう銘めい、わしの孫まご娘むすめだ。確かに信じられんかもしれんが、わしの妻の血をよく受け継ついでいるのだろう」

　わ、分かったよ、だからそんなに睨むな、爺さん。本当に背筋にぞくぞくと来る様な怖こわさがあるんだから。ただの冗じよう談だんだって。

「まあ、あれだな、爺さん似でなくて良かったな……えっと、美代さん」

「え、あ、その」

　俺が話しかけると、彼女は下に向いていた顔を一瞬こちらに向けたが、その後、直すぐにまた下を向く。やはり、ウサギとかハムスターとか、そういうのを思い出すな。

「ともかく、これで役者は揃そろった。龍雄は二度目のことになるかもしれんが、もう一度聞いておいてくれ。美代もな」

　爺さんが言うと同時に美代さんは立ち上がり、先ほどの場所に戻る。それを確認した後、爺さんは後ろから、木の箱のようなものを取り出してきた。

「今回の任務は、新しく出来た立たち花ばな神社の神具であるコレを無事に届けて欲しい。その際、立花神社の神かん主ぬし、三さん位み宮ぐう司じの美代を、三位宮司の龍雄、同じく正樹、上級神み子この亜美の三人に警護してもらいたい」

　言われ、ふっと美代さんへ視線を送る。新しく出来た、ね。さすがは長おさの孫娘ということであろうか。

　一応、一位宮司、二位宮司、三位宮司共に定員などというものはない。だが、神社は別で、毎年ある程度の数が建てられているとはいえ、たかが知れており、数に限りがある。そしてそのほとんどは小さい祠ほこらなども含ふくめて誰だれかしらが神主となっており、空きはない。つまり、新しく三位宮司となっても社務に就つく神社がないという事態が起こっている。俺も今でこそあの奈倉神社に入っているが、その前の高校時代などは社やしろ無しの宮司で、奈倉神社の先代の神主が病気で亡なくなったために何とか入ることが出来たものだ。まあ、昔はそんなことなかったらしく昨今の平均寿じゆ命みようの上じよう昇しようによる弊へい害がいらしいのだが、それはともかく、そんなご時世に新しい神社をたかが三位宮司に与あたえられたのである。

　まあ、別に能力があるからそうなっただけなのかもしれないが、何となく爺さんの孫娘だということを気にしてしまう。

　そんなことを考えながら、まだ話が続くかと思い、爺さんを見つめたが、彼はゆっくり髭ひげを触さわると。

「以上だ。即そく座ざに任務遂すい行こうにあたってもらう」

「え、ちょっと、爺さん」

「何だ、正樹」

「それだけ、なのか？」

　爺さんはうっすらと皺しわに隠かくれた目を開けて。

「不満か？」

「いや、不満じゃないけど、何で俺たちなんだ。そんなことで四人も、しかも三位宮司三人に上級神子なんて……そんなの下級神子でも」

「中身は教えられぬが、それだけこの神具が重要だということだ。本当はもっと人数を増やすべきであるが、多すぎるのは色々と問題があってな。それにこの美代の護衛もある。美代は人見知りする故ゆえに出来るだけ美代と年ねん齢れいの近い人材をと思ったときに召しよう集しゆうできそうだったのがお前たちだったというだけだ」
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　木の箱に手を置きながら。その木の箱を見れば、表には玉城家の家か紋もんが彫ほられ、厳重に封ふうがされているようだ。もしかすると、ここに人の生首でも入っていたり……はしないか。

　──ココロマドイ。

「え？」

　──ナンデ、タマシロ──イサマト──コンナモノデ──セカイヲ──カンゼンナル──ヒトノココロナド──オモシロイモノヲ──ドウダ、カワリハテ──シネ、ソイツト。

「ぐっ？」

　咄とつ嗟さに右手を額に当てる。何だ、今のは。聞いた事もない声が何重にも聞こえてきて、それに、この感情、何だ。

「どうした、正樹」

　聞こえてくる声。それはクリアで迫はく力りよくがあって、直すぐに目の前の爺じいさんからだと分かった。徐じよ々じよに耳の奥で伝わってきた声はなくなり、変なものは完全に聞こえなくなった。

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。ちょっとここに来る前にこけて頭を打ってさ、それが痛むんだ」

　俺がそう告げると、そうか、気を付けろ、といくらか優やさしい声で爺さんは呟つぶやく。俺は爺さんに怪あやしまれないように額の汗あせを拭ぬぐった。

「では、立花神社までは車で移動してくれ。既すでに車庫に用意してある」

　その言葉と共に龍雄は立ち上がり、それを見て美代も立ち上がる。俺も一度静かに息を吐はき捨てると、立ち上がって痺しびれた足をいくらか慣らす。ふと、何も言わない亜美に気付き、そちらに視線を向けると。

「ん？」

　丁度、亜美もこちらを見ていた。だが、何も言わずに、そして視線を外さずにいる。

「どうかしたか？」

　と聞くと、亜美は視線を逸そらして、ゆっくりと立ち上がり、何でもないと呟いた。気にはなったが、既に爺さんは退室しており、龍雄と美代さんも襖ふすまの前で俺たちを待っている。まあ、亜美自身に風邪かぜを引いたとか熱があるとかそういう兆ちよう候こうは見られないから、大丈夫だろう。

　その後、俺たちは玉城家本部の車庫に向かい、黒くろ塗ぬりでスモークの窓の高級車に、運転席に龍雄、助手席に俺、後ろの席に美代さんと亜美、二人の間に神具を置いて、直ぐに出発した。

「それにしても、久しぶりだな、龍雄」

　乗るときに時間を見たので、それから十分ほど経たった頃ころ、何となく暇ひまになり隣となりの龍雄に話しかけてみたが。

「ああ、そうだな」

「着くまでどのぐらい掛かかる？」

「二時間、ないし三時間だな。土曜日といっても、ここの道は混みやすい」

「それにしても、神具って何だろうな。お前、知ってたりは」

「知らない、知る必要もない」

　素っ気無く返してくれた。あのな、龍雄、もう少し愛あい想そ良くしてほしいんだがね、俺は。

「暇になるんだから、何か会話が続くようにしてくれよ」

「俺は今、任務で運転中だ。助手席は黙だまってろ」

「な、そんな言い方ないだろ。幼おさな馴な染じみじゃねえか」

「そうだな、それが俺の人生で唯ゆい一いつの汚お点てんだ」

「はあ……くそ、俺も後ろに座ればよかった」

　と後ろを振ふり返ってみる。そこには車の色と同じ黒い仕切りが施ほどこしてあり、スモークガラスの小窓からは、楽しそうに会話している亜美と美代さんの姿が見える。しかし、防音がしっかりしてあるのか完全にあっちの音は聞こえない。おそらくあちらにもこっちの音は聞こえないだろう。

「悪いがそれは出来ない。この車の構造上、お前と俺を離はなすのは任務遂行に支障が出る。この状態がベストなのだ」

「うるせい。そんな理性的に言われても、つまらないものはつまらないんだよ」

　再び振り返り、美代さんを見てみる。よくよく見れば、あの儚はかなげな美び貌ぼうを持った顔立ちはどう見ても爺さんの孫と思えず、それに先ほどと違ちがいシートに座っているためか、その、何だ、つまり……良い身体からだをお持ちになっているのが観察できる。ふむ、同じ細い体型でも、亜美とはえらい違いだ。

　くそ、亜美がこっちに乗ってくれたら俺があっちだったのに。と思うが、どうせ龍雄が許さなかっただろうことは分かっている。まあ、今思うことは。

「とりあえず、亜美には美代さんのことを見習って、もう少し努力をしてもらいたいものだ。特に胸とか胸とか胸とか」

　と、どうせ聞こえないであろうから口に出してみると、突とつ然ぜん亜美たちの行動が止まる。何かあったのかと思っていると、亜美がこちらにしゃがみながら歩いてきて、小窓の前で手招きをする。やはり何かあったのかと思い、小窓に顔を寄せると亜美が小窓を開け。

「ていっ」

　でこピン炸さく裂れつ。しかも、わざわざこけて打ったところを。

「くあっ？」

　痛みに苦しむと同時に、馬ば鹿か、という声。そして小窓の閉まる音が聞こえた。な、何でだ、何で亜美はでこピンを。あいつは何もなしにこんなことする性格じゃないんだが……と考えていた時。

「ちなみに後ろと会話する時はこのピンマイクを使うらしい、便利だろ」

　あの、龍雄ちゃん、何で君は何も知らない振りをしながらそのピンマイクをこちらに向けているのでしょうか。

「て、てめえ！」

「おっと、今、変に俺に触さわると、命はないぞ。自じ慢まんするほど器用ではないからな」

　くっ、こいつめ。赤信号で止まった時が最後だと思いやがれ。そんな怒いかりを燃やしていた俺の前で、龍雄は今日会って初めて微笑ほほえみ。

「しかし、変わったな」

「んあ？」

「お前だよ」

　どういう意味だ、それは。

　車を右折させながら、龍雄は遠くを見つめ。

「子供の頃から、そして高校の頃を知ってるからな。それに比べれば、お前は変わった」

　なんて言われても。

「さあ、な。自分では分からねえ。というか、分かりたいとも思えねえ」

「高校の頃、お前が腐くさったんだと勘かん違ちがいしてた、だが、今思えば、だからこそ、今のお前が居るのかもしれないな」

「何だよ、そんな話ししやがって。何か企たくらんでるのか」

「ちょっと思い出したんだ。俺もお前に、滅めつ多たに会えないからな」

　車が今度は左折していく。カーブで速度が落ちた時、ふと少年二人が歩道を走っていくのが見えた。

「あの子のおかげ、か」

「ん？」

「お前の従妹いとこ」

　俺は答えずに、窓の外に視線を送る。まだ陽ひは高いが、少し翳かげってきたように思えた。まだ夕方には早いが、降りそうな感じではある。

「答える義務はない、と言った所か。構わないが」

「感謝してるさ」

　ん、とくぐもった疑ぎ問もん符ふが返ってきた。

「感謝してるさ、あいつには。でも」

　でも、あいつが俺の傍そばに居るのは、俺の我わが儘ままなだけなのかもしれない。

「でも、何だ？」

　言葉を続けても良かったが、こいつは良いい奴やつだから、変に俺の悩なやみを言えば、親身になってくれる。だが、そこまでしてもらうのは甘えすぎだと感じてしまい、俺は、何でもない、と締しめた。

「ふむ……言いにくいのであれば、これを使えば良い。すぐに相手に思いが伝わる魔ま法ほうの道具だ」

　そう言って龍雄が出してきたのは、先ほどのピンマイク……って、おい。

「お前、遊んでるだろ」

「さあね」

　くそっ、さすがにこいつにだけは勝てた例ためしがないからな。これ以上踏ふみ込んでも、こっちが負けるに決まっている。

「ねえ、正樹」

「なっ、何だっ？」

　突然響ひびいた亜美の声。龍雄が、スピーカースピーカーと呟つぶやき、天てん井じようについているソレを、進行方向を見ながら指差してくれる。そしてピンマイクを俺に渡わたしてきて、赤いボタンが電源だと教えてくれた。

「何だよ」

「あ、聞こえる、聞こえる。面おも白しろいね、これ」

「あのな、いくら本部の車だからって遊ぶな。窓があるだろが、窓が」

　しかし、まあ良いじゃない、の一いつ蹴しゆうで亜美は無む邪じや気きに笑うだけ。

「それでさ、聞きたいんだけど」

「何だよ、体重は乙おと女めの秘密なんだぞ」

「誰だれが乙女よ、誰が。そうじゃなくて、正樹って、何か悪い噂うわさでも立ってるの？」

　……渾こん身しんのストレートをど真ん中に投げ込んできますね。

「あのな、亜美。そういうのは本人に聞くな、というか、本人が噂なんか知ってるわけないだろ」

「だって、美代さんが、正樹のこと、噂とは違う人ですね、なんて言うから」

　えっとですね、亜美さん。そういうのは本人の居ないところで喋しやべってくれませんか。僕は純じゆん粋すいでナイーブなのですから、そういう噂の類たぐいは僕のガラスのプリティなハートを打ち砕くだいてしまうんですよ。

「それで、どんな噂って聞いても答えてくれないし」

　何となく振ふり返って、美代さんに視線を送る。すると大おお慌あわてで亜美からピンマイクを借りて。

「わ、私は、正樹さんとは、会った事なくて。だから、噂しか耳にしてなくて、それで」

　と仰おつしやったが、それが限界らしく、彼女はごめんなさいと呟いて亜美にピンマイクを返す。何というか、俺は別に謝れとも何とも言ってないのだが……押しに弱いお嬢じよう様さまだ。

「で、噂って何？」

「いや、だから……そう、そうだな、玉城家で一番ダンディーな男だと巷ちまたで噂になっていて」

「なるほど、だから、美代さんが、噂と違うって言ったんだ」

　……泣いて良いですか、僕。まあ、どうせ、亜美みたいな子供を連れて任務をしてることとか高校生の時の素行とか、そんなものだとは思うが、亜美にまで知らせる必要はない。

「で、本当の噂って何？」

「亜美、お前馬ば鹿かか。噂は本当じゃないから、噂なんだよ」

「むう……もう良い」

　という言葉を最後に亜美は電源を切ったらしく、何も聞こえなくなった。そして、小窓から見える亜美も一度こちらにあかんべえをすると、また美代さんと楽しそうに喋りだした。それを見届け、俺が前を向くと、フロントガラスに一つ二つと何か液体がついているのが見えた。そしてそれは見ているうちにどんどん増えていく。

「降りだしたみたいだな」

　龍雄は表情を変えることもなく、ハンドルに手を掛かけたまま呟き、ワイパーを作動させる。そして、苦々しい顔をして。

「噂で思い出したが」

「ん？」

「お前、玉城静しず馬まという人物を知っているか？」

「ああ、そりゃ、会ったことはないけど知ってるよ。次期の長おさって言われてる一位宮ぐう司じの」

「その男なんだが、どうやら今回のこの任務に加わるはずだったらしい」

「はずだったって、何か急用でも出来たのか？」

　それは分からないが、と龍雄は呟き。

「だが、あの静馬が加わるはずだったような任務だ。何か変わった感じがあると思うんだが、正樹はどう思う」

　聞いてくる。俺は正直に。

「謎なぞ、だな。大体新しい神社の神具一つでここまでしっかりした車両を出すのは不思議で仕方がない」

　お前もそう思うか、と呟き、そこのダッシュボードを見てみろと言われ、開けてみた。そこには、普ふ通つうの生活をしていれば、お目にかかれないであろうもの。

「拳けん銃じゆう、か？」

　そう、そこには黒光りする重厚感溢あふれるソレが二挺ちよう、鎮ちん座ざしている。

「ちなみにどっちも本物だ。弾たまも下の方にある」

　って、本物を目にして、よく冷静でいられるな。と呟けば。

「仕方がない。こういう性格だ」

　いや、それは知ってるが、と呟き、見ていると嫌いやな気分になってくるため、そっと蓋ふたを閉じておいた。

「どういうことだ？」

　俺たち玉城の神み子こが呼ばれたということは、イサマト関係がこの神具に引き寄せられるのかと俺は最初に思っていた。何しろ、玉城の力は通常、イサマトのようにこの世に居てはならない存在にのみ効力を発揮するから、人体には一いつ切さいダメージを与あたえられない。通常と言ったのは例外として亜美の力があり、彼女の治ち癒ゆの能力は人体にも影えい響きようを及およぼす。ただ、それも玉城の血が流れる者にしか効かないらしい。だから俺はこうして四人もの神子で護送しているのはイサマトが引き寄せられやすいものだと思ったのだが……この拳銃が出てきたのだ。

　俺たちの力がイサマト関係にしか効かない以上、俺たちの対人用として最強の武器となるのは、一いつ般ぱんと同じく火器や重機などの兵器である。一応、俺たち神子も爺じいさんの護衛などに駆かり出されることもあるため、要人護衛のための拳銃訓練なども受けているにはいるが……その対人用の最強武器が、ダッシュボードにあることが俺に色々な想像をさせた。

「俺の見解で良いのか、正樹」

　ちらっと横目で見てきた龍雄に頷うなずき、ああ、と了りよう承しようした。

「考えられるのは二つ。この車は正樹も分かっているだろうが、所謂いわゆる、ＶＩＰ用の車に間ま違ちがいない。おそらくは玉城家専用のもので、長が外出する時に使う車だろう。まあ、そういう細かいところは分からないが、ＶＩＰ用ということはつまり、誰だれかに狙ねらわれる恐おそれがある要人を乗せるのだから、多少の武装があったとしても頷ける……つまりは、そこに入っていたのが備え付けの武器であるとするのが一つ目。そして、二つ目は」

　龍雄は赤信号で車を止め、ふう、と息を吐はいた。ガラスにはワイパーがなければ前が見えないであろうほどの雨が打ち付けている。そして、前方には立体道路が見え、確か、あれを上っていけば、立花神社までは直すぐ。

「あの神具がイサマト以外の何者かに狙われており、そのためにわざわざ拳銃を車に入れた、ということ」

「狙われてって。たかが神具一つで拳銃か？」

「そうだ、俺もそれは感じてる。余りにも大おお袈げ裟さすぎるとしか思えない。だから、有力なのは前者で、ＶＩＰ用の車なのはおそらく長の孫まご娘むすめ、美代を乗せるからだと思われる」

　信号が変わり、ゆっくり加速していく。龍雄は目を細め、しかし、と呟つぶやき。

「後者の可能性がなくなってないことは否いなめない。そして、もし後者であった場合、俺がその神具を狙っている何者かであるとすれば……」

　そこで一度龍雄は言葉を切った。

「今の、雨が降って視界が悪くなった状じよう況きように仕し掛かける」

　という声と同時だった。突とつ然ぜん、ブレーキ音が響ひびき、目の前で前を走っていた車が対向車線のトラックとぶつかる。途と端たん、急な重力がかかり前のめりになって、一時的に視界が真っ白に染まった。だが直ぐに視界は戻もどり、前を見ると、そこには横転した乗用車と道を塞ふさぐようにして止まったトラックの光景。どうやら、龍雄が急ブレーキを利きかせたようで、衝しよう突とつは避さけられた様だ。

　止まったな、と呟く龍雄を尻しり目めに後ろの小窓を開け、大だい丈じよう夫ぶかと聞いてみる。そこでは、亜美と美代さんが絡からまったように床ゆかに寝ね転ころがっており、二人から同時に大丈夫、という声が聞こえ、ためていた息をふうっと吐き捨てた。それに、後ろには車もなかったらしく、追突もされていないことを確かく認にんした俺は再び前を向き、携けい帯たい電話を弄いじっている龍雄に気が付くと。

「今、救急車を呼んだ。とりあえず、俺たちはこのまま立花神社に向かおう、ルートは遠回りになるが」

　そうか、そうだな、と言おうとしたが、それは喉のどで止まってしまった。目の前の大破した車、その車の潰つぶれた車体から、誰かの手が見えている。

「悪い。少し待ってくれ」

「待て。何をするつもりだ」

「見て分からないのか」

「任務中だ、それに救急車が来れば、助かる」

「そういう問題じゃないっ」

「そういう問題だ。もし本当にこの神具が狙われているのであれば、この事故は」

　俺は龍雄の言葉を最後まで聞かずに車から飛び出す。馬ば鹿かが、と悪態をつくのが聞こえたが、気にしてる暇ひまはない。即そく座ざに車まで近寄り、失神している男性の脈を取ってみる。どうやら大丈夫そうだな、それに運良くドアが吹ふき飛んでて、このまま引きずり出せば良さそうだ。

「よし、これで」

　何とか引きずり出し、とりあえず道路に寝かせてみる。良かった、頭から血は出ているが、出血量は少ない。大事はなさそうだ。後は、トラックの運転手の方を……

「そっちも大丈夫そうだな」

　声と共に隣となりにタオルで鉢はち巻まきをしている男性を寝かせる、神み子こ服の。

「何だかんだ言って、それかよ」

「どうせお前が戻るまで行けないんだ。効率を考えれば二人のほうが良い。その方が任務遂すい行こうに戻るのが早い」

　素直じゃないな、お前は。と言いたかったが、とりあえず、この状態なら大丈夫だろう。龍雄が言うには、特にガソリンも漏もれておらず、爆ばく発はつの恐れはないらしい。まあ、ここまでは爆風もきそうにはないが。

「まさっ」

「え？」

　今の、亜美の……待てよ、今、俺たちがここに居るという事は、車の方は。そう思ったとき、龍雄と同時に振ふり返る。

　そこには俺たちの車とは別の車があり、誰か黒ずくめの男たちが亜美たちを連れて行こうとする姿。

「あ、亜美っ」

　俺が駆け出そうとすると、誰かに肩かたを摑つかまれ、止められる。何だよ、と振り返る前に龍雄は歩み出ると、神子服の懐ふところからあの黒光りするソレを右手で取り出し。

　突然、引き金を引いた。

　二発の光と轟ごう音おん、火薬の独特な匂においが感覚を刺し激げきし、一いつ瞬しゆん何が起こったのか分からなかった。だが、龍雄が亜美たちを連れて行こうとする男たちを撃うったのだと判断した直後、男たちは自分たちの肩を押さえながら亜美や美代さんをその場に置くと、一目散に自分たちの真っ黒な車に乗り込んでいき、タイヤと道路が擦すれる音がするほどの急発進をして、逃にげていく。

「くっ、逃がすか」

　龍雄は舌打ちをしてその手に持つ銃じゆうを乱射するが、特別車両なのか、全すべての弾たまが弾はじかれ、窓から身を乗り出した黒ずくめの男が応戦するように銃を乱射。俺と龍雄はその場に伏ふせる。その間に行ってしまったらしく、顔を上げた時には既すでに車は見えなかった。それを確認すると、はっと気が付き、すぐに亜美たちに近寄り抱だき起こした。

「亜美、大丈夫か、亜美」

　呼びかけたが反応がない、もしかして既に、そう思ったが不意に彼女の眉まゆ毛げがぴくりと歪ゆがむ。俺は亜美の細い手首を摑み、脈を取ると、正常な血流を確かめられた。一応、口に頰ほおを寄せてみると、息も確認できる。身体からだに怪け我がもなさそうだ。

「薬を嗅かがされたようだな」

　龍雄の声。それは美代さんが倒たおれたところからで、どうやらそちらも大丈夫らしい。こっちも頼たのむと龍雄が呟つぶやき、美代さんをこちらへ移すと、俺たちが乗ってきた車に近づき、苛いら立だったように舌打ちをした。

「……神具が盗ぬすまれている」

「え？」

「しかも、タイヤは全部パンクしてる……ご丁てい寧ねいにガソリンタンクにも穴が開けてあるな。これはもう走れそうにない」

「ど、どういうことだよ」

「つまり、後者のパターン、あの神具は何者かに狙ねらわれていて、そしてまんまと相手の手中に落ちた、ということだ……はは、どうやらあの事故も仕組まれたものらしいな」

　龍雄の見る方向を俺も辿たどる。そこには先ほどの事故車両に乗っていた二人が……居ない、どこにも居なくなっている。つまり、あいつらも。

「お手上げだな」

　龍雄は苦々しく言い捨てると、この場は一いつ旦たん離はなれよう、緊きん急きゆう時とはいえ、拳けん銃じゆうを乱射してしまったからなと呟き、いまだに眠ねむっている美代さんを担かつぐ。俺はそれに頷うなずき、こっちは亜美を担ぐと、とりあえず引き返して『道』を辿って、見つけた無人神社らしき小さな鳥居のある境けい内だいに彼女たちを担ぎ込む。無人でも本ほん殿でんなどがあれば、と思ったが、そこは空き地に祠ほこらが一つあるだけのもので、とりあえず、そこの真ん中に立っている一番大きな木の根元に座らせ、持っていたハンカチを近くの公園の水道で濡ぬらし、それで顔を濡らしてやってから、数分後。何とか起き上がった亜美は。

「何か、頭、痛い……」

　とは言っているが、特に命に別状はなく、亜美が起きた数分後に目を覚ました美代さんも少し吐はき気があるものの、それも近くの自動販はん売ばい機きで買ったお茶を飲んで時間が経たつと、何とかおさまったらしい。

　その後、現状を理解した亜美と美代さんに話を聞くと、俺たちが事故に気を取られている間に、車の外で変な音がしたらしく、気になってドアを開けたときに襲おそわれたらしい。その時に何か布で口を押さえられ、抵てい抗こうしたが、そのうち段々気が遠のいていった、と話し終えるのを確かく認にんし、俺は。

「直すぐに、玉城家へ連れん絡らくしよう」

　と提案した。運良く、ここは東京の端はしに近く、空港や高速道路、船など移動手段が全て遠いところにある。まだ先ほどから一時間も経っていない今なら、犯人はまだこの東京に居るはず。しかも、神具を持ってだ。

　爺じいさんの口振りからして、何かしらあの神具に力があるのは容易に知れる。ということは、もし玉城家が、力のあるものを閉じ込めるために作られた結界のシステムを用いて東京全域に包ほう囲い網もうを敷しけば、あいつらをこの地に閉じ込められるはず。その後、神具を取り返せば。

　俺の提案に龍雄は頷き、亜美も同じ動きをする。俺はそれを確認して、自分の携けい帯たい電話を取り出そうと。

「だ、駄だ目め」

　突とつ然ぜん、声が発せられた。その人物は、木の根元に座り込んでいる、黒くろ髪かみの神み子こ服の女の子。当然、俺たち三人の視線を集めたのだが、それに気付いた彼女は俯うつむきながらも小さい声で。

「駄目、なのです。あれは、知られてはいけないのです」

「どういうことだ」

　いや、龍雄、そんな怖こわい顔で近づきながら言うな。ほら、彼女、怯おびえてるから。

「あ、あの、あれは、秘密の、その、極ごく秘ひの」

「ああ、美代さん。気にしないで、こいつの顔は怖いかもしれないけど、怒おこってるわけじゃないから」

　龍雄はこっちを見てきたが、口パクで、馬ば鹿かと伝えると、舌打ちをしてゆっくりと後ろに下がっていく。それを見届けると、美代さんは落ち着いた口調に戻もどり。

「あの神具は、知られちゃいけない神具なのです。だから、包囲網を敷くのは駄目なのです。これは、長おさからの命令でもあります」

「じゃあ、長にだけ連絡して……」

　という亜美の声。だが、美代さんはゆっくりと首を振ふり。

「駄目です。長は今、外交のため日本を離はなれていて連絡が取れません……わし無しで任務を遂すい行こうせよという長の命令で」

　長からの命令と聞き、龍雄は不満ながらも納なつ得とくしたのか、目を閉じて、深いため息を漏もらす。だけど、俺は。

「でも、それは平常時のこと、だろ」

「え？」

「今は緊急時だ。それに知られちゃいけないって頭っから言われたって、俺は納得できない。そんなに大事な神具で爺さんに連絡も出来ないなら、包囲網は敷くべきだ」

「あ、え、その」

　ふと気付くと、美代さんの肩かたが少し震ふるえているのが見える。しまった、ちょっと強く言い過ぎたか、どうもこの子は繊せん細さいなところが多い感じだし。

「いや、悪い。確かに君が、爺さんからそうやって言われてそれを守るのは間ま違ちがってはいない。だけど、せめて包囲網を敷いてはいけない理由、その神具がどれだけ重要なのかを教えて欲しい。それを知らなければ、対策も立てられない」

　出来る限り穏おだやかに言ったが、美代さんは俯いたままで何も喋しやべらない。しかし、その神具がどのように重要か分からなければ、相手の動きが予想できない。まあ、盗まれるような神具は、大たい抵ていその芸術性からどこかのマニアの収集家に売り払はらわれたりするのがほとんどだから、あの盗ぬすまれた神具をどんな奴やつが欲しがっているかで狙ねらいが絞しぼり込める。それならば、包囲網を敷かずとも、取り返すことは可能性としては低くない。

「分かりました、確かに正樹さんの言う事は正しいです。こうなってしまった以上、こちらも情報を隠かくすのは得策じゃありません」

　数分ほど悩なやんだ後、美代さんは観念したように俯いたまま呟つぶやく。だが、彼女は髪を振るうように顔を上げ、静かに喋りだした。

「心惑まどいの玉、あの箱に封ふう印いんされていた神具はそう呼ばれています」

　──ココロマドイ。

「え」

「どうかしたのか、正樹」

　俺が突然声を出したので、龍雄が不ふ審しんそうにこちらを見る。俺は、いや、何でもないと言うと、そうかと返してきた。

　心惑いの玉、何だ、何であの時、箱を見つめたときの声が思い出され、いや、また耳の中で響ひびくんだ。

「心惑いの玉は空色の球体で大きさは」

　──拳こぶし一つ程度。

「この神具には、ある特とく殊しゆな力が込められています。それは他の意識を奪うばい」

　──意のままに操あやつること。つまり、その名が持つように人の心を。

「惑わせ、操る、ということです」

　──しかも、これは玉城家の人間以外にも操る事が。

「出来て、長が言うには」

　──世界を征せい服ふくする力を持つ神具である。

「ものだそうです」

　美代さんの言葉に被かぶって出てくる言葉。それらは全すべて、心惑いの玉の情報。俺が知るはずもない、初めて、いや、見たこともない神具の情報。玉城家で極ごく秘ひであるはずの神具の。

「そんな恐おそろしいもの、運んでいたの」

　亜美は聞いて直すぐにその神具の重要性に気付いたらしく、眉まゆを顰ひそめている。龍雄も同じようで、それで、公おおやけには知られたくないということか、と呟いた。

「はい。これは極秘中の極秘で、代々の長が守ってきたものです。もしこれが日本中、世界中に知られれば、第三の世界大戦が起こってしまうだろうと、長は言っていました」

　何で、俺はそんな神具の情報を……と考えたが、何かの間違いだろうと頭かぶりを振り、ふと頭に疑問が湧わいてくる。

「質問、良いか？」

「はい、何でしょう。私が答えられるなら」

「その神具の重要性は分かった。同時に危険性も。しかし、何でそんなものを玉城家が持っているんだ？」

　美代さんはしばらく考え込み、ゆっくりとこちらを見て。

「おじいさ、いえ、長は、戦いが起こらないように玉城家が管理をしている、と言っていた記き憶おくがあります」

　じゃあ、何でそんな危険な心惑いの玉を破は壊かいせずに、今も後生大事に持っているのか、そして何で美代さんの神社に祀まつらなければならないのか。と質問も出来たが、それをしても、この子が困るだけで答えは返ってきそうにない。ならば、言う必要もないだろう。

「とりあえず、これで神具、心惑いの玉が重要なのは分かった。さて、ではどうやって取り戻もどすか、だな」

　と龍雄が呟き、なぜか俺を見てきた。

「何だよ、龍雄。気持ち悪いぞ」

「お前の意見を聞きたい。緊きん急きゆう時での対応は、お前の方が得意だと俺は思っている」

　いや、お前の方が頭良いんだから、そういうのは得意だろうに。と思ったけど、亜美も美代さんもこっちに注目してらっしゃる。まあ、俺の意見を言うのであれば。

「まず、情報が著いちじるしく足りない。相手の素す性じようも何もこちらは分かっておらず、その神具をどのようにするのかも。だから、まず情報を得てから、動くのが最良だと思う」

　そこで一いつ旦たん言葉を切り、三人を見る。三人ともが一度だけ頷うなずいた。

「だが、これは時間が掛かかる。しかも、美代さんから聞く限り、出来るだけあの神具は知られちゃいけない。いくら少数だといっても、四人の神み子こが何日も何かをしていれば、いずれ神具の存在が他ほかの神子にばれるのも必定だと思う」

「それで、正樹は何か考えがあるのか？」

　龍雄が俺の言葉を聞き終わると同時に。俺はゆっくりと頷き、亜美と美代さんを見た。

「つまり、要は玉城家に見つからないように、それでいて自由に動ける状じよう況きようが必要だ。そこで、俺が思いついたのは、この中で三人を先ほどの事故に巻き込まれたことにして行方ゆくえ不明とし、一人をその証人として玉城家に戻し、東京都外で行方不明になったと告げる、という方法なんだが」

　どうだろう、と俺は再び三人を見回す。

「ふむ……なるほどな。その方法であれば玉城家は都外で捜そう索さくをかけるから、しばらくは三人が自由に動ける、ということか。しかし、どう分けるんだ」

「亜美を証人役にして、他三人で捜索をする」

　迷いもなく言った。初めはただ神具を届けるだけの任務かと思っていたが、こうなってしまった以上、亜美を連れまわすのは良くない。何より、相手は拳けん銃じゆうを所持していた。ということはその相手から神具を取り返すということは、危険でしかない。それに、亜美が行方不明になったなんて知ったら、叔母おばさんもおじさんも父さんも母さんもこまも悲しむ。そして、俺を恨うらむだろう。さすがに演技でも、亜美にそんなことをやらせたくはない。そう思っていた。

　なのに。

「嫌いやっ」

　拒きよ否ひの言葉は、茶色い髪かみのお嬢じよう様さまからだった。

「何で私を外すのよ」

「美代さんは心惑まどいの玉に詳くわしい。龍雄は射しや撃げき能力、格かく闘とう能力ではこの中で一番だ。そして、俺はこれの発案者、抜ぬけるわけにはいかない。残るのは、お前なんだよ」

「そんなの、納なつ得とくできないっ」

　何でそんなに怒おこるんだよ。ぎっと奥歯を嚙かみ締しめるような顔で亜美はこちらを睨にらんできている。

「だったら、四人で行けば良いいでしょ」

「それだと、あの事故った車を中心に捜索をかけられてしまう。そうされれば、直ぐに見つかるだろうが」

「でも。でも、相手は拳銃持ってたんでしょ。そんなの私、不安で嫌だよ」

　ああ、だから、俺はお前を連れて行きたくないんだ。

「行方不明なんて、こまさんとか伯母おばさんとか、絶対悲しむ」

「弱いからだ」

　俺は呟つぶやいていた。

「え？」

「お前は弱い。役に立たない。だから外したんだ」

「ど、どこが。私のどこが」

「お前が弱くなければ、神具は盗ぬすまれなかったんじゃないか？」

「で、でも、美代さん」

「ああ、そうだな。だが、美代さんは心惑いの玉の情報を持っている。しかし、亜美にはない。今、この時点で、お前は役に立たない。だから、外れろ。邪じや魔まだ」

　冷たい言葉だった。自分でも驚おどろくほど、冷たい気がした。こんな緊急時の最さ中なかに事の責任を考えるのは、絶対してはいけないことだ。すれば、人の関係が壊こわれる、そういう恐おそれがある。だが、関係が悪くなっても、亜美の命には代えられない。関係は修復できる可能性もあるが、命はもどってくることはない。

　亜美は黙だまってしまい、俯うつむいてしまった。言いすぎたのかもしれない、と心が痛んだが、これも亜美のため……

「待ってよ、正樹の案、おかしくない？」

「は？」

　突とつ然ぜん頭を上げ、亜美は右手の人差し指を向けてくる。

「だって、正樹の案だと、犯人は東京から逃にげる事だって出来るんでしょ。でも、行方不明の捜索は東京郊こう外がい。これだと下手したら、他の神子に見つかるんじゃない？」

「あ、いや、そんなの、確率的に高くないだろ」

「それに、正樹の案だと確かに一ヶ月ぐらいは時間を掛けられると思うけど、それは犯人も一いつ緒しよでしょ、その間に国外に逃とう亡ぼうされちゃうんじゃない？」

「あ……いや」

「ベストな方法としては、犯人をこの東京に閉じ込めて、それでいて私たちが自由に動けること、だよね。でも、正樹のは私たちが自由に動けることにしか特化してないと思う」

　……あれ、確かにそう、だな。でも、龍雄も美代さんも賛成して。

「亜美。さすがに正樹もそれには気付いて、何かで犯人を誘さそい込むか動きを止めるかまで考えているだろう。だから、ああいう案を出したんだ」

　え、そ、それはどういうことでしょう。

「え、そうなの、正樹？」

　と亜美はこちらに顔を向けて。それにつられるように美代さんや龍雄も。

　し、しまった、亜美を外す事だけ考えていたから、そこまで綿密な計画は練ってねえ！

「……もしかして、考えてない？」

　という美代さんの声。そして、後ろには、無表情な龍雄。あの、龍雄さん、怖こわいです、その拳こぶしを握にぎり締める姿は怖いです。

「あ、いやあ、これから考えようか、と」

　という俺の声に龍雄は眉まゆを顰ひそめ。

「そうだったな。お前は詰つめが甘かった。やはり、何も変わっていない」

　しみじみと言うなよ、お前だって何も言わなかったじゃないか。とでも言いたかったが、俺はただ唸うなる事しか出来ず、そんな俺を見て、茶色い髪の神み子こ服のお嬢様は微笑ほほえみ。

「ほら、正樹が考える事なんて、この程度よ」

　くっ……だったら。

「なら、亜美には、何か良い考えがあるのかよ」

　自棄やけ気味に聞いてみると、なぜか亜美は妖あやしげな笑えみを浮うかべ、なぜか背筋がぞくっとしてしまう。何だ、今、ちょっと嫌な予感が。

「……提案者は計画に参加しなければならない。これはちゃんと守ってよね」

　と呟くと、彼女は俺たち三人を見回して、高らかに。

「題して、誘ゆう拐かい大作戦！」

　言い放った。







　第二章　同衾、それはただの事故







「……というわけで、何とか、ホームレスになっていたお兄ちゃんを見つけて、やっと兄弟三人揃そろったんです。後は、この東京に居るお父さんを見つけるだけ、というところまで来られたんです」

　帽ぼう子しを被かぶり、少し皺しわのついた長なが袖そでのシャツを着た男の子が、俺の隣となりで涙なみだながらに目の前の大家のおばさんに語って聞かせる。対する、赤いセーターを着たおばさんは、男の子の涙に負け、ほろりと目め尻じりを光らせていた。見み渡わたせば、見るからに時代錯さく誤ごなボロアパートの一室の風景。こんなの、ドラマでも見ないな、と思ってしまうがそんなこと言う事も出来ない。

　そんな中、俺は表情を硬かたくしながらも、何でこんなことになったんだろうと思い返してみる。どうも、まだまだ男の子、いや、亜美の語りは終わりそうにない。

　数時間前、俺たちは何者かの襲しゆう撃げきを受け、護送していた『心惑まどいの玉』と呼ばれる神具を奪うばわれた。そして、その重要性から公おおやけにしてはならないと判断した俺たちは、玉城家に見つからずに犯人を捕とらえる方法を模も索さくした。その結果、亜美の出した案が最良だということで、それを実行することとなった。

　亜美の考えた案とは、俺が亜美、美代さんの二人を任務中に誘拐、逃とう走そうしたとするもの。これであれば、俺たち、いや正確には犯人の俺を見つけるために玉城は東京全域に結界を張るはずで、同時に神具を奪った犯人も閉じ込めることとなる。たかが二人の神子を誘拐した程度で結界を張ることなんて、と思ったが、美代さんは爺じいさんの孫まご娘むすめであり、しかも俺は知らなかったが、美代さんの美人振ぶりはなかなか有名らしく顔も広いらしいため、玉城家が結界を張ることは容易に想像できる。

　そして、極きわめつけは俺の噂うわさ、であるらしい。まあ、自分で言うのも何だと思うが、良い噂はおそらくない。亜美がその実態を知っているわけではないが、車での会話で雰ふん囲い気き的に俺が犯人として妥だ当とうであるほどのものだと感じたらしい。確かに間ま違ちがってない、間違ってないが、従兄いとことしては少し悲しかったです、亜美さん。まあ、龍雄か俺か、どちらが犯人役として近いかと言われれば、間違いなく俺だからな。だから、龍雄も了りよう承しようしたのだろう。

　残った龍雄は玉城家へ帰り、俺が誘拐犯になったことを告げることになっている。それで、何で今、こんなボロのアパートで、亜美の三文芝しば居いを見ないといけないのか。

　龍雄が本部に俺たちのことを知らせるのは、夕方四時頃ごろだと決めてある。それまでに必要物資を調達して、仮の住まいを探しておかなければならないのだが、俺たちは身分を隠かくして部屋に住まなければならない。

　このご時世、素す性じようも何も分からないような人物、しかも、こんな時間に突然訪おとずれるような人間をたった一ヶ月住まわせるようなマンションはさすがに管理がしっかりしているマンスリーマンションの類たぐいしかなく、だからといってホテルを利用するのは金が掛かかるし、足もつきやすい。なので、下町の、人情味溢あふれそうな物件を探し続けて小雨の中を数時間。見つけたのは若わか葉ば荘そうという看板がついた、小さい庭にちょっとしたベンチのある、ぼろぼろのアパート。どうやら部屋が空いてるらしく、入居者歓かん迎げいと書かれたチラシが塀へいに貼はり付けてあった。

　一応、こっそりと俺の神社から持ってきたお金と相談しても、ここなら大だい丈じよう夫ぶそうだと判断したのだが、ここで俺と亜美で意見が分かれた。

　俺は、出来るだけ他者との接せつ触しよくは避さけるべきだと考え、持っている大金に頼たより、大家に一年分の賃貸料を払はらい、何も詮せん索さくしないでくれるように頼たのむべきだと主張。

　一方、亜美は、せっかく人情味溢れそうなアパートを探したのだから、ここは情で押して、一ヶ月だけ住まわせてくれるように頼み込んで、資金を節約すべきだと主張。

　どちらも一長一短で、俺の場合、詮索されない代わりに使える資金が減り、亜美の場合、無む駄だな金を減らせる代わりに玉城家に見つかる危険性がある。

　ここは多数決だということで何も発言しなかった美代さんに決めてもらうことになった。そして、民主主義の結果。

「本当、お気の毒に。実は、私も妹を残して上京してきて、それが思い出されて……今度、電話でもしようかしら」

「はい。兄弟は、遠く離はなれていても、分かり合えるものです、大家さん」

　こうなってしまった。ちなみに、俺は歌手を目指して上京したはいいものの、人に騙だまされて借金を背負い、ホームレスとなったが、妹役の美代さんが水商売、弟役の亜美が造花の内職をしたおかげで無事に借金を返し終えた駄目なお兄ちゃん役で、集まった三人でこれから父親役の犯人を捜さがしている、という設定らしい。今時、こんな話が通じるわけないと思っていたのだが。

「そう、そうね。今度、電話します……ありがとう、一ヶ月、よろしく頼みますね」

　……上手うまくいってしまったみたいですね。何となく赤いセーターの大家さんに罪悪感が芽生えたが、俺は心の中で謝りながら簡単な契けい約やく書しよに名前の所だけ偽ぎ名めいでサインし、案内された二階の隅すみっこの部屋に入ってから大家さんに備え付けの電話の番号、ごみの出し方などを教えられた。最後に何かあったら何でも言ってね、と仰おつしやりながらドアを閉めたと同時に持っていた荷物を畳たたみに置きながら、大きく息を吐はいた。

「何とか、いくものです」

　俺の前にあるちゃぶ台の向こう側、居間の畳に座り込んでいる、先ほど買った地味な白のワンピース姿の美代さんがその豊満な胸に手を置いて息を吐いている。

「何で、私はこの格好なの」

　一方、俺の隣に座り込んだ、頭には野球帽ぼう、上に長袖のシャツ、下にショート丈たけのオーバーオールという出いで立ちの男の子、もとい亜美は疲つかれたように深くため息を吐ついた。

「仕方ないだろ。もしかすると、誘ゆう拐かいの情報がどこで流れてくるか分からない。男一人に女二人より、こっちの方がばれにくいからな」

　男一人に女二人。この組み合わせでは色々と不便があると思い、亜美と美代さんのどちらかに男装をさせてカモフラージュをしようと考えたのだが、俺は即そく座ざに亜美に男装してもらうことを提案。一応、これぐらいの年ねん齢れいであれば、男でもまだ声も高い時期であるし、体格も性別でそれほど変わらない。長い髪かみは帽ぼう子しで隠してしまえば分からないし、それに俺の子供の頃の服がまだ神社のタンスに残っている。とまあ、色々と有利な点を挙げたため、亜美も最初は嫌いやがったものの何とか了承してくれたわけだが。

「やっぱ、何か嫌。帽子は脱ぬいじゃ駄目？」

「我わが儘ままの多い奴やつだ。わざわざそんなオーバーオールを探してやったというのに」

「だって、短パンとか、嫌だし」

「短いスカートは大丈夫なくせに」

　それは別、と呟つぶやいたが、疲れてきたのか、首を回すと突とつ然ぜん、ごほごほと咳せき込んで。大丈夫、と美代さんが聞くと、苦い顔をして。

「ちょっと、埃ほこりっぽい」

　確かに言われてみると、所々に埃がたまり、備え付けの家具やテレビの裏など、見なくてもどうなっているか想像が出来る。

「掃そう除じ、しないと」

　美代さんが呟き、亜美もそうだねと言って、勢いよく立ち上がる。じゃあ、まずは上の埃を落として、まず、今日はトイレと居間をして、台所とお風ふ呂ろ場ばは後にして、と美代さんが言うと、雑ぞう巾きんとか箒ほうきとか大家さんに借りられるかな、という亜美の言葉に美代さんは頷うなずき、じゃあ、私、借りてくるね、と帽子を逆に被かぶりなおし、まるで三さん角かく巾きんのようにし、美代さんも持っていた白いハンカチを頭に巻きつけ。

　……あの、僕、ここに立っているんですが、何でこんなに肩かた身みが狭せまいんでしょう。

「な、なあ、俺は何すれば良いいんだ？」

　亜美が俺の前を通り過ぎようとした時に聞くと、俺の姿をじいっと見つめ、そ、そんなに見ないで、恥はずかしい、恥ずかしいんです、などと意味不明な想像を考える間もなく亜美はうんと頷き。

「何言ってるの、お兄ちゃん。お兄ちゃんは、しなきゃいけないこと、あるでしょ？」

「しなきゃいけないこと？」

　亜美は輝かがやくような満面の笑えみのまま、まるで本当の兄に甘えるかのように可愛かわいらしく声を出す。というか、あの、お兄ちゃんって。

「うん、ほら、時間、確かく認にんして」

　と言われたので、神社から持ってきた小さい置き時計を見てみると、今は午後三時となっている。

「夕飯を作れ、とでも？」

「そんなこと、期待してないよ。だからね、お兄ちゃんは、ううん、犯人さんは、しなきゃいけないこと、あるじゃない」

　犯人さん、と言われ、俺がしなければならないことを思い出す、そうか、そうだな、俺はまだ仕事が残ってたな。

「頑がん張ばってね、犯行声明」

　可愛い声で、似つかわしくない言葉をさらっと言ってしまう我が従妹いとこ様。

　そう、龍雄が四時頃ごろに俺が亜美たちを誘拐したことを伝えるといっても、それだけでは信用性が薄うすい。下手をすれば、狂きよう言げんだと思われかねない……いや、実際そうなのだけど、それではこの計画は全すべて水の泡あわとなってしまう。

　ということで、龍雄が四時に玉城家に伝えて少しした後に、俺が犯行声明を出して、その時に亜美と美代さんの声を伝えるということになった。のは良いが、俺は特に犯罪歴もなければ、しようと計画したこともない。アドリブでやろうとしても、おそらくはばれてしまう可能性が高い。なので、電話する前に台本を作ることが俺の仕事と決められた。

「ほら、じゃあ、分かったなら出てってね」

　笑顔で亜美はぐっぐっと俺の背中を押し、入り口まで連れてくる。そして、わざわざ俺の靴くつを揃そろえて出し。

「いってらっしゃい、お兄ちゃん」

「いや、待て」

「何、お兄ちゃん」

「だから、その呼こ称しよう止やめろ。気持ち悪い」

　振ふり返ると、亜美はなぜか伏ふし目めがちになり、少し首を横に傾かたむけ、まるで乙おと女めのように胸の前で手を組み。

「何でしょう、ご主人様」

「いや、違ちがうだろ」

　途と端たん、亜美は不ふ機き嫌げんに眉まゆを顰ひそめ、口を尖とがらせると。

「じゃあ、何だったら良いのよ」

「いや、そういう問題じゃなくて。何で俺を外に出そうとするんだよ、別に台詞せりふを考えるくらい」

「邪じや魔まだからに決まってるじゃない」

　あれ、世の、休日のお父さんはこういう気持ちなのでしょうか。とても言いようのない寂さびしさが胸を締しめ付けてきます。

「いや、別に掃除ぐらい俺も手伝うって。それだったら、邪魔じゃ」

「それが邪魔なの」

　はい？

「あのね、正樹。胸に手を当てて、よく考えてみなさいよ」

　と言われたので、しばらく躊躇ためらったが、意を決して目の前のお嬢じようさんの胸に右手を当て。

「ふむ、やはり膨ふくらみは、全くな」

「こっちじゃないっ」

　見事な右ストレートが俺の鳩尾みぞおちに決まり、俺は身体からだを折る。何とか痛みから脱だつ出しゆつすると、とりあえず、嫌いやなオーラを纏まとっている亜美にごめんなさいと一言呟つぶやくと、亜美からオーラは少しずつ消えていき。

「あのね、あんたの神社の参道の掃除の仕方を見れば、手伝わせたくないこっちの気持ちも分かるでしょ」

　……なるほど。全く否定できないな、それは。と俺が思っていると、亜美はまたもや俺をぐっと押してきて。

「靴履はいて、しばらく外で時間潰つぶしてよ。ほら、立って立って立って」

　し、しかし、僕はあの美代さんとお話でもしたいだけなんだ、無実だ、僕は何もしていない、あ、雨の中を一人で歩かせるなんて、鬼おに、悪魔、とでも言おうかと思ったが、亜美は般はん若にやの如ごとき恐おそろしい顔とオーラでこちらを睨にらみつけ持ってきていた亜美の学校で使っているノートとボールペンを渡わたされると、有う無むを言わせぬ形勢になってしまったため、そそくさと靴を履くと。

「少しの間、時間を潰させていただきます。行ってまいります、亜美中将」

　玄げん関かんで、しっしっと振り払はらうような手の動きをしている亜美に深々と頭を下げ、ゆっくり扉とびらを閉める。そして、当然の如く、その扉にあかんべえを。

「あ、一応、変装のために帽ぼう子しを……って、何、してんの？」

　突とつ然ぜん出てきた亜美は、俺の顔を見るなり、かなり冷たい眼まな差ざしを真っ向からしてくる。俺はやむなく。

「いや、今流行はやりの美顔健康法でな、お肌はだツルツルになるらしいぞ？」

「へえ」

「小じわやシミ、そばかすがあぁら不思議、影かげも形もなくなるんだ」

「へえ」

「い、今なら、身体の中から綺き麗れいになれる、美容に良いミネラルウォーターもセットで」

「へえ」

　無表情で返してきなさる。そして、俺が言葉に詰つまったのを確かく認にんしたのか、俺の右手に神社から持ってきた亜美とはまた違った野球帽ぼうを持たせ、とても優やさしい笑顔で。

「いってらっしゃい」

「……いってきます」

　俺はその笑え顔がおの裏に、これ以上続ける気だったら、私にも色々と考えあるけど、的なことを読み取り、そそくさと廊ろう下かを歩き、アパートの階段を降りていく。べ、別に、そう、俺は別に亜美に負けたわけでなく、ただ、玄関先であっても、誰だれが見ているか分からない、だから他ほかの人にばれないよう、亜美の三文芝しば居いでの配役である駄だ目めなお兄ちゃんを身体を張って演じているわけで、しかも、それが余りに迫はく真しんな演技であるからして、俺が演技をしているとも気付かず……あれ、何ででしょう、亜美が何故なぜ、俺を駄目なお兄ちゃん役にしたのか、すっぱり明快に分かった気がしました。

「雨、止んだか」

　外に出てみて、何も冷たさを感じなかったため空を見上げると、そこからは何も落ちては来ない。心なしか、雲も少し明るくなっているように感じる、といっても、もうすぐ日暮れだから俺の勘かん違ちがいだろうが。俺はとりあえず渡された帽子を深く被かぶり、ゆっくり歩き出した。

　さて、どうしよう。アパートの隣となりにそびえる、古びた工場のトタンの塀へいを横目に、足取り重く考える。

　時間は出来た。犯人は閉じ込められた。自由に動ける。確かにこの亜美の提案は悪くない。いや、むしろ今考えられる中では、ベストに近いとも言える。だが、それが必ずしも任務の成功に繫つながるとは言えない。

　俺たちに残された時間は、玉城家の捜そう索さくの力をどんなに甘く見ても、せいぜい二週間、最速であれば、数日だ。つまり、その間に犯人から心惑まどいの玉を奪だつ取しゆせねばならない。果たして、たかがそれぐらいの時間で、この広い東京を捜さがせるだろうか。おそらく、犯人は今、あの神具を封ふう印いんし、出来るだけ力が目立たないようにしているだろうと考えられる。元々、東京には多くの重要な神具も多い。だから、東京全域を囲むようにラインが引かれ、神社の境けい内だいのように何か力の強いものが移動する度たびに玉城家にその移動が届く事になっている。もし力の強いままで心惑いの玉を持ち運ぼうとすれば、移動記録として玉城家へ届く。つまり、東京には、玉城家専用の警報装置がついているようなものだ。

　犯人は、あの心惑いの玉を知っていて盗とったのか、知らずに盗ったのかは分からないが、たかが神具一つにわざわざ拳けん銃じゆうを装備していたのだ、力の強い神具だと確信していたと見て間違いない。だとすると、そんな彼らが封印もせずに持ち運ぶはずはないから、おそらくこの東京の中にまだ居るはずだ。そして、彼らを結界で完全に閉じ込める、そう、ここまでは上手うまくいくだろう。問題はやはり、それからだ。

　どう、捜すか。相手が結界にでも引っ掛かかってくれれば楽だが、そんなへまはしないだろうし、それではあの神具が公おおやけに知られてしまう。出来るだけ、玉城家に感付かれずに、それでいて素す早ばやく心惑いの玉、もしくは犯人を見つける、この東京で。

　ふと気付くと、駅前に近づいたのだろう、既すでに下町風景は消え、ビル群がちらほらと見え始め、人も多くなってきている。ふと、小さめの喫きつ茶さ店てんを見つけ、迷いなくそこに入った。

　いらっしゃいませ、という店員の声を聞き、ウェイターに導かれ、カウンター席の窓まど際ぎわに座った。コーヒーを注文し、俺は窓の外に目を向ける。中心街とまでは言えない街だけに、人ごみ、とまではいかないが、まあまあの人が大通りを通っていくのが見えた。

「地道に、捜すだけ、か」

　呟つぶやく。そう、それしか心惑いの玉を見つける方法は今のところない。

　玉城の人間には、所謂いわゆる、玉城の血の力とでもいうべきものを探知する能力が個人差はあるものの、存在する。なんでも、俺たちの力はそれぞれが引き合う性質があるらしく、その弊へい害がいとして挙げられるのは力を持つイサマトが同じく力を持つ俺たち玉城一族を集中的に狙ねらうという行こう為いらしい。その性質を利用したのが探知能力で、『道』から自分の力を流してその力が行きつく先を感じ取るという方法をとっている。いくら封印しても、元々、玉城の血の力の強い神具だ、細かく探知をすれば、見み逃のがす事はない。だが、問題はそれを俺が行なえない、ということだ。

　別に探知能力がないわけではない、しかし、持続力のない俺の出来る範はん囲いはごくわずかで、半径数メートルほどしかない。こんな探知範囲では、不ふ眠みん不ふ休きゆうでやったとしても期限に間に合わないだろう。一方、美代さんがどれぐらいかは分からないが、亜美なら、最大で半径数キロメートル、ピンポイントで捜したときの感度もかなり良い。だから、このままでいけば、亜美に捜してもらうのが素早いといえば素早い……が。

　しかし、運良く見つけたとしよう、だが、そこには当然亜美も居るに決まっている、何しろあいつが見つけるんだから。そのまま、上手く奪うばい返せれば良いい、しかし、もし相手に見つかれば、当然、相手は襲おそい掛かかってくる。ここが、問題なのだ。

　犯人たちは、拳銃を持っている、という事実。

　それは亜美も知っているはずだ、だから、そういう事態になった時は直ぐに逃にげるだろう。しかし、逃げられなかったら、相手に捕つかまったら、相手に撃うたれたら。亜美が額に銃口を突つきつけられ、逃げる後ろ姿を狙われて、色んなシチュエーションが俺の頭を巡めぐり、そして最後に銃声と共に彼女が血に染まる姿が頭に思い浮うかんでしまう。同時に身体中の筋肉が硬こう直ちよくし、奥歯が鈍にぶく擦こすりあう。

　そんなことはさせない、そんなことにはならない。そう、俺がそうすれば良いだけだ。だが、それなのに、俺は亜美を連れて行くことが怖こわい。理由、そんなことを考える理由は分かっている。

　あの、姫ひめ乃の守かみの時雨しぐれの尊みこと騒そう動どうと呼ばれる任務の際。俺は、あいつを充じゆう分ぶんに守れなかった。その事実が、俺の心を縛しばり上げる。今まで守れていたから、亜美を俺の我わが儘ままに付き合わせられた。だけど、今の俺には、守りきる自信がない。守ってやれない。

　──アノ時ノヨウニ。

「くっ」

　また、だ。また変な声が、頭に響ひびく。それを抑おさえるように右手で額を押さえつけ、しかし、聞こえたのはそれだけだった。何でこんな声が、と思うが、少し経たつと、あれは自分の声だったように感じられ、特に違い和わ感も残らない。

　まあ、美代さんの探知能力がある程度あれば、彼女と二人で捜そう索さくできて、心配はないけれど……亜美を危険に晒さらさないためといって今まで知りもしなかった若い女の子を危険に晒そうとしている自分に少しだけ憤いきどおりを感じたが。

　いつの間にか俺のところに来ていたコーヒーをその怒いかりを和やわらげるように啜すすり、窓を見ると、雨がまた降り出したのか道行く人が、暗さで色が弱まっているものの色とりどりの傘かさを差している。今日は、久しぶりの雨だから、よく降るんだろう。喫茶店に備え付けられた時計を確かく認にんすると、まだそんなに時間は経っておらず、まだ三時二十分程度といったところ。

　仕方ない、こんなこと考えていたって、答えが出るはずもない。まあ、俺が何でこういう案を出せなかったのかと後こう悔かいせずにはいられないが、ともかく、今は亜美の言っていた通り、犯行声明の台本とやらを考えねばならない。俺は持ってきたノートを取り出し広げ、赤いペケばかりが並んでいる算数の数式のページをめくりながらボールペンを手に持ち、そして、即そく座ざに。

「……ううん」

　唸うなってしまった。さて、犯行声明ってどう書けばいいんだろう。さすがに、俺は誘ゆう拐かいとかやったことないし、火曜日のサスペンス劇場でしかお目にかかったこともない。

　とりあえず、何とかテレビのドラマを思い出し。

　一、亜美と美代さんを誘拐したことを伝える。

　二、警察に連れん絡らくしないように釘くぎをさす。

　三、こちらの要求を伝える。

　四、誘拐された者の声を相手に聞かせる。

　これぐらいだろうか、と基本事じ項こうを頭の中で考えて書き出し、それを基もとに犯行声明本体を考える。まず、一つ目の事項は簡単だ、亜美と美代さんを預かったと言えばいい。って、あれ美代さんって、さん付けはおかしいか。じゃあ、美代……ちゃんじゃなくて、美代……りんって少女漫まん画がか、でもなくて、美代、で良いのか。でも何だか迫はく力りよくに欠けるというか、普ふ通つう過ぎるというか、と思うけど、とりあえず、今は、亜美と美代は預かった、で保留。

　次に二つ目の事項。というか、何となくだけど、玉城家の秘密主義といいますか、身内の者が、身内の者を誘拐したなんて失態、玉城家は絶対隠かくしたがるはず。だから、言わないでも大だい丈じよう夫ぶそうだな。まあ、とりあえず、警察にばれたら、お前らも立場悪くなるんじゃないか、的なことを言えば良い。

　そして三つ目。要求……は、特にないな。出来れば捜さがさないで下さい、ぐらいだけど、そんなの要求じゃないし、というか、駆かけ落ちの文句に見えないこともない。ううん、これが一番難しいかもしれないな。変に金品を要求したら、受け取りに行かなきゃいけないだろうし、だからといって要求なしでは、何のために誘拐したんだよ、みたいに思われる。でも、だからといって思いつかないし、そうだな、これも少し保留にしておこう。

　最後に四つ目の事項。これは簡単、なぜなら亜美たちの声を聞かせるだけだし。あ、でも、一応、亜美たちの台詞せりふも考えるべきか。確か、ドラマでは、助けてとか、お願いだから警察に電話しないでとか、そういう感じだった気がするけど……似合わねえ。

　美代さんはともかく、亜美は全然似合わないな、これだと。だって、助けてなんて言うタイプじゃない。下手すると、もうすぐ自力で出るからとか言ってそうな猛も者さだから、実力はともかく。とすると、あ、そうだ、確かその電話の時に自分の居場所を伝えようとして、余計なことするんじゃねえ、きゃあ、的な応おう酬しゆうをするサスペンスもあったな。あれだったら、亜美にお似合いかも、と思うが、俺がその時に叩たたいたりしたら、その数百倍の仕返しが待っているから、音だけで演技するとして。

　考えた事、思いついたことをまとめながら、ノートに書き込んで台本を作り上げていく。そして、出来上がったのを、最初から確認してみた。




俺「亜美と美代は預かった」

相手「何だと」

俺「警察に電話したら、どうなるか分かってるな」

相手「くそ、こちらの失態を公おおやけには出来ないことを知って。要求は何だ」

俺「簡単なこと。この二人の身体からだだ」

相手「ひ、卑ひ怯きような」

俺「がっはっは。最後にこいつらの声を聞かせてやる」

亜美と美代さん「きゃー」

相手「大丈夫か」

美代さん「助けてください、お願いします」

亜美「今、私たちはぼろいアパートに」

俺「余計なことするんじゃねえ」

（頰ほおを叩く音。亜美の悲鳴）

俺「良いいな、下手なことすると痛い目に遭あわせるぞ」

相手「くそー」

俺「がっはっは。では、また電話してやる、さらば」




　……さて。

　俺は無言でそれらの文章が書かれたノートのページを破り捨てた。そして、重大な問題にぶち当たったことを理解した。

　俺には、文才がない。

「い、意外なところに落とし穴が」

　頭を抱かかえてしまう。というか、何だよ、あの台本。今時の園児でもあんなレベルの演技はしないだろう。大体、相手がどう反応するかなんて分からないし、でも、あれは割と良いかもしれないな、あいつらの身体が目的だあ、みたいな気き概がい。そういう方向であれば、少なくとも緊きん迫ぱく感が出そうな気もする。よし、保留だった要求は、そういう感じにしておいて、相手から茶々が入ると、色々と面めん倒どうだし、こっちは相手の言動に関係なく話を進めれば、いけそうだよな。ほら、録音したテープで流すという手法も見たことがあるし。文才云うん々ぬんは仕方がないから、とりあえず考えないようにして。

　再度、俺はボールペンを手に取り、またひたすら書き進めていく。




俺「亜美と美代は俺が誘ゆう拐かいした。警察に電話でもしてみろ、こいつらがどうなっても知らない、と言っても、どうせ玉城家のプライドが邪じや魔まして出来ないだろうがな。ふっふっふ、今から、この女たちを存分に味わってやる。そうだな、まずは嫌いやがる彼女たちの服を無理やり一枚ずつ剝はがしていき、その後、爪つま先さきから耳の先までじっくりと舐ねぶって、俺の唾だ液えきでべたべたにした後、美代を荒あら縄なわで縛しばり上げ、鞭むちで打ち、赤くはれた箇か所しよを亜美に舐なめさ」




「せるかよ。三流官能小説かっ」

　喫きつ茶さ店てんであることを考こう慮りよして、小さくツッコミを入れてしまう。というか、何だ、何でこう極きよく端たんになるんだよ、もっとオブラートに……いや、そうでなく、そもそもこういうことは余り誘拐の犯行声明で言うべきじゃないだろう、というか、言わない。俺は、ドラマで見たことがない。ドラマが基本になっている時点で失敗している気がしないでもないのは秘密だ。

　その後、スポ根的に、名めい探たん偵てい的に、宇宙戦せん艦かんの艦長的に、人造人間的に、幼おさな馴な染じみなヒロイン的に、メイド的に、十二人の妹的に、ツンデレ的に、と色々と試ためしてみたが、あえなく惨ざん敗ぱい。というか、途と中ちゆうから自棄やけになっているのが自分でも分かるほど、ネタが縦じゆう横おう無む尽じんに右往左往してる感じがするのは僕だけでしょうか。

「な、何とかできた」

　結局、普ふ通つうの状態に戻もどし、問題だった要求の部分は相手に伝えない方向にしておいた。最初からこうすれば良かったな、とため息を吐つき、喫茶店の時計を確かく認にん。既すでに四時近くになっている。外はもう街灯がついて、道を照らしていた。雨は小雨であるが、やはり降っている。

　俺は一度立ち上がって、ぐっと身体を伸のばした後、腰こしに手をあて、ぐいぐいと腰を回してみる。いやあ、良い仕事をした、と大きく息を吐き、ポケットに入れていた小銭入れを開けた時。

　俺は異変に気付いた。

　店を見回し、こちらを見ている奴やつが居ないか、確認してみる。そして、俺はそれを確認し終えた後、迷いなく店内の隅すみに設けられた緑の公衆電話へと近寄り、ついさっき憶おぼえた電話番号をプッシュ。

「どうしたの？」

　亜美の声。俺はそれを聞くと同時にその場に沈しずみこみ、静かに小声で亜美に。

「……実は、喫茶店に入ったんだけど、小銭入れの中身22円しかなかった。至急来てください」

　亜美の呆あきれた笑いが耳に痛かった。

　その後、雨足が強くなり、赤い傘かさを差してきたオーバーオールの男の子、もとい、男装の亜美から財布を受け取り、掃そう除じも終わったというので一いつ緒しよに帰る事になったのだが、歩き始めて直すぐに亜美は。

「お金があるかどうか確認しないで店に入るなんて馬ば鹿かだね」

「うっさい」

「うっさい言える立場じゃないから」

　野球帽ぼうを少し上に傾かたむけ、こちらを見上げてくる。その目は完全に据すわっていた。

「こんな雨の中、迎むかえに来させないでよね」

「だ、大体、追い出したのはお前だろが」

「それは、まあ、その、関係ないじゃん」

　いや、関係あるだろうが、お前が急がせなきゃ、ちゃんと小銭入れの中身を確認して。なんて思いながら、まあ、迎えに来てくれたし、許してやろう、余は満足じゃ。そんなことを考え、とぼとぼと歩いていくと、段々、街の風景は下町のそれへと変じていく。それを横目に見ながら、赤信号で足を止めると。

「それで、出来たの？」

「ん？」

「犯行声明」

　俺は顎あごを擦さすりながら誇ほこらしげに。

「途中、友情や情熱や恋れん愛あいやＳＦスペクタクルや萌もえや官能を通過したりしたが、無事、出来たと思うぞ」

「……えっと、とりあえず、不安だけは増えた」

「ちゃんと、作ったって。俺を信じろ、そして、俺の文才に跪ひざまずけ」

「いや、正樹はそういうのから一番遠い人間でしょ」

　……否定はしない。出来たといっても最低限の台詞せりふを書いただけで、後は個人のアドリブを尊重する感じになってしまっただけであるし。

　不意に亜美を見てみると、少しだけシャツの肩かた口ぐちが濡ぬれて色が濃こくなっているのが見えたので、ゆっくり傘を傾け、亜美の方へ寄せる。野球帽の頭を見つめながら、冷たいなら冷たいと言え、とでも文句を言うか言うまいか考えたが、何となく無言のまま歩みを進めていった。そして、もうそろそろアパートが見えるかという時に、ふと思い立ち。

「あっくん、だな」

　と亜美に話しかける。亜美は、え、と声をもらし、野球帽を傾け、こちらに顔を向けた。

「どういうこと？」

「ほら、お前とは一応、兄、弟の関係でいくからな。亜美じゃ女の子の名前だから、呼ぶわけにいかないだろ。としても、偽ぎ名めい考えるのも面めん倒どうだし、亜美だからあっちゃん、もとい、あっくんにしてみた」

「えっと」

　亜美は考えるように目を少しだけ上に向けて、しばらくすると。

「別に、構わないけど。正樹、混乱しない？　間ま違ちがって、亜美って言ったり」

「そんなことはないって、亜美」

「それは、わざとだね」

　よくお分かりになりますね。

「まあ、正樹が呼びたいように呼べば良いいよ」

「では、少女Ａで」

「美少女の方が、嬉うれしい」

　いや、ツッコミどころはそこじゃないと思うんです、僕は。こっちは色々とツッコミが多く来るだろうと期待していたのに……脇わき役やくなの、とか、男の子になるんじゃないの、とか。しかし、亜美はふふっと微笑ほほえんだままで。

「とりあえず、ＡでもＢでもＣでも構わないから」

「お前、Ｃでも構わないなんて……」

「ん、何。何かおかしいこと言ったかな、私」

　……そうでしたね、貴女あなた様は今年でやっと十一歳。ＡとかＢとかＣとか、そういう文化を知っているわけありませんね。とりあえず、このボケに反応されなかったことによるジェネレーションギャップにとても私は悲しんでいます。ちなみにその後の討論の結果、亜美の名前は外ではなるべく呼ばないようにするということにしておいた。咄とつ嗟さの時に、俺はこいつのことを亜美としか呼ばないだろうからな。

　古びた工場のトタンが見えて、直ぐ先にあの若葉荘の青い屋根が見えてくる。雨は大分止やんだらしく、手を傘の外に出したが、大して濡れる事はなくなってきていた。この傘、実は大家さんに借りたの、と赤い傘を指差し、俺の手から傘を取る亜美。正樹は先行っててと呟つぶやき、そのまま一階の一番手前のドアに小走り。

　仕方なく俺がひとりでアパートの階段を上っていると、突とつ然ぜん、どこからか、女性の悲鳴が聞こえ、俺はそれがどこから聞こえたのか確かく認にんしようとした時、その声にどこかで聞き覚えがあることを思い出す。この声って、美代さん？

　気付いた時、俺は急いで駆かけ上がり、一番端はじっこの部屋に向かう。そして、俺は勢い込んで、ドアを開け放った。

「あ、ま、正樹、さん」

　そこには、美代さんが居た。居たには居たのだが……

「どうしたの、今、何か悲鳴が」

　亜美が追いついてくる。そして、俺が見ている光景全体を見み渡わたせるように亜美を導くと、亜美は部屋の前で立ち止まる。そして、俺は。

「なあ、亜美」

「う、うん」

「掃そう除じ、したんだよな」

「うん……」

「清掃業界に新風を巻き起こせそうだな」

　玄げん関かんから見える部屋には衣服が散らばり、ちゃぶ台はひっくり返り、襖ふすまは外れ、そして、中央には、助けてくださいと呟く、半泣きの美代さんがタンスに押しつぶされていた。







「ふう」

　頭をごしごしと拭ふきながら、ため息をこぼす。そして、居間の畳たたみに座り込み、ちゃぶ台に置いてある、俺の神社から持ってきた小型のシンプルな置時計のデジタル表示を確認する。時刻は午後九時半。どうやら、今日の疲つかれが出たのか、長湯していたみたいだな。

　とりあえず、犯行声明は無事成功し、玉城家が結界を張ったことも探知能力を使って知ることが出来た。まあ、たかが数時間で封ふう印いんできると思えないし、あの神具、心惑まどいの玉はこの東京に閉じ込めたと見て間違いない。そして、犯人グループも然しかりだ。

　その後、亜美がコンビニで買ってきたカップ麵めんを夕食として食べ終え、ともかく今日はゆっくりと休み、明日から本格的に捜そう索さくを開始しようということになった。それで俺は今、風ふ呂ろから上がり、亜美にバトンタッチしたわけだが。

　こうして今までの動きを反はん芻すうしているのはとりあえず、俺が目の前の現実から目を背そむけたいだけなのだろう。俺のちゃぶ台の向こう、そこには、とても暗く重い、じめじめとしたオーラが横たわっている。というか、まあ、その、美代さんなわけであるが。昼に着ていたワンピースと一いつ緒しよに寝ね巻まき用に買ったシャツとジャージが哀あい愁しゆうを誘さそってくる。

「うう……」

　畳に座り込み、両手を床ゆかにつけたままで俯うつむいている。これでスポットライトを上から当てれば、ガーンなどという漫まん画が的擬ぎ音おんが空中から浮うかび上がってきそうな彼女は、俺が風呂に入る直前と全く変わらない姿であった。亜美に何とか励はげますように頼たのんだのだが、やはり無理だったか、役立たずめ。と言うのは簡単だが、だからといって、俺が彼女を励ますことができるかどうか。

「えっと、まあ、美代さん」

「はい……」

「人間、誰だれでも失敗はあるから」

「それは、亜美さんにも言われました。六回ほど」

　……意外とヒアリング能力高いんですね、回数まで憶おぼえているとは。

「でも、それは本当のことだから。少しの失敗で気を落とさないでも」

　途と端たん、美代さんの身体からだがぴくんと動き。

「……確かに、少しなら、そうかもしれませんけど、私の場合は、少しじゃないじゃないですか」

　ふと、今日の彼女の失敗を思い返してみる。

　まずは、俺と亜美が帰って来た時。美代さんは好意で、かばんの中の衣服をタンスに入れようとしたらしいが、なぜか入れている途中に何かの拍ひよう子しで襖が外れ、それを支えようと立ち上がると、ちゃぶ台に足をぶつけ、痛みに耐たえようとぴょんぴょんと飛び跳はねると、ついうっかり何も入っていないタンスに手がぶつかり、あえなくその下した敷じきになられたらしい。ちなみに、安物のタンスのため、薄うすい木で造られていたらしく、下敷きの彼女は大して怪け我がをしなかったことが幸いといえば、幸いである。ある意味、奇き跡せきなことをしていらっしゃるが、それだけではなかった。

　次に、既すでに時刻が四時過ぎであるため、犯行声明を出さなければならないということになり、後片付けを手早く済ませ、三人で近くの公衆電話に行く事に。まあ、逆探知とかはないだろうが、念のためである。その時に、亜美と美代は預かった、こいつらの命が惜おしかったら、警察に連れん絡らくなどしないことだ、まあ、玉城の人間が同じ玉城を誘ゆう拐かいしたなんて失態、公おおやけにはしたくないだろうから警察になんて知らせないだろうが、などと上手うまい具合に台本通りに進行し、最後に亜美と美代さんの声を聞かせるために彼女たちに受話器を渡わたした。亜美の方は、俺の作った『助けて、助けて』という台詞せりふに不満を感じたのか、大だい丈じよう夫ぶ、私は大丈夫だから、お母さんにそう伝えてください、と迫はく真しんの演技を見せ、犯人役である俺ですら、悲ひ壮そう感に胸が苦しくなりそうなものだった、ちなみに、密ひそかに亜美がマジでそういう感情を持っているのではないかと悩なやんだのは内ない緒しよです。そして、美代さんの番になり、『私たちは元気です、大丈夫です』という台詞を言うだけだったのだが……

「わ、わわわ、私、たち、ちち、ちは元気れす。大丈……くしゅん」

　という、あがりっぱなしな上に、最後にはくしゃみをかますという大物ぶりを発揮。しかし、俺が即そく座ざに彼女から受話器を奪うばい取り。

「ふっ、風邪かぜをひいたかな。何しろ、二人とも、裸はだかのまま鎖くさりに繫つないでいるからな」

　という発言のおかげで、狂きよう言げんだとばれるという難を逃のがれた。ちなみに、俺の社会的地位が恐おそろしく低下していることに触ふれられると、二、三日寝ね込んでしまいますので、触れないでください。

　最後は、夕食後のこと。カップ麵を食べながら、美代さんの探知能力が亜美ほどの範はん囲いで使えることが分かり、明日から俺と美代さんで東京の端はしから調べていこうということになった。そして、その後に、美代さんが自分の家ではお風呂の当番だったらしく、お風呂を沸わかしてくれていて、今日は色々あったから、休む事に専念しよう、ということで勃ぼつ発ぱつしたのが、誰が、どういう順番でお風呂に入るのか、というものだった。

　俺の後は嫌いやだ、という亜美。

　一番風呂は渡わたさねえ、という俺。

　先ほどまでの失敗に気落ちして何番でも良いい、という美代さん。

　ここは公平にじゃんけんで決めよう、ということになり、俺、亜美、そしてなぜか亜美がじゃんけんに加わらせた美代さんの三人で勝負することに。壮そう絶ぜつなあいこが何回も続き、俺と亜美の気合がぶつかる中、俺と亜美がパーを出し、またあいこかと思った瞬しゆん間かん、勝利のブイサインを出す一人のお嬢じよう様さまが居た。その後、俺は何とか勝利をもぎとり、二番目の栄光を得ることに成功。

　実は、一番風呂って好きなのですよ、なんて少しはにかんで彼女はいそいそと風呂場へと向かったのが印象的だった。実際、彼女の落ち込みをどう慰なぐさめよう、励まそうと密かに考えていた俺と亜美は、これで気分が変われば、と安あん堵どしていたのだ。あの悲鳴を聞くまでは。

「ひゃああっ？」

　俺は敏びん感かんに反応し、彼女に起こった危機を取り除こうとしゅたっと立ち上がり、駆かけつけようとしたのだが、何で正樹が行こうとするのよ、おかしいでしょ、と亜美から蹴けりをかまされ、マットに沈しずんでしまった。

　ちなみに、彼女の悲鳴の原因は、お風ふ呂ろが水のままだったということだ。何でも、美代さんのご家庭では、普ふ段だん、木のお風呂、おそらくヒノキ風呂に入っているらしく、彼女はただ、キッチンにあるボタンを押すことがお風呂を焚たくことだと思っていたらしい。しかし、ここの風呂はそんなに上等でなく、温度の目盛りを操作して、お湯を蛇じや口ぐちから出さねばならない、しかし、彼女は操作が分からず、水を溜ためてしまった、ということだ。風呂場に入れば、焚けていないのは分かるはずだが、金属の浴よく槽そうは初めてらしく、金属だから冷たく見えるだけで、実は温かい、などという勘かん違ちがいを起こし、この十月に行水をすることになってしまった、らしい。その後、亜美が再度風呂を焚き、美代さんは服を何重にも着てがたがたと震ふるえながら焚けるのを待ち、その後、じっくりと入って、今、畳たたみに顔を向け、大いに落ち込んでいらっしゃるというわけだ。

「や、やっぱり、否定しないじゃないですか」

「あ、いや、別にそういうわけじゃ」

「じゃあ、何ですか、今の間は」

　えっと、思い返してただけですよ、貴女あなた様の輝かがやかしい失敗を。なんて言えるはずもなく。

「いや、似合うな、と思って」

　彼女は涙なみだ目めながら、きょとんとした顔を向け。

「何が、です？」

「いや、その格好」

　彼女を守るように背中に広がる艶つやのある長い黒くろ髪かみがシャツの白さを一層際きわ立だたせ、ジャージであるにもかかわらず、彼女の体型の良さを申し分なく拝見できる。彼女は、ちらちらと自分の身体からだを見て。

「そう、ですか？」

「ああ、俺はそう思う」

「学校の体育もジャージですけど、褒ほめられた事、ありませんでした」

　彼女は畳から手を離はなし、ちょこんとその場に座りなおす。その目は、もう涙目ではなくなっているようだ。ふむ、それにしても、良い身体をお持ちのお嬢様だな、と見てみる。こまには負けるだろうが、一いつ般ぱんよりは少し上の気がしないでもない。物もの腰ごしも柔やわらかいし、本当にお嬢様、という感じだろうか。まあ、ちょっと、いや、かなり打たれ弱いのが目に付くが。

「学校って、玉城の？」

「え、あ、はい、そうなのです。高校二年です」

「二年生か……ということは、もうすぐ修学旅行だな」

「はい、そうなのですよ」

　自分のジャージに視線を巡めぐらせていた美代さんに学校の話題を振ふってやると、楽しそうに笑え顔がおをこちらに向けてくれた。おお、これならいけそうだと確信した俺は、数年前の記き憶おくを思い出し、体育祭や文化祭の話を振ってみる。すると、全すべてに恥はずかしそうに、それでいて楽しそうに返してくれて、身振りまで付けてくれる場合もあった。それで、実は生徒会に入りたかったんですが、と呟つぶやき、ふと彼女は思い出したように目をまん丸にして。

「あの、正樹さん、質問良いですか？」

「え、何だ、突とつ然ぜん」

「えとですね、実は高校生の頃ころの正樹さんの噂うわさがありまして。それで、札付きの悪だったって聞いたのですけど、それって本当なのですか？」

　……拒きよ否ひ権けんはあるんですかね。

「別に、札付きの悪じゃないぞ。ただ、無断で学校を休んだり、屋上でサボってたり、夜中に校舎に忍しのび込んでプールに片かた栗くり粉こを大量に混ぜてどろどろにしようとして失敗したり、部室にテレビ持ち込んでアンテナ繫つなげたり、女子更こう衣い室しつに覗のぞき穴あなを作って儲もうけようとしたり、そういう他愛たあいのないものだよ」

「えと、多分、そういうことをするのが、悪い人だと思うのです」

　君の無む邪じや気きな笑顔が目にしみるぜ。

「本当に、正樹さんは噂と違った人です」

　ひとしきり笑った後、彼女はぼそっと呟いた。

「はっはっは、そんなに格好良いいか」

「あはは、違います」

　悲しくなんかないやい。

「本人の前で噂を言うのは気が引けるので具体的には言いませんが、あまり良い噂を私は聞きませんでした」

「まあ、俺も色々と心当たりがあるからさ」

「でも、あの姫乃守時雨尊騒そう動どうで、正樹さんは記き憶おく喪そう失しつの女め神がみを一いつ旦たん預かって世話をし、見事、元に戻もどしたと聞きました。普通のイサマト退治の神み子こなら、そんな難しい事件はそこの神社に後を任せて帰ってしまうのに……そんなことが出来る人が、何で悪い噂ばかりなのだろうって不思議でした」

　確かに、結果だけ見れば俺は、出来の良い神子なのかもしれない。だが、あの時、俺は女神である姫乃守時雨尊に剣けんを向け、そして亜美を傷つけた。

「あの時はこの夏最後の任務で、その神社の神子が派は遣けん期間を長くしていたんだ。だから、仕方なくそうしただけ」

「それでも」

「悪いけど、その話は止やめて欲しいな、出来れば」

　出来るだけ柔らかく言うと、美代さんはまたきょとんと顔を固めたが、何かを感じたのか、すみませんと呟き、俯うつむいてしまう。

「いや、謝るのはこっち。ほら、何て言うかな、褒められ慣れてないからさ、そういうの聞くと、むず痒がゆいんだ」

　と言ってあげると、彼女は、あ、そうなのですか、正樹さん、可愛かわいいですね、なんて仰おつしやって、上品に微笑ほほえむ。

「まあ、美代さんが代わりに何か俺に得になるものをくれれば、話しても良いけど」

　彼女はまたきょとんとして。

「代わりって？」

　そんな彼女に俺は微笑みかけ。

「例えば、十分間、身体を自由に触さわって良いですよ、いやんカードとか」

「え」

　彼女は直すぐに意味を理解したらしく、俺をまん丸の目で見つめ、顔に赤みが差す……

「死ねっ！」

　前に後ろから鈍にぶい衝しよう撃げきが頭を襲おそった。俺は痛みに悶もだえ手で頭を押さえながら、畳たたみに身体からだを横たえると。

「美代さんに何をしようとしてるの、ねえ、正樹、何しようとしてたの？」

　亜美の、天使のような優やさしい笑顔がありました。ちなみに、俺の神社に亜美が着られる寝ね巻まきまでは無かったが、子供用のパジャマは高いため、寝巻きは俺のシャツで我が慢まんしろということで下着の上にシャツを着込んでいるのだが、少しパンツが見えそうだったので、即そく座ざに身体を起こし。

「ふっ、簡単なこと。俺が元気付けようかと」

「どういう元気、かな、それ」

　あの、笑顔で指を鳴らすのはヤメテクダサイ。こうして、土下座して、ごめんなさいと謝っているんですから。

「土下座してないし」

「心を読むな」

「いや、だから、正樹の考えてる事ぐらいは分かるから」

「そうか、じゃあ話は早い。ささ、ここに座れ」

「何で、正樹の膝ひざに乗らなきゃいけないのよ」

「いや、日々お前がしているマッサージを手伝ってやろうかと思ってな」

「あの、何のマッサージよ」

「胸」

　……沈ちん黙もく。

「ねえ、正樹。私、正樹を殴なぐっても、倫りん理り的にも道徳的にも社会的にも法的にも許されると思うの」

　彼女は笑え顔がおだった。制裁が始まる寸前まで、彼女はそうだった。

「やっぱり、正樹さんは、噂うわさ通りかもしれません」

　ふと聞こえてきた美代さんの言葉が痛かった。

　とまあ、何とか命を繫つなぎとめた俺と、何とか殺人罪に処せられることから逃のがれた亜美、何とか気分が変わったらしい美代さんの三人は、明日からの心惑まどいの玉捜そう索さくに備えるため、早めに床とこについた。

　そして、やはり昨日のことを思い返しても、今の状じよう況きようになっている理由が俺には分からなかった。

　時刻は、六時か、はたまた五時か。ともかくまだ外は暗めで、襖ふすまの向こうの亜美も寝ていると見て間ま違ちがいない。

　この一室は、居間と寝しん室しつらしき奥の部屋の二つしか寝るところがなく、一応、亜美と美代さんは女の子であるから奥の部屋に寝かせ、襖を隔へだてて、俺が居間に寝ることになった。幸い、布ふ団とんは四組もあり、大家さんが言うには、数週間前まで居た家族が重くて要いらなくなった布団をそのまま置いていたらしい。しかも、わざわざ袋ふくろに入っていたため、虫食いもなく、少し埃ほこりっぽいのを除けば、充じゆう分ぶん使用に足りたので、俺もその布団の一組に寝た。

　それで、だ。俺は途と中ちゆう、起きた覚えもないし夢遊病の気もない。なのに……

「すう、すう」

　なのに、何で、美代さんが隣となりで寝てるんだよっ。

　これに気付いたのはおよそ五分前。最初彼女を見つけたとき、恐きよう怖ふで声を出しそうになったが不意に亜美の引きつった笑顔が頭をよぎり、瞬しゆん間かん的に自分で口を押さえ何とか危機を脱だつした。何せ、夜のセクハラ、というと誤解かもしれないが、それから直ぐではある。もしここで亜美に見つかれば、どれだけ恐おそろしい事になるか想像もできない。というか、想像したくない。まあ、彼女の顔を最初に見て良かった、背中だったら、何か分からなくて確実に大声を上げていただろうからな。

　まあ、そのせいで、というか、おかげで、先ほどからふにふにふにふにと柔やわらかいものが私めの腕うでに擦こすれているのでございます、しかも甘い香かおり付き。出来れば、早く離はなれたいところだが。

「ううん、うう」

　唸うなる声と共に彼女に抱だきしめられている右みぎ腕うでが一層、柔らかい身体に押し包まれる。ふうむ、やはり思った通り、とても成長の良い身体を持ってらっしゃるお嬢じよう様さまで、なんて思っている場合じゃない。このままでは死が待っている。

　美代さんを起こすべきか。いやいや、ここで起こせば彼女のことだ、あの天才的な不運とドジを発揮して、もっとややこしい事態にしてしまうに違いない。それに、驚おどろいて声を上げられても困る、悲鳴ならなおさら。

　では、やはり抜ぬけ出すしか。いや、それが出来るなら、既すでにやってるな。なぜかは知らないが、彼女の抱きつきは恐ろしく強固で、ちょっとやそっとでは動かない。いや、力はもっとかけられるのだが、これ以上かければ、彼女が起きる可能性が高い。それでは、意味が無い。

　ううん、と考えているうちにも、ふにふにふにふに、ふわりと香り。ううん、こまの抱きつきとかである程度は慣れてるけど、これ以上は色々と危ないことがある。何とか早期解決しなければ。

　ここは逆転の発想で、相手から腕を解放してもらうのはどうだろうか。しかし、寝ている人間の力を抜くなど、出来るのか。腋わきをくすぐったら、起きてしまいそうだし。ならば、身体の向きを変えてもらうのはどうだろう。そうだな、こちらを向いていると、嫌いやな目に遭あうと分かれば、無意識にも身体をあちらに向けてくれるはずだ。その時に腕の力が弱まるだろうから、タイミングよく抜けば良い。

　しかし、嫌な目、とすると、やはり刺し激げきになる。それも、起きないけれど、彼女の夢の中で苦しむ程度の刺激……真ん前にある彼女の端たん整せいな顔をじいっと見つめながら、考えていく。嫌な目、嫌な目、嫌な、と思ったとき、彼女の少し小さめの鼻が目に付いた。よし、これなら、いけるかもしれない。少し危険性はあるが。

　俺は彼女の顔に自由な左手を伸のばし、静かに彼女の可愛かわいらしい鼻をつまんだ。

「む、むう」

　途と端たん、彼女は苦しみだす。どうだ、こっちを向いていたら苦しいぞ、と眉まゆ毛げを歪ゆがませた彼女に心で呼びかける。それが通じたのか、少し身体からだをもぞもぞと動かすと。

「っはあ。はあ、はあ」

　……口呼吸に変えられた。まあ、苦しいのは変わりないと思い、続けてみたのだが。

「はあ、はあ、ううん、んはあ」

　苦しげに歪んだ眉毛といい、この吐と息いきといい、ある意味危険に思われてきて、このままで見られたら、どちらにしても亜美に疑われると感じて、指を離す。すると、端整な細めの眉毛は元に戻もどり、顔も安らかに鼻呼吸を繰くり返すようになった。

　ふうむ。どうするべきか。しかも、さっきもぞもぞ動いたおかげで、右手が彼女の身体の下に上手うまく入り込み、完全に捕つかまってしまった。いくら体重が軽そうでも、段々、指の先から痺しびれてきているのが分かる。

　仕方がない、ここは危険であるが、大きい刺激、つねるという行こう為いに及およぼう。この位置からつまみやすいのは二の腕の辺りか……ええい、背に腹は換えられん、ひと思いにぎゅっとやってやる。

　決心すると、俺はまたフリーダムな左手を彼女に伸ばし、そして的確に二の腕を。

「ううん」

「え、ちょ」

　しようとしたとき、彼女は自分から身体の向きを変え、ごろんと寝ね返がえりをうつ。今だと思い、腕に力を込こめるが意外に彼女の力が強かったことと、手が痺れていたことが合わさり、彼女は俺の腕を抱きしめたまま、あちらを向いてしまわれた。しかも、今度は手が逆になったのか、甲こうに感じていたお腹の柔らかさが手の平に広がって……なんて解説してる場合か。これ、見ようによっては、俺が美代さんの身体に手を伸ばしてるようにも見られるじゃないか、背中から。

　こうなれば、最終手段。無理やり手を抜いて、その反動を利用して、自分は安全圏けんへと転がっていく戦法、ヒットアンドアウェイでいくしかない。そうなれば話は簡単、右手に力を込めて……あれ、痺れて、腕が上手く、くそ、この、抜けろって。

　そんな時だった、奥の襖ふすまが静かに開いたのは。

「ねえ、正樹、美代さんが居な」

　丁度俺の頭の上で、目元を擦こすりながら出てきた、シャツを着込んでいる亜美。だが、その足はぴたりと止まり、こちらに顔を向けてくる。寝ぼけたとでも思ったんだろう、両目をもう一度擦って、もう一度こちらを見たときには完全に表情が固まった。

「ああ、えっと、亜美。おはよう」

「え、あ、うん、おは、よう」

「その、言いたい事は分かる。だけど、色々と事情があってだな」

　俺の声が聞こえているのかいないのか、亜美は無表情のまま、近づき、俺の頭の真上で足を止めた。

「ねえ、正樹」

「何だ」

「……言い残したいことはある？」

　聞かれたなら、言わねばなるまい。

「亜美」

「うん」

「お前、ピンクのパンツ、似合うな。可愛かわいいぞ」

　彼女は、笑え顔がおで足を振ふり下ろしてきた、顔面に。







　第三章　押し掛け、それはただの故意







「さあ、食べよ」

「え、あの」

「といっても、昨日買ってきた菓か子しパンしかないんだけど」

「あの、亜美さん、まさ」

「あ、美代さん、菓子パン嫌きらいかな？」

「あ、いえ、好きです、クリームパンが特に」

「じゃあ、クリームパンあげるね」

「ありがとうございます。あ、じゃなくてですね、正樹さん」

「正樹は、朝ご飯、要いらないよね？」

「はい、どうぞ、お食べください」

　俺は正座した足しか見えない亜美に話しかける。なぜ、足しか見えないのかといえば、理由は簡単、寝転がっているから。では、なぜ寝転がっているか、それも簡単。

「でも、あの、私の不注意なのですから、縛しばらなくても」

　そう、俺は今、後ろ手を、昨日使った布ふ団とんを纏まとめていた紐ひもで縛られ、畳たたみの上に転がされている。ちなみに、亜美に踏ふまれた顔は、鼻血が少し出てしまい、ティッシュを詰つめて。既すでに血は止まっているようだが。

「いい、美代さん。確かに美代さんがトイレに起きて、帰って来る時に寝ぼけて正樹の布団にもぐりこんだのは分かったけど、どうせ、正樹は美代さんの、その、む、胸とかそういうのの感かん触しよくで、でれでれしてたに決まってるんだから」

「で、でも、それだって、私が寝ぼけて抱だき付いていて」

　そうだ、俺は無実なんだ。ただ、あのふにふにが悪いんだ、あのふにふにが俺の腕うでをがっちりと摑つかみ、男の子の理性を溶とかすようなお茶目を発揮するから、俺はこんな理り不ふ尽じんなことになっているのだよ、亜美君。と言っても、俺の話など全然聞いてはくれないだろうが。いや、それより、言い訳になってない。

「本当、お願いします。正樹さんは悪くありません」

「ううん、じゃあ、仕方ないね」

　お、おお、美代さん、貴女あなたが天使に、いや、女め神がみに見えます。ちなみに、亜美が悪あく魔まに見えるのは言うまでもない。

「じゃあ、正樹。朝ご飯食べていいよ」

　と言うや否いなや、ちゃぶ台の下に見える亜美の足が動き、こちらに近づいてくる。そして、俺の頭の近くで再度座り込むと、優やさしげに笑顔を向けてきた。なのに何でだろう、何で、この笑顔がとても嫌いやな感じに思えるんだろう。

「ほら、はい、正樹」

　彼女はその細い指であんぱんの袋ふくろを破ると、そのパンをゆっくりと右手でちぎり、それを俺の前へ。あの、亜美さん、何してらっしゃるんでしょうか。

「亜美、何をしようとしてる」

「ほら、食べたくないのかな、正樹？」

　……つまり、食え、と。

「何、その顔。見れば分かるでしょ、私が食べさせてあげる」

「何で俺がお前なんかに。そもそも、何だよ、その優ゆう越えつ感たっぷりな顔はっ」

「ええぇ、欲しくないの？」

　俺の口元まで持ってきて、ゆらゆらと揺ゆらしてくる。くそ、このまま嚙かみ付いて、と思って口を動かすと、先に察知した亜美はさっとパンを上に。

「そんなことする人には、あげたくないなぁ」

「それ買った金、俺の神社の資金なんだぞ」

「買ってきたのは私なんだけど」

　くっ、何ていう憎にく々にくしい顔を。こいつめ、俺に何の恨うらみが……色々と恨みはあるかもしれないな、うん。自分の日ひ頃ごろの行いに打ち砕くだかれ、屈くつするしかないのかと諦あきらめようとした時。

「あの、亜美さん、そんなに可哀かわい想そうな事」

　ふと聞こえてきたのは、美代さんの声。おお、さすがお嬢じよう様さま。頑がん張ばれ、頑張ってくれ。

「でも、正樹にはこれぐらいして、後こう悔かいさせないと意味ないよ」

「だ、だからって、それは、その、駄だ目めじゃないかと。色々と」

　美代さんの言葉を受けて、亜美は残念そうな顔でこちらを見てくる。よし、ここで俺も一押しをすれば……

「もうしませんので、お許しください、亜美様」

「……仕方ない、か」

　口を尖とがらせ髪かみをかきあげると、亜美は俺の縛られた手の方に腕を伸のばしていく。ああ、やっと解放される、そうして油断したためだろう。

「いやあ、やはり慈じ悲ひ深さや母性、包容力というものは胸に現れるものだな。さすが、美代さん、亜美も見習え」

　言ってしまった、さっき少し思いついていたことを。当然、亜美は動きを止めて、こちらを据すわった目で見つめてきて、口には不敵な笑えみを浮うかべ。

「ほおら、首を三回まわしてから一回ワンって吠ほえたら、餌えさあげるよ？」

　先ほどと同じようにパンを俺の目の前でちらつかせながら。というか、待たい遇ぐうが著いちじるしく低下してるのは、僕の気のせいじゃないんでしょうね。

　というか、下から眺ながめると、亜美の顔が魔王に見えなくもない。

「ほおら、ほら。食べたくないのかなぁ？」

「あ、亜美さん。あの」

「何、美代さん、私、忙いそがしい」

　こっちから見るに、亜美の顔はとても可愛かわいらしい笑顔に見えたのだが、美代さんは何かを感じたのだろう。

「……すみません」

　謝ってしまった。そ、そんな、お嬢様、押しに弱すぎますよ、貴女の慈悲深さで、この哀あわれな私をお助けくださいませ。と思っている間にも、亜美はふらふらとパンをちらつかせていた右手を、突とつ然ぜん後ろに隠かくしてしまい。

「要いらないなら、別に良いいんだけど、私は」

「あ、いや、欲しい」

「ううん、聞こえないなぁ。ちゃんと、人に物を頼たのむ時は、それ相応の言葉があるんじゃないかな？」

　くっ……こいつめ、何て楽しそうな顔しやがる。

「ほ、欲しいです、亜美さん」

「あれぇ、ケダモノはそんな言い方するかな？」

　いや、待て。何だ、その要求は。そ、そういえば、一回吠えたらとか何とか言ってたような……まさか、違ちがうよな、な。そんな俺に亜美は、正樹ってケダモノだもんね、と後押しをしてくる。つ、つまり、こう言え、というのか。

「ほ、ほ、欲しい、ワン」

「ふっふうん。よろしい」

　こいつ……泣かせてやる。後で絶対泣かせてやる。俺が先に泣かされる危険性はありそうだが、刺さし違えても、泣かせてやる。いや、待てよ、こいつ、俺に食べさせようとしてるんだよな。ということは。

　ふっふっふ。亜美よ、大人の男をここまでおちょくるとは良い度胸だ。食べ物の恨みと男のプライドを傷つけられた恨みの恐おそろしさを思い知るが良い。

　元々の大きな原因と、こうして亜美がこんな行動をするほどにたまりにたまったストレスの原因が俺なのは、ここでは言げん及きゆうすべきではない。

「ほら、ああん」

　亜美が嬉うれしそうな満面の笑みでこちらにパンを出してくる。ふっふっふ、勝った気でいるな。甘い、甘いのだよ、亜美君、だから君はいつまで経たっても胸が膨ふくらまないんだっ。

「ああん」

　俺は口を開け、亜美の指が俺にパンを与あたえるのを待つ。そして、亜美が俺の口にパンを放ほうり込もうとした瞬しゆん間かん、蓄たくわえていた力を爆ばく発はつさせ、身体からだを前に移動させる。そして、射程に入った目標にアタック。

「痛っ？」

　亜美のパンをつまんでいた人差し指と親指に嚙かみ付くと、彼女は眉まゆ毛げを歪ゆがませ、突然の刺し激げきに驚おどろく。

「ちょっと、何してんのよ」

　嚙んだと言っても、甘嚙み程度なので、痛みは感じていないらしく、亜美は怒いかりを燃やした瞳ひとみでこちらを睨にらんでくる。ふっふっふ、何してる、だって。違うな、何する気、に訂てい正せいした方が良い。このままで終わると思ってもらっては困る。

　俺は嚙み付きながら、にやりと微笑ほほえむと、亜美は何かを感じたらしいが、既すでに時遅おそしだ。お前の負けは決まったんだ。

　俺は心の中で勝利を感じながら、思う存分。

　亜美の指を舐なめまくった。

「ぎゃああっ」

　亜美の悲鳴。同時に驚きに目を丸くし、手足を震ふるわせる。どうだ、気持ち悪いだろう、はっはっは。
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「な、何すんのよっ」

　亜美は真っ青な顔から真っ赤な顔に変じて、途と端たん、ばしばしと俺の頭をむやみやたらに平手打ちしてくるが、怒りでなのか、気持ち悪さでなのか、そんなに痛くはない。

「はっはっは、どうだ、俺のほはは、ひに染しひたか」

「何言ってるかわかんないっての。離はなせ、離してったら！」

　そんなことするわけないだろう。そんな俺の考えを打ち砕くだかんと顔を真っ赤にした亜美はいまだに平手打ちを俺の頭に連続で繰くり出してくるが、やはり、気持ち悪さが先行してるのか、全然痛くない。くっくっく、止やめて欲しければ、自分のしたことを悔くいることだな、はっはっは……

　正樹は、世界で一番最低な従兄いとこ、ワーストカズンという称しよう号ごうを手に入れた。という言葉が頭に浮うかんだのは気のせいにしてください。

「うぅ、離して、離してよぉ。ごめん、ごめんったらぁ」

　ふむ、観念したらしく、眉毛を歪ませた亜美は少し泣きそうな顔で呟つぶやく。ならば、と俺はぱかっと口を開けると、瞬時に亜美は手を引っ込め。

「うう、べちょべちょ」

　と、こちらに睨みを利きかせる亜美。むう、さすがにやりすぎたか、仕方がない。

「亜美、俺のポケットにハンカチがあるから、それで拭ふけ」

「い、良いいよ、別に。私のハンカチあるから」

　と自分のオーバーオールのポケットを探さぐると、ピンクのハンカチを取り出し、それで丁てい寧ねいに拭き取ると、思い出したように俺に振ふり向き、あ、しまった、もしかして、俺、死し刑けい確定か、と恐きよう怖ふに震える間もなく。

　亜美は無言で、俺の手を縛しばっていた紐ひもを解いた。俺はその場で座りなおすと。

「ありがと、それでごめん」

　と真正面から亜美に言うと、ぷいっと顔を逸そらして。

「別に。私も、ちょっと悪乗りが過ぎたなぁと思ったから」

　気まずそうな顔で。いや、まあ、だけど、総合的に考えれば、こっちが悪いのは明確だが、わざわざ自分の不利になることを言わないでも良いだろう。

「ただ、ああいうことするのは、止めた方がいい。私、訴うつたえたら、確実に勝てると思うよ」

　……はい、そう、ですね。ただ、あの時は自由が利かなかったのでとりあえず一いつ矢しを報むくいようとしただけだが、かなりのダメージを亜美に与えたのか、いまだに顔が赤い。やはり少し、いや、かなりという副詞を使うべきなのだろうが、俺の精神衛生上、少しを選ばせて貰もらって……いや、やはり、かなりやりすぎた、という表現に変えます、亜美の顔を見てるとそうした方が良さそうです。まあ、時間が経てば、亜美の機き嫌げんも直る……そう祈いのりたい僕の気持ちに噓うそはありません。そんなことを考えていると、ふと横からの視線を感じ。

「美代さん、どうか、しました？」

　美代さんはなぜかまん丸の瞳で俺をじっと見つめ。そ、そんな、穴が開くほど見つめないで下さい、も、もしかして、僕を痴ち漢かんと思って、白と黒の、頭にランプを付けた車を呼ぼうとか思っていらっしゃったりしますかっ、そ、それだけは許してください、何も言い逃のがれが出来ない事は私がよく分かっています、だから、だから、と思っていたが。

「えと、仲が良いのか悪いのか、分かりませんね」

　何だか、意味深な言葉ではありますが、その笑え顔がおは気にするなと取ってもよろしいのでしょうかね。というか、取るべきなんですかね。

　その後、何とか朝ご飯にありつけた俺は、早さつ速そく、美代さんを連れて心惑まどいの玉の捜そう索さくを開始しようとした。が、亜美に腕うでを引かれ。

「その前に、買出ししないと」

　などと仰おつしやる。お嬢じようちゃん、悪いが、それは出来ねえぜ、何せ、あっしには使命っつうもんがあるのさ、さっさとこれを終わらせなきゃ、あっしはいつまでも誘ゆう拐かい犯はんの濡ぬれ衣ぎぬを被かぶってなきゃいけねえ。つうわけだ、あんたさんの方で、買出しとやらは終わらせてくんなさい、とエセ江え戸どっ子こ風味で言ったのだが、亜美は不機嫌な顔になり。

「別にお昼ご飯が要いらないなら、それでも良いんだけどさあ。ああ、それにしても、何だか指がねちねちするなあ」

　あれ、もしかして、私は脅おどされていますでしょうか。右手の指をゆらゆらと揺ゆらして、俺の目の前に持ってくる。だが、俺がそれから視線を逸らそうとすると。

「心惑いの玉が見つかった後、多分、正樹はこまさんに色々事情を喋しやべらないといけないと思うんだけど、その時に、被ひ害がい者しやから何か正樹に不都合な事言われると、困るんじゃないかなって私はおも」

「承知しました、ですがやっぱり最初に任務をしたいのです。その後に、どうぞ馬車馬の如ごとく使ってくださいませ」

　即そく座ざに土下座をしている自分の本能にとても誇ほこりを感じます。その土下座が効いたのかは知らないが、亜美はううんと悩なやんだ後。

「重いものとか買うから、とりあえず様子見だけだからね」

　そう言うや否いなや、亜美は身み支じ度たくを整えだす。俺が、あ、いや、と呟くと亜美はきょとんとした顔でこちらを向き、何と呟いた。

「お前が行くのか？」

「いや、正樹もでしょ」

「そうでなく、俺は行くとして、お前と行くのか？」

「うん」

　などと仰られました。いやあのね、お嬢さん。僕は出来るだけ貴女あなたには外に出て欲しくないんですけど……と言いたかったが、瞬しゆん間かん亜美は何かを感じ取ったのか。

「何。私は、駄だ目めなわけ？」

　そんなに不機嫌そうに言わなくても。

「ああ……出来れば、美代さんと」

「却きやつ下か」

「いや、お前が決めることじゃ」

「却下、却下却下却下。こまさんなら、そう言うよ」

　……なぜでしょう、頭の中で駄目ですと真ま面じ目めな顔で呟つぶやくこまの顔がありありと浮うかぶのは私の想像力のなせる業わざなのでしょうか。

　やばいな。こいつ、意固地になると手が付けられないからな……と、ふと美代さんを見たとき、不意に名案を思い立ち、亜美を手招きする。不ふ審しんそうな顔つきながらも近寄ると、美代さんに聞こえないように顔を近づけて。

「あのな、亜美。本心言うけど」

　恥はずかしいのか、ちょっと赤い顔の亜美に呟く。

「な、何よ」

「お前を連れて行きたくないのは、美代さんを部屋に居させたくないからだ」

「どういうこと？」

「……忘れたか、昨日の惨さん状じようを」

　呟くと、亜美の顔があっという顔で固まった。多分、美代さんの失敗が頭に思い起こされているのだろう。

「あの美代さんを部屋に置いておけば、彼女はその親切心から家事をしようとするはず。だけど、腕はアレだ。昨日はまだあれで済んだが、もし火なんて触さわらせたら……それにだからといって三人で行動しても目立って仕方がない」

　想像したのか、亜美の顔はぐっと強こわばり、そしてゆっくりと口を開くと。

「わ、分かった。正樹と美代さんの二人で行くのが良さそう」

　その言葉を聞くなり、俺は亜美から顔を遠ざけ。

「分かってくれたか」

　と大おお袈げ裟さに呟く。亜美が頷うなずくのを確かく認にんした後、俺はきょとんとしている美代さんに支度をするように告げ、俺は荷物から得物を取り出しそれを布に包むと一いつ旦たん部屋の外へと出て行く。

　見上げる空はとても高く感じられ、そして少しだけ寒気が頰ほおを撫なでた。

　さて、これで無理やりではあるが亜美を任務に参加させないようには出来た。しかしどうやって期限内にこの広い東京で神具を見つけるべきだろう。東京全域の『道』の地図が玉城家にあるにはあるらしいが、そんなもの持っているはずもなく憶おぼえているわけもない。

　やはり地道に東京の地図を買って、地域ごとに『道』を見つけてそこから探知を行なうのが良いいのだろうか……もっと効率的なものを思いつけば良いが、今からではとりあえず近くの『道』を見つけて探知してみよう。

　出てきた美代さんにその旨むねを伝えると、彼女もそう考えていたらしく、二人で一番近くにあった『道』が通っている住宅街に入ってそれを辿たどり、適当な空き地を見つけるため閑かん静せいな住宅街を歩いて数分。小さめの公園が見えてきて、他ほかの人が居ないかを確認した後に公園へと入る。滑すべり台だいと砂山しかない、幼児のための公園らしいが、まだ朝早いせいか、人の気配は全くしなかった。

　それを見届けると、俺は得物を持ちながら構え、美代さんは胸の前で手を組む。探知で流す力はごく微び量りようで大した影えい響きようもないのだが、ごくたまに弱いイサマトが引きつけられたりすることがある。そのもしもの時のため、俺は集中しながら、周りへと視線を巡めぐらせ、得物を構えた。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　美代さんの声が響ひびき、途と端たん、何かとても弱い風が通ったような感覚。俺は一層神経を集中させ、周りの気配を探さぐっていく。

「あ」

　小さな呟き。瞬時に振ふり向くと、そこでは美代さんが不思議そうな顔で首をかしげていた。

「どうしました、もしかして反応が」

「いえ、あの、直すぐに消えたのですけど……そういうのじゃないのです」

　いきなりビンゴかと思ったがどうやら違ちがうようで美代さんは眉まゆを顰ひそめながら。

「心惑まどいの玉じゃないんですけど、何と言うか、割と強い力を感じまして」

「イサマトか？」

「いえ、そういうのじゃなくて……これは」

　ふと美代さんは思い立ったようにはっと口を開けて。

「……神み子こ」

「え？」

「い、今の力。玉城の神子の」

　言われて、瞬時に周りを見み渡わたす。しかし、気配はなく、静けさだけが感じられた。

「……勘かん違ちがいじゃないんだな」

「は、はい。でも、直ぐに消えて……もう一度してみます」

　言うや否いなや素す早ばやく唱え、手を組む。だが、美代さんは安心したように息を吐はくと。

「やっぱり居なくなりました」

　いや、まあそんなに笑え顔がおで言われても。とりあえず神具ではなく神子が近くに居たということは、余り宜よろしくないな。しかも、美代さんから聞くに、かなり力の強い、おそらくイサマト退治の神子クラスだという話だ。こんな何もないところでそんな奴やつがうろつく理由はおそらく一つ。

「美代さん。一旦この場から動こう。もしかすると俺たちを捜そう索さくするための神子かもしれない」

　それに本ほん腰ごしを入れるのは地図を買ってきてからの方が良さそうでもある。それを告げると美代さんも強こわばった顔で頷き、ただちにその場から退たい却きやくした。その後、無事にアパートまで帰き還かんし事情を話すと、亜美はそれで早かったんだねと呟つぶやくや否や。

「じゃあ、買出しいこうよ」

　いや今行くのはやめたほうが良いのではないでしょうかという俺の嘆たん願がんは、そんなの変装すれば良いという言葉で一いつ蹴しゆうされ、それでも食い下がろうとしたが、突とつ然ぜん指を出されて、いまだに感かん触しよく残るんだけどと言われた瞬しゆん間かんに行く用意をしている私が居ました。

　とまあ、そういういきさつがあり、美代さんに留守番を任せ、俺と、野球帽ぼうを被かぶり男装した亜美は近くのスーパーマーケットに来た。一応、入り口から通路を進み、今は野菜や果物のコーナーらしく、色とりどりの野菜や果物が目に映はえる。ちなみに、美代さんに、一いつ切さい家事をしないで良いと指示したのは言うまでもない。

「まずは、お米を買わないと」

　青色の買い物カートを押しながら、亜美は呟き、俺を振り返る。そして、重いけど、頑がん張ばってねと言ってくれるのは嬉うれしいのだが。

「たかだか、一週間、二週間で、米が要いるか？」

「何、パンが良いの、主食」

「いや、そうじゃなくてだな。別にご飯ぐらいは一食分のレンジで温めるやつで良いんじゃないか」

「ええぇ、私、じゃない、僕、あれ、あんまり好きじゃないし」

　いや、好き嫌きらいするなよ、そんなところで。元々、その米を買う金は、俺の奈倉神社の資金であり、使えば使うほど、俺の胃が痛むのだが。せっかく、家賃を一年分出さずに済んだのに。

「なんか、無む駄だ遣づかいするなよって顔してるみたいだけど、正樹の、じゃなかった、お兄ちゃんの、一年分の家賃払はらって他言無用にしてもらおう、って考えの方がよっぽど無駄だよ」

　従兄妹いとこって関係は怖こわいです、俺の思考を全部読んでやがります。ちなみに、時々、こまにさえ読まれているのは忘れさせてください。

「でもだな、あの部屋には、炊すい飯はん器きなんていう画期的なものはないぞ」

　と呟くと、亜美は、あ、という顔をしたが、即そく座ざにごまかすように微笑ほほえみを浮うかべて。

「ふ、ふふふ、馬ば鹿かだね、お兄ちゃん。ちゃ、ちゃんと考えてあるよ」

　噓うそをつけ。その顔のどこに考えがあるんだよ。

「ちなみに、炊飯器なんていう電化製品の部類は買う気は無いぞ」

　……沈ちん黙もくしてしまった。

「買う気だったのですか」

「ま、まさか。ソンナコトナイデスヨ」

　ごまかせてねえ。というか、何だ、そのエセ外国人みたいな喋しやべり方は。

「ちなみに、この片言はお兄ちゃんの真ま似ね」

「ちょい待て。それだと俺がいつも下手なごまかししてるように見えるだろが」

「上手うまいとでも思ってるの？」

　ぐ、否定は出来ないな。

「ともかくだ、炊飯器は買いません。その他の電化製品も買いません。出来れば、調理器具も買いたくありません」

　と要求をすると。

「……大家さんから借り」

「毎日か？」

　沈黙。

「誘ゆう拐かいの時の要求言ってなかったよね。その要求を」

「炊飯器みたいな重いもの要求したら、取る時に捕つかまるだろが。何より、そんなの要求するのがおかしい。ちなみに、金を要求して使ったら、誘拐は狂言だったと認められても、後々返済するのが面めん倒どうだから、却きやつ下かな」

　沈黙。

「どこかで竹を貰もらってきて、それでご飯を」

「俺たちは忍にん者じやか」

　そして、沈黙。というか、今思いついているだけだから、余りにも詰つめが甘い。面おも白しろいと言えば、面白いが。

「じゃあ、あのレンジで温めるので良い……」

　がっくりと項うな垂だれ、亜美は譲じよう歩ほしてくる。そんなに炊飯器の米が良いいのか、こいつは。まあ、確かに美味うまいけれど、今のあのレトルトのやつもなかなかいけるんだぞ、とでも言おうかとしたら。

「あれ、でも、あそこに電子レンジなんてあった？」

　……ない、な。

　ふと見ると、亜美は据すわった目をこちらに向け。

「やっぱり、どちらにしろ、電化製品買わなきゃいけないじゃない。買ってよ、けちぃ」

「うっさい。だったら、米なんか食わなければいいんだよ。貧びん乏ぼう人にんは麦を食え、麦をっ」

「麦だって、調理しなきゃ食べられないでしょうが」

　そういう意味で言ったわけではないが、と言おうかと思ったが、ふと気付くと、周りは俺たちを見つめる家族連れの方々。それを亜美も気付いたらしく、俺たちはそのままゆっくり、カートを押し進め、そこから離り脱だつ。おそらく、何事かと思われただけだったらしく、直すぐに彼らは俺たちから興味をなくした。ある程度進んだところで亜美は足を止めて、カートに身体からだを預けるようにもたれ。

「お米食べたいのになぁ」

　時代錯さく誤ごな雰ふん囲い気きを醸かもし出すが、そんな手には乗らない。俺は亜美のもたれるカートを引っ張り、あるコーナーへと進んでいく。そして、目標が目の前に現れた。

「米がない以上、これしかないだろ」

　俺と亜美の前には、積みあがった色々な種類のカップ麵めん。

「わた、じゃない、僕、カップ麵、あんまり好きじゃない」

　一応、男の子の格好をしているため、僕という一いち人にん称しようを使う亜美は、心底嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、カップ麵の山を見ている。

「じゃあ、パンにするか」

「それだと、お腹なか減る」

　何となく、高校生の男子を思い起こさせるような発言だな。しかし食うだけで一向に成長する気がないくせに、好みだけは文句を垂れるとは。身の程ほど知らずなお嬢じよう様さまだ。

「はあ、仕方ないか」

　亜美は観念したらしく、カートから身体を離はなし、カップ麵を色々チェックしている。俺は蕎そ麦ばのやつなら、何でも、と言おうとした時。

　何か。

「どうしたの、お兄ちゃん」

「いや、別に」

　無意識に後ろを振ふり向いていた俺に、亜美は声を掛かけてくる。俺はそれを聞きながらも、後ろの方に意識をやる。何だ、今、何か居たな。そういう気配があった。所謂いわゆる、見られてる感じというか、睨にらまれてる感じというか。

　ふと、亜美に振り返ると、彼女はまだ、カップ麵を物色している最中で、どうやら俺みたいに気付いてはいないらしい。もしくは、俺の勘かん違ちがい、ということもあるが。確かめてみる、か。

「悪い。ちょっとトイレ」

「え？」

「財さい布ふは渡わたしておくから、ある程度選んだら、レジに行っててくれ」

　俺はポケットに入れていた財布を亜美の手に握にぎらせると、トイレに急いでいるように小走りで先ほど感じた気配の居た場所に近づいていく。商品が陳ちん列れつされて出来た角を曲がり、視線を巡めぐらせてみる。やっぱり、何か、感じるんだよな。

　先ほど通った、入り口へ続く店の通路を歩いていくが、見られてるような気分には陥おちいらない。ためしに一度戻もどってきて、逆方向に歩いていったが、やはり感じなかった。

　俺の気のせいなのかな。そう思って首をまわすが、特に不ふ審しん人物もなし。これ以上は逆に俺が不審人物扱あつかいされそうだということもあり気のせいだと判断して、亜美を残したカップ麵のコーナーへ戻ってみた。しかし、そこには既すでにあいつの姿はなくレジの方に行ったかと思い、足を進めていく。それにしても、さっきのは何だったのか。俺の間違いでなければ、そんなに悪意のこもったものではなかったが俺たちを観察するような、そういう雰囲気を感じた。まあ、もしかすると見慣れない顔の二人が来てるから、地元の人が誰だれだろうと見ていただけかもしれないが。

「あ、まさ、じゃない、お兄ちゃん」

　一番入り口に近い、一番と番号のついたレジの、三つものカゴに入った品物の精算をしてもらっているおばさんの後ろに亜美は並んでいて、俺もそれに加わる。ふと、カートの中身を見ると、そこにはラーメンやうどんや蕎麦とある程度の種類のカップ麵と、おそらくバランスを取るためだろう、レタスやきゅうりなどの野菜も多く入っていて、ドレッシングの瓶びんも入っていた。こいつ、カップ麵を何個買ったのだろうと数えていると。

「お、お兄ちゃん、そんな、数えなくても良いよ。一応、二十個買っておいたから」

　少し引きつった笑え顔がおで。ふと、亜美の言動に違い和わ感を覚えた俺はカートを漁あさり、そのカップ麵の容器の下に、あるものを発見する。俺は迷わず、それを取り出した。

「あ」

　亜美の声が漏もれる。俺の手には、あの見慣れた柄がらの袋ふくろに、大きく赤い字で、イチゴミルクキャンディーと書かれているもの。なるほど、これを密ひそかに買おうとしてたということか。

「ごめん」

　亜美は、俺の手からその袋を取り返すと、少しばつの悪そうな顔で、俺とイチゴミルクキャンディーの袋を交こう互ごに見つめる。

「あ、あの、別に秘密で買おうって思ってたわけじゃないの。帰って、隠かくれて食べようとか思ってないよ、本当に」

　何と言うか、慌あわてぶりが、そのままそう思っていたのだろうと確信させてくる。というか、面おも白しろい。

「ほら、その、私、背、低いでしょ。だから、いつの間にかその袋がカートに入ったの、見えなくて。ど、どこで入ったんだろうね」

　と、言い訳を炸さく裂れつさせているお嬢さん、というか、既に僕の一人称忘れてるし。人のこと、ごまかしが下手なんて言える立場じゃないな、こいつは。と思いつつ、何でこいつはここまで必死に言い訳を言っているんだろうと考えていたとき。

「ごめん、ね。その、返してくるから、ちょっとカート、持ってて」

　と言って、彼女がとぼとぼと歩き出そうかというときに、俺は亜美の慌てる理由が何となく分かり。

「何で返すんだ？」

　言ってやると、亜美は振り向いて。

「え、だって」

「欲しいんだろ」

「あ、え？」

「欲しいなら、買えばいいだろうが」

　俺はそう呟つぶやいてため息を吐つくと、亜美の手から、イチゴミルクキャンディーの袋を取り、元のカゴの中に戻す。それを見て、亜美は、良いいの、と言わんばかりの上うわ目め遣づかいで。

「あの、何で」

　何でって。

「欲しいなら、堂々と買えばいいって言ってるんだ」

「いや、だって、正樹、無む駄だなものは」

「はあ」

　俺はため息を吐いて、亜美の頭に手を置くと。

「あのな、俺が言ってるのは、無駄で値段の高い品物のことだよ。たかが数百円のお菓か子しで何をびびってるんだ」

　そう言ってやるが、やはりどこか不安げな顔をしている。なんだか、良く分からないな、こいつの考えは。

「じゃあ……あれだ、昨日、お前、ハッカの飴あめ買ってくれただろ。あれのお返しってことでなら、文句ないだろ」

　すると、亜美はいくらか逡しゆん巡じゆんした感じだったが、ふっと俺に目を合わせて、無む邪じや気きに、それでいて恥はずかしそうに微笑ほほえむと。

「ありがと、正樹」

　なんて言ってくれる。お礼を言われるほどのことをした覚えは無いが……まあ、亜美はこの飴があると、機き嫌げんが良くなるからな。今回の事情では、おそらく亜美は留守番する方が多くなるだろうから、ちょっとでも気分よく家に居てもらえると助かる。

　ただし、一日に飴は二つまでと厳重に釘くぎを刺さしておくべきだな。

「あの、正樹、じゃない、お兄ちゃん、その、欲しいものついでなんだけど」

「ちなみに、炊すい飯はん器きが欲しいと下着姿で悩のう殺さつポーズのまま言ったとしても、易やす々やすと買ってもらえるほど人生甘くない事を知っておけ」

　途と端たん、ええぇと心底がっかりしたように項うな垂だれる。そこまでされると、炊飯器買わなきゃいけない気になってしまいそうだが、必要ないものは必要ない。俺の母さんであれば、亜美のこんな顔を見たら、喜び勇んで、最新の炊飯器を買ってやりそうではあるが。声とか出るやつを。

「はあ、このスーパーに電化製品が売ってたら、正樹に隠して買ってやるのに」

　ああ、ありがとう、名も知らぬスーパーマーケット。あなたのおかげで、私の神社の資金からウン万円が消え去る悲劇は避さけられました。

　とりあえず、米と炊飯器の魅み力りよくから離はなれられない亜美を何とか店から出し、野菜などの重いものの袋ふくろとカップ麵めんの入った袋の一つを俺が持ち、残った一つの袋を亜美に持たせ、油断すれば直すぐにでも電気屋さんに駆かけ込みそうな亜美に注意しながら、家路を急ぐ。ちなみに財布を取り上げれば良いのだが、どうもオーバーオールの胸のポケットに入れているらしく、取れるものなら取ってみたらと言われたので迷い無く取ろうとしたら、その数分後の俺の人生を決定付けるようなおどろおどろしいオーラを発揮されたので、いまだに亜美が持っていらっしゃる。

　それにしても、と思いながら、亜美の野球帽ぼうの頭を見る。本当、あの飴が好きだな、こいつは。下手に袋を持たせてたら、一日どころか一、二時間で一袋のイチゴミルクキャンディーがなくなってしまうほどだからな。俺の記き憶おくでは、最短で三十分という驚きよう異い的な記録を残している。俺もハッカの飴は好きではあるが、あそこまでではない。まあ、女の子は甘いものが好きだというのが俺のイメージであり、大体の男のイメージなのだが、あそこまでいくほどかどうかは定かではない。

　でも、その割には、ケーキとか余り食べないな。太るとか何とか言ってた記憶があるが、もう少し太らせたほうがいいと思うぞ。胸とかもしくは胸とかはたまた胸とかやっぱり胸とか。

「ん、何？」

　ふと亜美がこちらに振ふり向き、視線を合わせてくる。

「あ、いや、何も。どうした」

「あ、ううん、そうだったら良いんだけど。なんだか、凄すごく失礼な視線を感じただけ」

　……恐おそろしいほど、勘かんが良いな。あれだな、浮うわ気きしてる最中の旦だん那なに狙ねらいすましたかのように電話を掛かけてくる奥さんみたいだな、いや、それは違ちがうか。

　それにしても、誘ゆう拐かいなんて、そして、玉城家から逃にげ回るなんて状じよう況きよう、特異すぎて、亜美が疲つかれたり病気になっちゃったりするかと思っていたが、どうやら元気みたいだな。というか、完全に順応しきってきてる感もある。さすがに俺と話す時は地で話してしまう様だが、出来るだけ僕の一いち人にん称しようを使ってるみたいだし。でも、まさか、亜美が誘拐なんて考えを思いつくとは思わなかった。これも、俺の教育の賜たま物ものだろうか……微び妙みようにそうかもしれない危険性で、少し亜美への言動を後こう悔かいしてしまう自分が居るのは否いなめない。

　そんなことを考えながら、いつの間にかあの古い工場のトタンが見え、アパートも見えてくる。目の前まで来たとき、ふと、遠くに停とまっている車にどこか見覚えがあった気がしたが、どこにでもある車種だと確かく認にんした俺は、特に気にも留めず、亜美を先に階段を上らせ、俺はその後ろを上っていく。そして、一番奥の部屋の前に到とう着ちやくし、一度ノブを回して、鍵かぎがかかっていることを確認してから、亜美は俺の財さい布ふのキーホルダーにつけてあるこの部屋のキーを鍵かぎ穴あなに差し込み、がちゃんと鍵を開けた。そして、荷物の少ない亜美がドアを開け、入ろうとしたが。

「お帰りなさいませぇ、旦那様」

　俺がそれを何であると確認する前に、亜美はすかさず扉とびらを閉めた。そして、一応、表札を確認するが、やはりそこには、俺が昨日書いた偽ぎ名めいの『田中』という苗みよう字じの紙がつけてある。って、一番奥の部屋なんだから、間違えるはずが無い。いや、それよりも、俺が一番驚おどろいたのは、先ほど玄げん関かんで三つ指ついていたエプロン姿の女性が美代さんでないこと、あまつさえ、俺が知っている人物であることであった。

　いや、今のはおそらく幻げん覚かくだ。この異常な状況に俺の脳が対処しきれていないんだ。

「あのさ、正樹。今のって」

「言うな、言ったら、事実だと受け止めねばならないっ」

　いや、だって、あれって、と言おうとする亜美の口を一時的に塞ふさぎ、言うな、と念を押す。亜美ははてなマークの浮うかんだような顔で、しかし、何とか頷うなずいてくれたので、ゆっくりと手を離し、解放した。よし、そうだ、俺が見たのは幻覚、そう、幻覚、人間五十年、下天のうちに比ぶれば、夢幻のごとくなり、である。いや、それは何か違う気もするが、とりあえず、この扉をもう一度開ければ、そこには何もないはず。

「お帰りなさいませぇ、旦那様。お風ふ呂ろにしますぅ、ご飯にしますぅ、それともぉ、わ、た」

　瞬しゆん時じに閉めた。消えてない、なぜだろう、消えてない、どうして、ねえ、どうしてなの、神様。現実だと、事実だと認識しなきゃいけないのですか。
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「亜美」

「何、って、何となく言いたいこと分かるけど」

「どうしようか」

「とりあえず、入るしかないと思う」

　やはりそうだよな。仕方ない、色んな事情は、部屋に入ってから、本人にじっくり聞くことにしよう。そう考え、勢いよく扉を開け放ち、その人物の名前を呼んだ。

「こま、何してんだ。つうか、何で居るんだっ」

　そう、そこに三つ指ついて、ラフな格好の上にエプロンつけて、旦那様などと狂くるった言動をして、長い黒くろ髪かみを後ろでまとめている人物が先ほどのままの姿で俺を待ち構えていた。

「それは愛の為なせる業わざに御ご座ざいますよぉ、旦那様」

「いや、良いいから、そういうボケはもう良いから。とりあえず、どうやってここに来たのかをすっぱりはっきりしゃっきり姦かしましく説明しろ、ストーキングかＧＰＳか警察犬かプロファイリングか念写のおばさんかっ」

　場合によっては既すでに玉城家がここを見つけたという可能性も充じゆう分ぶんにある。もうそうなれば、全すべてが終わりになってしまうのだが、他ほかにそういう気配は全く感じられない。

「残念、どれも不正解です。実はぁ、私が正樹君の使用済み下着の匂においを嗅かぐことによってぇ……あ、あはは、冗じよう談だん、冗談だからぁ、そんな怖こわい顔しないでください」

　悪気もなく、きゃらきゃらと笑うこま。だが、こまと話していて、ふと思う。あれ、美代さんはどうした、変な奴やつ、特に玉城家の人間に顔を見せるなと言っていたのに。

「美代さん？」

　玄関から呼びかけると、向こうで物音がして、襖ふすまの開く音が聞こえた。そして、顔を出したのは、昨日と同じワンピースの美代さんの姿。って、普ふ通つうに奥に居たんですか。

「何ですか、正樹さん」

「いや、あの、美代さん。これ、どうしたのですか、どっかで拾ってきたのですか。だったら今すぐ捨ててきてください」

　と、こまを指差す。ちょっと、酷ひどいよぉ、と声をもらしてくるが、そんなものは無視して、美代さんを見ていると、彼女はきょとんとした顔つきで。

「あれ、正樹さんが呼んだって聞いたのですけど」

「は、俺？」

　視線を玄関で唯ゆい一いつ座り込んでいるこまに戻もどし、当然こちらは目を細めながら。その顔をこまは気にした風もなく。

「さあて、とりあえず、部屋に入りましょうかぁ。汚きたないところですけどぉ、どうぞ」

「お前が言うな」

　しかし、玄関先では人目につくのは当然のこと。どうやら、玉城家にここを知られたわけではなさそうなので、ともかくこまを連れて部屋に入り、こま対俺たち三人のような構図でちゃぶ台を挟はさんで座った。

「で？」

「ん？」

　エプロンを外しているこまに呼びかける。しかし、小鳥のように首をかしげただけ。

「だから、どうやってここに来られた、どうしてここに来た、玉城家もここを知ってるのかってことだよ」

　ううん、とこまは人差し指を唇くちびるにつけ、悩なやむ格好に。だが、直すぐにそれをやめると。

「愛の力でここまで来てぇ、愛のためにここに来てぇ、私たちの愛だけは玉城家には隠かくせませんよねぇ」

「言うのを忘れていたが、俺はかなり本気で聞いてます。場合によっては、こまを埋うめるか沈しずめるか売るかの三さん択たくをすることになる」

「じょ、冗談ですよぉ」

　俺の眼まな差ざしを受け止めたらしく、こまはこほんと一度だけ咳せき払ばらい。しかし、その顔はやはり笑えみが絶えないのがどこか恐おそろしい。

「実はですねぇ、正樹君が誘ゆう拐かい犯はんになったって聞いてぇ、何かおかしいなぁと思いましてね。犯行理由も何も言ってないですし。何よりぃ、正樹君がそんなことするとは思えなくて」

　こまはしなやかな右人差し指を俺に向けて。

「それで、玉城家からの事情聴ちよう取しゆが終わった龍雄ちゃんを拉ら致ちしてぇ、鞭むちで散々身体からだを傷つけた後にぃ、拷ごう問もんしてぇ、自白剤ざい飲ませてぇ」

「お前は鬼おにか、悪あく魔まかっ？」

「あはは、大だい丈じよう夫ぶ。自白剤は飲ませてないからぁ、そもそも、私、そんなの持ってませんしぃ」

　あの、他の鞭とか拷問は否定しないんですか、我が婚こん約やく者しや様。まあ、おそらく、普通にこまに言い寄られて、龍雄が洗いざらい喋しやべってしまったのだろう、と解かい釈しやく。何しろ、あいつはこまのことが苦手、というより、弱いからな。でも、昔に、こまさんにだけは逆らうな、と龍雄が言っていたぐらいだから、何かしらの拷問があったのかもしれない。と考えた時、背筋に変な寒気が走った。

「まあ、そうしたらぁ、正樹君たちの誘拐は噓うそで、神具を取り返すためにそうしてるんだって。しかも、公おおやけには出来ない神具なんだって言ってくれてぇ。それで、やっぱり正樹君はそういうことしない子だって、安あん堵どしたんです」

　と言いおわると、こまは疲つかれたように後ろに手を突ついて、もたれる。いや、待て、こま。

「あの、こまさん、俺が聞いたのはどうして貴女あなた様がここに居るのかであって、そこで話を止やめられても困ってしまいます」

　と告げれば。

「あ、そうでしたね、一応、言っておかないとねぇ」

　体勢を元に戻し、こまはもう一度咳払い。

「それでねぇ、玉城家は正樹君を捕つかまえるために東京を囲むように結界を張って、本部で探知をかけてるみたいなんだけど、それだけじゃなくて、手の空いている神み子こ、つまりは本部勤務の、神社を持たない上級神子と下級神子を駆かり出して、地道に探知の力を使って見つけようってことになったんだ」

「え」

　幹部の命令みたいだけどと、こまは付け加える。おいおい、それだともっと早い日数で見つかってしまうんじゃないか。

「そうだよねぇ、やばいですよねぇ。で、ここで正樹君は私を褒ほめるべきだと思うんです」

「は、褒めるって？」

　こまは誇ほこらしげに、その美代さんを凌しのぐ胸を張り、右の人差し指を立てて。

「実は、本部で動ける神子ってそんなに多くないからぁ、各地域に二人か三人ペアで調べる事になったんだけどねぇ、正樹君たちの事情を考えると、見つかるのはやばいでしょう。だから、私と龍雄ちゃんでペアになってぇ」

「この地域の担当に入ったの？」

　という亜美の声にこまは嬉うれしそうに、ビンゴと笑いながら言う。

「まあ、それでぇ、どうせここには他ほかの神子は来ないだろうからぁ、正樹君は一応、もう少しは自由に動けるようになったってこと。まあ、それでも色々と不自由があるだろうなって思ったからねぇ、私がこうしてここで一いつ緒しよに暮らしながら、支し援えん物資を運び込んじゃおうかなって思いまして」

　と微笑ほほえみながら。だが、俺はその好意に感謝する前に、引っ掛かかった言葉を繰くり返していた。

「一緒に暮らす？」

「うん、そうですよ」

「誰だれが？」

「私が」

「誰と？」

「正樹君と」

「……どこで」

「もちろん、この部屋でですよぉ」

　とウインクするこまに。

「却きやつ下か。お引取り下さい」

「な、何でですか？」

　口を尖とがらせながら言うこまに俺はため息を吐ついて。

「あのな、一応、俺は誘拐犯で、こまはその誘拐犯を捕まえる任務を受け持ってるんだろうが。駄だ目めだろ、色々と」

「でも、ここは他の神子は来ませんし、玉城家にはばれませんよ」

「いや、いくら下級神子のお前だからって、俺と許いい婚なずけなのは調べれば直すぐに分かる。とすると、お前が俺を庇かばっているんじゃないかって、こまが担当した地域が真っ先に疑われるだろうが」

「だからぁ、龍雄ちゃんと一緒にここの担当になったんですよ」

　いや、あいつは俺の幼おさな馴な染じみで学校も高校まで一緒だったんだ。なおさら疑われるだろうがと言うと、こまは悟さとったような顔で。

「それは大丈夫ですよぉ。何せ、龍雄ちゃんは玉城家から信しん頼らいされてますし、噓をつくなんてこと、玉城家は考えません……昔の誰かさんみたいに、ね」

　意味ありげなこまからの視線を俺は逸そらし、それでも、と付け加える。

「何にしたって、こっちにはメリットは皆かい無むだし、デメリットになる要因が多すぎるだろうが。何しろ、部屋が狭せますぎて、四人も無理だ」

「だからぁ、支援物資を持ってきてますよ」

　そんなものがどこにあるんだよ、とこまを指差し、周りを見み渡わたす。食料も何もない。

「そんなのぉ、当然、この私自身が支援ぶっ」

「帰れ、全速力で帰れ」

「即そく答とうっ？」

　こまは驚おどろいたような顔になり、そして、わざとらしく、よよよと泣き崩くずれる。

「そ、そんな冷たくあたらなくていいじゃないですか。許婚なんですから、擬ぎ似じ結けつ婚こん生活を満まん喫きつしたいなんて考えは持ってませんのに」

「それか、それが狙ねらいか、お前はっ」

　すると、こまは細い腕うでで顔を隠かくしながら、立ち上がり。

「私、帰ります。実家に帰らせていただきます」

　妙みように演技がかった言こと葉ば遣づかいだな、あの間延びした声じゃないし。だが、俺は気にせず、ああ、帰れ、帰れと呟つぶやくと、こまは一度だけ振ふり返り、ぼそっと。

「せっかく、冷蔵庫とか炊すい飯はん器きとか持ってきてあげたのに」

　と言った。え、今、こいつ何を、と確かく認にんしようとした直後にこまは、じゃあ、さようなら、幼児誘ゆう拐かいの変態さん、大人の女に何も感じないんですね、などと俺の沽こ券けんに関かかわるような言葉を残して立ち去ろうとする。

「ま、待て」

　ドアに手を掛かけているこまを呼びとめ、玄げん関かんへ。何ですか、と振り返りもせずに言うこまに。

「いや、今、お前、冷蔵庫とかって」

「ええ、言いましたねぇ」

「マジで持ってきたのか？」

「そんなの、正樹君に関係ないのでは。許婚の頼たのみを聞こうともしないような人には」

　ぐ、何だか、言葉が痛い。何とか、冷蔵庫とか炊飯器が本当なのかどうか問いただそうとしていたとき、不意に玄関のブザーが鳴った。

「はい」

　こまは確認もせずに扉とびらを開けると、そこには配達員のようなツナギを着ている若者二人。

「リサイクルの大おお谷たにです。ご購こう入にゆうの電化製品をお届けに」

「あ、ごめんなさい。それぇ、キャンセルにしてくださいますかぁ、不要になったので」

「え、そうなんですか。それだと、配達料金だけいただくことになりますが」

「ええ、ごめんなさ」

　と言い終わる前に俺は、二人のツナギの若者に、ちょっと待っててくれと言い残し、一いつ旦たん、ドアを閉める。そして、こまに。

「ま、マジだったのか」

「私ぃ、噓うそとかつきませんよ」

　そうでしたね、確かに貴女あなたは冗じよう談だんとか言いますけど、噓はなかったですね。少なくとも、俺には。

「でも、要いらないんですよね。せっかくリサイクル店で良いいのを見つけて買ってきたんですけど」

「いや、あの」

「今いま更さら女性が一人増えたぐらいで、正樹君はびびっちゃうような男の子ですものねぇ。意い気く地じなしですから」

　……密ひそかに心臓をえぐるような言葉吐はいてきますね。

「ほら、そこ、どいてください。バイバイ、です。正樹君なんて、栄養不足で死んでしまえば良いです」

「ま、待て、こま」

「何ですかぁ」

「その、ばれないんだよな、玉城家に」

「さあ、そんなの、私を追い出す正樹君には関係ないかと」

　こまは手を前に組み、真正面から俺を見つめる。くっ、屈くつするしかない、のだろうな。

「その、居ても、良いです」

「どういう意味ですかぁ？」

「いえ、あの、居てください、こまさん、電化製品と共に」

　と言うと、こまは満足したのか、満面の笑えみを浮うかべ。

「もう、最初っから、そう言ってくださいよぉ」

　こうして、俺は完敗した。電化製品一式と調理器具が部屋に置かれていく中、俺は右みぎ隣どなりの亜美から。

「物欲魔ま、金の亡もう者じや。正樹って、ほんと、最低」

　などと連呼され、左隣の美代さんからは。

「別に神具さえ取り返してくれるなら良いんですけど」

　と微笑ほほえみを向けてくれたが、やはりそこには俺への落らく胆たんのようなものが見えたのは俺の気のせいにしてほしい。

　ちなみに、その後直すぐに亜美の要望で米を買いに行ったのは言うまでも無い。







「九十箇か所しよ以上か」

　俺はため息を吐き、東京全域が描えがかれた地図を放ほうり投げるようにちゃぶ台に落とす。居間で俺の右に亜美、左にこまで向かい側に美代さんが座って、じっと地図を見つめたまま沈ちん黙もくが広がっていた。窓の向こうはまだ明るいが、電化製品を設置するのに時間が掛かったためか、もうそろそろ夕ゆう陽ひになってもおかしくはない。

　心惑まどいの玉の捜そう索さくに関しては、戦せん闘とう要員である俺と、亜美ほどではないもののそれなりの探知能力を有している美代さんの二人で東京全すべてを探知で調べるという方法に正式に決定した。今のところは非効率的ながらそれ以外なかったためであり、それを補うために効率を少しでも上げようと米を買うときに買い忘れていた東京全域の地図を買い、それに亜美が持っていたコンパスで美代さんの探知範はん囲いを取って地図に書き込んでみた。

　その結果が、九十三箇所という数字である。

「ねえ、正樹。やっぱり私がした方が」

　ふとこちらに向いて呟つぶやく亜美に。

「いや、それは駄だ目めだな。一応、このアパートの大家さんに三人兄弟であると言った以上、一番年少のお前を朝から晩まで連れまわすのは怪あやしまれる。美代さんとなら、働きに出ているとか何とか言えるから。それに、な」

　という言葉と含ふくみを持たせた俺の美代さんへの視線に亜美は渋しぶ々しぶながら納なつ得とくしたらしく、むうと唸うなりながらも分かったとだけ呟く。偶ぐう然ぜんながら、亜美の打った芝しば居いが結果的に彼女をこの捜索から外せた事に俺は少しだけ安あん堵どし、美代さんに心の中で詫わびを入れた。

　その後、即そく座ざに俺は得物を布に包んでから持ち美代さんとアパートから二番目に近いポイントへと向かう。本当は端はしから一つずつ回るのが良いが、今日は移動している時間はそれほどない。なので、朝の公園とは別の出来るだけ近い二つのポイントだけを探知するということに決定した。最初のポイントはどうやら近くの小学校の裏の森を通っている『道』を使うのが良さそうだということで、俺たちは下校途と中ちゆうの子供たちを横目に見ながら、森へと侵しん入にゆう。森といっても大した規模ではなく、右を見れば、直ぐ近くに小学校の校舎が見えた。俺はそれでも出来るだけ彼女のワンピースに引っ掛かからぬように、出ている枝を布で隠かくした得物を棒のように扱あつかいながら折り、道を拓ひらいていく。

　数十メートルほど進んだところで手て頃ごろな平地を見つけ、彼女をその中心へと招く。そして、そこに立った彼女は一度だけ俺を見て、俺がそれに頷うなずくとゆっくりその瞼まぶたを閉じた。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　胸の前で手を組み、小声ながらしっかりとした発音で彼女は呟く。彼女が探知を行なっている証あかしである微び妙みような力の動きを感じながら彼女に背を向けると、俺は布から柄つかだけを出した。そのまま得物に手を掛かけながら神経を研とぎ澄すませ、いつでも彼女を守れるように構える。だが、周りに変な気配はなく、ただひっそりとした沈黙が少しだけ寒気を催もよおさせた。

「……ないみたいです」

　十数分ほど経たっただろうか。周りに注意を払はらっていた俺の後ろで彼女の声が聞こえた。一度だけ目を閉じて短く息を吐き身体からだの緊きん張ちようを緩ゆるめる。刀の柄から手を離はなし、振ふり向くとそこには落ち込んだように顔を俯うつむかせた美代さんの姿。

「まあ、最初っから見つかるなんてことはないって」

　微笑みかけながら言ってみたが彼女は、そうですねと呟くだけ。
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「いや、美代さん。次に行ったら良いじゃ」

　ふと、草が揺ゆれる音を感じる。俺は刀の柄に手を伸のばし、いつでも抜ぬける状態で目を細めながら周りに目を配る。

「ど、どうかしました？」

　俺の行動に美代さんは目を丸くしたままこちらを見つめている。俺はそれを気にせず、先ほど感じた音の方向を見てみるが、そこには何かが居る気配はない。それどころか、平和な静けさだけが場を支配し俺の行動を諫いさめるように風が吹ふいて木々がざわめいた。

「あの……もしかして、何か。朝の」

「あ、いや、違ちがう。ただ風で葉が揺れただけみたいだな。ちょっと神経質すぎたのかもしれない」

　俺は自分の失敗を照れているように頭を搔かきながら微笑みを彼女に見せる。それに安心したのか、彼女は慌あわてんぼですねなんて上品に微笑んでくれた。

「じゃあ、とりあえず次に行きましょうか。探知も時間が掛かりますし」

　そう言うなり、彼女はワンピースの裾すそを摑つかんで、さっさと森から出ようと足元の枝をジャンプして飛び越こえていく。

　再度、先ほどの場所を見るために振り返る。確かにあそこに何か居た……だが、あの店で感じた時の視線と同じく悪意はなかった。ただ見られているという感かん触しよくだけが残る。どこの誰だれが俺たちなんかを……玉城家、いや違う。彼らなら俺を捕つかまえようとするはずだし、美代さんの探知に引っ掛かる。では、もしかするとあの神具を奪うばった犯人グループ、いや、それも違う気がする。彼らにとって俺たちは一いつ般ぱん人じんだ。そんな俺たちを見ていたなら、つまりそれは俺たちが玉城の神み子こであり、俺たちが彼らを東京に閉じ込めた原因であるということが分かっているはずなのだ。ならば、悪意かどうかは分からないが、それ相応の感情を抱いだくに違いない。だけど、あの視線はただ俺たちを見ているだけのもの。大体、犯人であれば、俺たちに何かしら行動を起こしてもおかしくないのに何もなかった。

　じゃあ、一体。

「正樹さん」

「ん？」

　ふと振り返ると、森の入り口で美代さんが身体を目め一いつ杯ぱい使うように跳はねながらこちらに呼びかけてくる。

「早く来てください。置いていきますよ」

　いや、先走りすぎですよ、お嬢じようさん。そう感じながらも、すぐさま足を動かして彼女の元へ。ついてくるのが分かったのか、美代さんはワンピースを翻ひるがえしながらすたすたと行ってしまわれる。もう一度歩きながら振り返ってみたが、やはり何も感じなかった。

　森を出て、沈しずんできた太陽色に染まったワンピースを翻す美代さんと歩いて一時間ほど。次のポイントはアパートを中心としてほぼ小学校と対角線上に位置する最も寄よりの駅で、帰宅ラッシュで混雑する人ごみを避さけるように路地裏へと避ひ難なんする。さすがに駅前で探知するわけにはいかない。人の邪じや魔まになるし、何より玉城家に見つかりやすい。そこで人気のない場所へとずんずん進んでいったのだが。

「……あの、正樹さん」

「他意はない」

　即そく答とうした。

　俺たち二人の目の前にある道。その道は確かに、今は人気は少ない、なぜなら。

「わ、私、初めて見ました」

　顔を赤らめ、俯いたまま、ちらちらと上うわ目め遣づかいでそれらを見る。俺はその視線を辿たどっていくと、一つの看板が目に見えた。

　花はな嫁よめクラブ、という桃もも色いろの看板が。

「子供は見ちゃいけません」

　俺はとりあえず彼女の後ろへ回り、彼女の目を押さえる。わわ、という声が聞こえたが、これ以上は俺の良心が許さない。

　そう、ここは所謂いわゆる、歓かん楽らく街がいと呼ばれる場所。確かにこういうのがこの近くにあると前に聞いていたが、ここにあったとは……といっても、今はまだ夕方であるため営業をしている店はなく、とりあえずは美代さんに対してキャバクラの前へ連れて行くなどというセクハラをせずに済みました。ちなみに私は何も考えずに歩いていただけで故意にこんなことをしたわけではありません……あれ、今、頭の中で、本能という言葉が出てきましたが、何のことでしょうね。

「あ、あの、見ちゃいけないのは分かりましたけど、このままで探知するのですか？」

「いや、大だい丈じよう夫ぶ。このまま右に曲がっていけば普ふ通つうの路地に戻もどりそうだから」

　そして俺は彼女の目を手で隠かくしながら、ゆっくりと右の路地へ。ただ、大通りに入る前に人通りが多いのが見えたため、路地を抜ける真ん中で止まった。そこはどうやらキャバクラの裏口らしく、近くにゴミバケツが三つ置いてあり、排はい気き口こうなどには所々に蜘蛛くもの巣が張ってあった。

「悪いけど、ここで頼たのみます」

　俺が手を離はなすと、彼女は俺の居る方向、歓楽街方面を見て、次に大通りに抜ける方面を見る。どうやら事情が分かったのか、ちょっと恥はずかしげに。

「あの、大通り方面に居てくれませんか。ちょっと人目につきそうで」

　貴女あなた様の仰おつしやりたいことは充じゆう分ぶん理解しましたが、そんな顔を赤らめた可愛かわいらしいはにかんだ顔をしてこんな場所で言うのは、少し反則だと思うんです。少しだけ、どきっとしてしまいました。なんて言えるはずもなく、俺は言われるがままに彼女より大通り寄りに移動し、それを確かく認にんした後、彼女は大きく息を吐はいて、瞼まぶたを閉じた。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　彼女の声が路地裏に響ひびく。俺はそれを見届けると、刀の柄つかに手をかけ、辺りに注意を配る。大通りを歩く人ひと影かげは見えるが、特に誰もこちらに気付いている感じの人間は居ない。そのままの体勢で何分経たったのか、もう夜だと言って過言ではない暗さになった頃ころ、ふと後ろの彼女から。

「……終わりました」

　という声が聞こえ、俺は刀の柄から手を離して振ふり返る。そこには彼女の落ち込んだ顔があり、結果は明らかだった。

「ま、まあ、一日目だから」

「……はい」

　ううん。まあ、家に帰ったぐらいで元に戻るだろう。俺は緊きん張ちようした肩かたをほぐすように首を鳴らし、空を見上げる。一番星なのか、一つだけ輝かがやいているのが見えた。

「とりあえず、今日はここまで。あまり無茶をすると、明日からの本格的な活動に支障が出る。それに朝に探知で引っ掛かかった神子も気になるしな」

　下手をすると、もう一箇か所しよ回りたいなんて言い出しそうな顔のお嬢じよう様さまにそう告げると、今は休むのが先決だと分かったようで渋しぶ々しぶながら、はいと呟つぶやいてくれた。

　そしてそのまま大通りに向かおうと歩み始めたが。

「おい」

　後ろで男の声が聞こえた。嫌いやな予感に苛さいなまれながらも、ゆっくりと後ろを振り返る。そこには若い男が四人。パーカーとジーンズをだらしなく着込み、銀色のアクセサリーやピアスをじゃらじゃらと付け、何本もの太いチェーンがジーンズから垂れている。所謂、余り近づきたくない部類の人間だった。

「何か用か？」

　とりあえずここは友好的に行こう。そう思って声を掛かけたのだが、四人の中で一番体格の良い男が前に出ると。

「こ、こは、デートスポットじゃな、いぜ。分かってんの、か？」

　声のイントネーションにふと違い和わ感を覚えたが、直すぐにそれはかき消された。なぜなら、その男の周りの三人が一いつ斉せいにこちらへ殴なぐりかかってきたのだから。

「くっ」

　一人目の蹴けりを足で受け止め、二人目の拳こぶしを手で打ち払はらって、三人目の拳を左で受け止めた。空いた右手で一人目の足を摑つかみそのまま上へ。相手が転がるのを見る前に俺は左で受け止めた相手の腕うでを捻ひねってそいつの背中で固めた。

「美代さん、逃にげろ」

　俺の言葉と同時に真上の電灯に明かりが灯ともる。映し出された彼女の顔は驚おどろきで固まっていた。

「美代さんっ」

「は、はい」

　少し怒ど鳴なると気が付いたらしく、一目散に大通りの方へ。それを見届けていると、不意に腹に鈍にぶい痛みが走った。

「ぐっ」

　呻うめき声が出て、力が弱まる。拘こう束そくが解けた男が俺から距きよ離りを取るのが見え、肘ひじ打ちを食くらったのだと理解した。他ほかの二人も、リーダーらしい体格の良い男の近くに戻っており、こちらの様子を見ているらしい。だが、俺は直ぐに立ち上がり、短く息を吐いた。

「俺は別に喧けん嘩かをするつもりはないんだが」

　呟き、得物を手に持つ。玉城の力は人体に影えい響きようないが、刀身で殴れば、いくら刃はが付いていなくても大おお怪け我がになりかねない。この鞘さやに入れたままで殴って隙すきをついて逃げるか、運良く後ろには逃げ道もある……そう思って相手の動きに集中すると、ふと彼らの目が空うつろでどこを見ているのか分からないことに気が付いた。いや、それだけじゃない、手足の動きもなぜか緩かん慢まんで、先ほどの迫はく力りよくもなく、まるでそこに漂ただようかのように立っている、いや、立たされている？

　ココロマドイ。

「ぐっ？」

　突とつ然ぜんの頭痛が俺を襲う。この痛み、どこか、どこかで……ふと、玉城家の家か紋もんが刻まれた木の箱が頭に浮うかんだ。

「もしかして」

　これは……心惑まどいの玉？

　俺は周りを見み渡わたす。だが、どこにも人影はなく、気配もない。もっと遠くで、俺から見えない場所で操あやつっているのかは分からない。だが、どう見ても、彼らの状態は心惑いの玉に操られているとしか……どう、見ても？

　何で、俺、そんなこと。

「っ？」

　突然、目の前の人影が動く。三人の男が一斉に走り、二人が俺の両側へ回ろうとする。俺は右側の奴やつの頭を振り払うように得物の鞘で打ちのめした。だが、左に備える前に相手が近づき、俺はバックを取られて羽は交がい締じめに。そして三人目の男が俺の腹に拳を叩たたき込んできた。

　一いつ瞬しゆん、昼飯が逆流しそうになり、酸すっぱいものが口に広がる。そして、胃をねじられたような痛みがずきずきと俺の意識を霧む散さんさせる。そして痛さを再さい認にん識しきさせるように二度三度と拳が打ち込まれ、視界が滲にじんだ涙なみだで霞かすみ、胃の痛みが意識を少しずつ蝕むしばんでいく。からんとした音がして、持っていた刀が落ちたのだけは分かった。

「はあ、はあ」

　目の前の男が疲つかれたのか、空ろな目のまま拳を一いつ旦たん止める。俺はその間に痛みで涙を流しながらも、目の前の男をじっと見つめ。

　そして笑ってやった。

「……なってないな。俺の知り合いに、もっと良いパンチを持ってるのが居るぜ」

　俺は羽交い締めにされたまま無理やりしゃがみこみ、後ろの奴を転がるようにして投げ飛ばす。自由になった両手で俺を殴っていた男の胸むな倉ぐらを摑み上げると、そのまま倒たおれた男の上に投げつけた。

　鈍い音と共に呻き声が聞こえる。どうやら地面のコンクリートで頭を打ったのかだらしなく口を開けて動かなくなったが、息はしているようで胸が上下するのが見えた。俺はその二段重ねになった男と先ほど鞘で打ちのめした男の真ん中に落ちている得物を持つと、一番後ろで控ひかえていたリーダー格の男と対たい峙じする。口にたまっていた胃液を唾つばで飛ばし、相手をにらみつけると、そいつは大おお柄がらな割に素す早ばやい動きでこちらに走ってくる。そして、その右手に握にぎられている銀色の物が見えた直後、俺は鞘から刀身を抜ぬき、低い姿勢に保ったまま相手の太い胴どうを真横に打った。

　ひるんで後ろに下がった男に隙を与あたえず、左ひだり腕うでに力を込こめるとそれを相手の顎あごに食らわせた。

　かあんという甲かん高だかい音が響ひびき、ナイフがコンクリートの地面に落ちたのだと理解。そして鞘に得物をしまうと、直後。

「喧嘩、喧嘩です。お巡まわりさん、こっちです」

　ふと聞きなれた声が大通りから聞こえる。そこにはこの路地を指差す美代さんの姿。あの、美代さん、貴女あなた、今の立場を分かっていらっしゃるのですか。俺は一応、君を誘ゆう拐かいした誘拐犯なんですよ。警察は駄だ目めでしょ、警察は。

　美代さん、と声をかけると、彼女はこの場を見て、目を丸くする。俺は大きくため息を吐つくと、彼女に走り寄って。

「逃にげるぞ」

　呟つぶやくと同時に彼女を引っ張る。彼女はつんのめりながらも、俺に付いてきて、そのまま二人で歓かん楽らく街がいの通りを走り去っていく。ある程度まで逃げ、人気のない住宅街までくると、俺は彼女の手を離はなした。そしてどうやら俺の逃げた理由が分かったらしく、荒あれる息を整えると。

「ごめん、なさい」

　と呟いた。

「い、いや、構わない。ただ、な、警察に捕つかまったら、身分調べられるから、玉城に即そく強制送そう還かんだ」

「はい……」

　彼女は深呼吸をして、何とか息を整え終わり。

「でも、正樹さん、凄すごいです」

「ん？」

「あんな怖こわそうなの、四人も相手に」

「ああ、えっと、まあ」

　……心惑いの玉で操られていたから、あっちに隙すきが出来たんだ。という言葉は飲み込んだ。変に言ってしまえば、彼女がショックを受けるかもしれないと思ったから。そして、自分が心惑いの玉の存在を前から知っているのではないかという疑いを、俺はどこかで否定したかったから。

「運が良かったんだ」

　と呟き、それに、と続けた。

「それに？」

「ある奴らの攻こう撃げきより、数段ましだったからな……」

　俺の頭に従妹いとこと婚こん約やく者しやの顔が浮かんだことは言わなかった。
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「……駄目、です」

　白いワンピースの上に毛糸のセーターを着込んだ美代さんは瞑つぶっていた目を開き、静かに告げる。そして、とても残念そうなため息が聞こえてきた。俺はそれを横目で見ながら、路地裏のビルの隙間から月を見上げる。

　一週間が経たっていた。こまが来た日から、美代さんとペアを組み、東京の端はしから順々に調べていっているのだが、やはり東京は広い。最初の数日で近くのポイントを回りきり、別の地域での探知を行なっているが一週間経った今でも、全域の半分ほども調べられていないのだ。そして、当然、心惑まどいの玉を見つけられていない。

「今日は、もう止めておこう。美代さんもあまりやりすぎると、倒れる」

　布で隠かくした刀を持つ手に力を込こめながら。朝に亜美が作ってくれたおにぎりを昼ご飯として食べる時、そしてトイレの時以外は、ほとんどフル活動。今日もそうでここまで来るのにバスと電車を何度か乗り換かえて朝のうちにこの地域までやってきたが、しかしもう既すでに、日が暮れてしまった。

「私は、大だい丈じよう夫ぶ、です。もう少し、もう少しだけお願いします」

「だから、頑がん張ばるのは良いいが、これ以上は力の使いすぎで倒れるって。無理をしちゃいけない。まだ、一週間しか」

「もう、一週間なのです」

　美代さんは真しん剣けんな瞳ひとみで俺を見つめてくる。暗くて顔色までは見えないが、おそらく良い色ではないのは明白だった。

「一週間も経ちました。だけれど、まだ半分も調べられていません。このままでは……」

　俯うつむいてしまう。真剣なのは分かる、だが、がむしゃらというのが必ずしも良いわけじゃない。

「大丈夫だ。俺たちが捕まらない以上、犯人たちもこの東京から出られない」

「でも、私たちが捕まったら」

　そう、俺たちを捜さがしているのは玉城家、どんなに甘く見ても、二週間程度しか時間はない。その二週間のうち、一週間も経ってしまった、つまり、猶ゆう予よは一週間弱。いや、もしかすると、このままアパートに帰ったら、既に玉城家が乗り込んでいるのかもしれない。それでも、もしそうなったとしても。

「捕まったら、その時はその時で考えれば良いだろ。そうなったら、もう観念して、心惑いの玉を玉城家全体で」

「駄目ですっ」

　美代さんは唐とう突とつに声を上げ、そして自分の声に驚おどろいたようにあっという顔をした。だが、美代さんは少し上うわ目め遣づかいながらも、しっかりした眼まな差ざしで。

「駄目、なのです。あれは、絶対に私たちで取り戻したいのです」

　絶対、という言葉に何かが引っ掛かかる。何だろう、今までも、公おおやけには知られないから、俺たちで見つけないとって気持ちは一いつ緒しよなのだけど、それにしても違ちがう気がする。何だ、この違い和わ感。何ていうか、ニュアンスが違うというか。まあ、良いか、とりあえず、もう少し頑張ってみても良い。

「仕方ない。もう一箇か所しよだけ見ておこう」

　そう言うと、美代さんはすまなそうにこちらに頭を下げ、少し疲つかれたような顔を上げた。

　東京全域の地図を買い、美代さんの探知範はん囲いを半径にして地図に描えがき、東京を調べるのに一番効率の良い場所を記してある。そのポイントを次々に回っていくやり方を取っているのだが、次のポイントは、北に歩いたところにあるようだ。

　一度、路地裏から出てきて、ネオンの光る繁はん華か街がいを尻しり目めにずんずん北へと向かっていく。そして、俺は何も言わずに後ろをついてくる美代さんを振ふり返らず。

「何か」

「え？」

「何か、あるのか？」

　俺はそう呟つぶやいていた。だが、言った俺ですら、意味が分からない質問である。何かあるのか、といっても、何に対して、何かあるのかと聞くべきなのに。しかし、なぜか俺はこう聞くべきではないかと感じた。それを知ってか知らずか美代さんは俺の問いに疑問を持たずに。

「今回のことについて、ですか」

「ああ」

　呟くと、美代さんは足を速めたのか、俺の隣となりに来て、ワンピースの裾すそを翻ひるがえしながら一緒に歩く。

「やっぱり、おかしいですよね」

　何が、と聞く前に。

「私もそう思っています。玉城家全体じゃなくても、少数精せい鋭えいで、口の堅かたい神み子こと協力して、心惑いの玉を見つけるべきなのだと。おそらく、それがベストなのだと」

　でも、と彼女は続ける。

「私は、怖こわいのです」

「怖い？」

　俺が聞き返すと、美代さんは足を止める。いつの間にか中心街に来ていたらしく、車道の車のテールランプが目に映り、人ごみの中で俺たちは向かい合いながら、道に突つっ立っていた。

「もし、私がそう、おじい、いえ、長おさに告げた時、長が私をどのように扱あつかうのか、怖いのです」

「どういうことか、よく分からないんだが」

　美代さんは人と肩かたがぶつかったのか、少し前によろける。それを確かく認にんして、彼女は迷わずに道の脇わきに行き、俺もそれに倣ならった。

「私は、昔から何も出来ませんでした。それを親も、長も知っているから、私には何もさせてきませんでした。だから、私は成功することも失敗することも全然知らないまま、こんなに大きくなってきたのです」

　彼女は理容店の店先の窓の縁ふちに腰こし掛かけ、歩いていく人々の足をじっと見るように下を向いた。

「ですが、今回、私は三さん位み宮ぐう司じになり、お爺じい様さまに初めて、玉城家の長と神子として、呼ばれました」

　彼女は左足で突つっ張り、右足でワンピースの裾を遊ぶように翻している。俺はそれをちらっと見たが、すぐに彼女の顔に視線を戻もどし。

「実は、あの心惑まどいの玉はその時、その時代の長の、信しん頼らいできる近い親族に管理を任せるらしいのです」

「え？」

「そして、私は、その信頼できる親族に選ばれたらしいのです」

　彼女は遊んでいた足を止め、俯いていた顔を俺に向けた。

「私には、お爺様の言っている意味が分かりませんでした。何しろ、他ほかにお爺様の近い親族には、二位宮司、一位宮司になっているような優ゆう秀しゆうな方もいらっしゃいます。なのに、お爺様は私をお選びになったのです」

　彼女は窓の縁から腰を上げ、お尻しりの部分の埃ほこりを取るように手で払はらう。そして、彼女はゆっくりとではあるが、また足を進めていく。俺もそれの隣に追いつき、歩ほ幅はばを合わせると。

「だから」

　彼女は呟く。

「だから、私はお爺様、いえ、長の信頼に応こたえたいのです」

　それが、絶対に俺たちで、という理由なのだろうと判断した。やはり、似ている、あの頃ころの俺に。

　実力も無いのに、掛かけられた期待に応えようと思って一いつ生しよう懸けん命めいで、自分のことも、自分の周りも省かえりみず、がむしゃらに玉城家に応えようとしている。だけど、どこかで自分の行こう為いが良いのかどうかを、自分で疑って自分で締しめ付けて、それでも捨てられたくないという思いで、そんなことを考えないようにしている。だけど、それが自分の心を痛めつける。

　多分、美代さんがここまで疲れてきているのは、体力の消しよう耗もうもあるが、おそらく、心の方の疲れがあるんだ。だから、今まで喋しやべろうとしなかったことを話したくなってきたのだろう。しかし、このままいけば、いつか張り詰つめた糸が切れる、そう、大きな失敗、心惑いの玉が奪だつ取しゆできなかった時に。俺が、イサマト退治の神子を解かい雇こされた時に絶望を感じたように。

「美代さん」

　俺は足を止めて、呟つぶやく。彼女も振ふり返って、足を止めた。

　彼女に、無理をするな、と言っても意味が無い。頑がん張ばれ、と言っても意味が無い。何しろ、美代さんは、無理をしなければならず、頑張っているのだ。昔の俺のように。

　だからこそ、俺には言える言葉がある。俺があの時、どこかで求めていた、しかし、それが本当かどうかを聞くのが怖かった、そんな言葉を言うべきなのだと感じた。

「君は間ま違ちがってない」

「え？」

「君のやってることは、間違ってない。だから、俺はそれに従うよ」

　言ってから我に返り、自分のキャラじゃないことを実感し、恥はずかしさがこみ上げてくる。俺、何言ってんだ、突とつ然ぜん。当然、彼女は驚おどろいたような顔をして、俺を見つめる。しかし、その言葉を嚙かみ締めるようにしばらく美代さんは、人通りの多い歩道の真ん中で立ち尽つくす。そして、彼女は少し嬉うれしそうに顔を緩ゆるめると、ゆっくりと頷うなずいた。

　ううん、何と言うか、ちょっと勢いで言ってしまった感があるが、彼女の心を和やわらげられたかどうかは分からない。俺は少し彼女と顔をあわせるのが恥かしく、直すぐ後ろについて歩いていくと、段々、繁はん華か街がいから住宅街に景色が変わり、少しずつ喧けん騒そうも遠のいていく。その間、俺は特に何も喋らなかったが、美代さんからは弱々しい雰ふん囲い気きがなくなっていた。

「ここ、ですかね」

　人気のない少し大きめの公園。周りは林が囲み、地図では、入り口は東西南北に四つあるようで、東口のここからは中心の大きな噴ふん水すいが見えた。美代さんは、東京全域の地図ともっと細かい地図を見比べ、俺にそれを向けてくる。確かに、この公園の中が丁度、次のポイントに入っているようだ。

「まあ、とりあえず、今日最後の仕事、頑張りますか」

「はい、では、正樹さんもお願いします」

　俺は布で包まれた俺の得物を上げて、それに応える。それを見て、微笑ほほえみながら頷いた美代さんは一歩を踏ふみ出し、俺もそれに倣う。そして、公園の噴水の場所まで来て、意外と細かい凝こったレリーフの噴水台を横目に、俺は神経を集中させ、他に誰だれも居ないことを確かく認にんする。いくら自由に動けるといっても、俺は誘ゆう拐かい犯はんで、美代さんは被ひ害がい者しや、神み子こがどこをうろついているかも分からない。見つかった時には、ある程度の戦せん闘とうも予想されるだろう。まあ、といっても、この刀はイサマトをすすぐ時に使うものであるから、刃はなどは付いておらず殺傷能力は少ないが、使い方によっては相手を気絶させることも出来る。出来ればこれで人を殴なぐるとかはしたくないと思っているのだが……どうやら、どこにも人の気配はなさそうではある。

　俺が美代さんに頷くと、彼女はそれを見計らって目を瞑つぶり、胸の前で手を組んだ。

「イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　唱える。すると、彼女の手が少しだけ光ったように見えたが、直ぐに光は薄うすれ、彼女はゆっくりと目を開ける。だが、その顔は先ほどよりも暗くなっていた。

「駄だ目め、でした。この近くにはありません」

　見るからに落ち込む美代さん。仕方が無い、今日はここまで、だな。俺はそう判断し、美代さんにそれを告げようと口を開こうとした時。

　ふと、何かの気配を感じた。

「美代さん、ごめん」

　俺は彼女に謝るや否いなや、きょとんとした美代さんの口元を押さえ身体からだを抱かかえ込み、近くの林に潜もぐり込む。暴れながら、何、何ですか、と手の中で喋る美代さんに、人差し指を口の前に立て、しいっと呟くと、俺の雰囲気で何かを感じたのか、彼女は頷き、暴れるのをやめた。俺はゆっくり彼女の口から手を離はなし、林の中から公園を観察する。そんな時、気配の犯人は少しずつこちらに。

「神子、だな」

　俺は呟く。直後、林の隙すき間まから、あの白い千ち早はやに赤い袴はかま、手には鋭するどい月形の金具がついている長い棒を持った下級神子の男が二人、公園の中を何かを捜さがすように踏み歩いている。何を、いや、誰を捜しているかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。誘拐犯の俺であろう。しかし美代さんが探知をした時に気付かないなんて、と思いながら美代さんに視線を向けるとそこには見るからに憔しよう悴すいした顔の女性。どうやら力を使いすぎて、精度がかなり落ちていたらしいな……ここのところ、見つからないことに焦あせって強行軍でスケジュールを繰くり上げていたから。俺は強めに美代さんを抱え込み、出来るだけ小さくまとまって、相手から見えないようにする。

「あの、正樹さん」

「しっ。今は静かに。嫌いやだろうけど」

　さて、どうするか。咄とつ嗟さに隠かくれたため、この林から出口に向かうにはどう行こうともあの神子たちに見つかる。しかも、公園の中のため、電灯も多く、こちらの顔を識別されるに違いない。そうなれば、当然、この美代さんの奪だつ還かんと俺の捕ほ縛ばくを仕し掛かけてくるだろう。見たところ、相手の武器はさすまた、殺傷能力は高くないが、あれで押さえつけられたら、おそらく逃にげられない。まさか、あんな古典的な武器を所持しているとは思わなかったが。

「あ、の、正樹さん」

「ごめん、静かにしてくれ。こんな格好、嫌だろうけど」

　とすれば、ここは相手には悪いが、この刀で殴ってダメージを負わせ、それにひるんだうちに逃げるのが一番だろう。ならば、相手の隙すきをついて……

「正樹、さ……」

「いや、美代さん、だから静かに」

[image: ]

　と呟きながら、振り向くと、その美代さんの顔は真っ赤で、大だい丈じよう夫ぶかと声を掛かけようとした瞬しゆん間かん、彼女の顔は歪ゆがみ。

「ひっくちゅ」

　可愛かわいらしいくしゃみを繰り出してくれた。しまった、と思った瞬間。

「誰か居るのか」

　……居ません。とも言えず、俺は息を潜ひそめる。しかし、二人の男は身構えながら、こちらへゆっくりと近づいてくる。仕方ない、隙を突つけなくなった以上。

「逃げよう」

　俺は呟つぶやき、彼女の拘こう束そくを解いて手を引き、林から抜ぬけ出た。途と端たん、丁度一人の神子と目が合い、正樹だという声がこちらに響ひびいた。だが、俺はそれを聞き届ける前に踵かかとをねじる様に出口へ向かわせ、一目散に逃げ出す。

　こまの情報であれば、彼らは本部勤務の神子、しかもあの袴からして下級神子。おそらくこちらの運動量には勝てないはずだから、このまま全力で走れば、引き離せるはずだ。俺一人なら。

「ま、正樹さん、速い、はう、速すぎです」

　微び妙みように男として傷つく台詞せりふをのたまっているお嬢じようさんの手を引いて走っているためか、やはり相手との差がつけられない。くっ、こうなれば、どこかに逃げ込むのがいいかもしれない、そう思って流れていく風景を尻しり目めに、どこに逃げ込むべきかを考える。人通りの少なかった道を抜け、多くの街灯と車のランプが交差する街中へと入っていき、どんどん中心部へと向かっていく。人ごみの中を突っ切る俺たちとそれを追いかける神子の男二人と目立つためか、自然と人が避よけてくれるのはありがたいが、その分、その中に紛まぎれることも出来ず、ただ突っ走るしかない。

　ふと、後ろを振ふり返るが、やはり、二人の神子との差は少しだけしか開いておらず、美代さんはいつ転んでもおかしくない、苦しそうな顔でワンピースをはためかせている。これはやばいな……どこかに逃げ込むべきなんだが。

　どこだ、どこに逃げ込めばいい。相手は男二人、美代さんを連れたままじゃ、逃げ切れないし、相手をするのも愚ぐ策さくだ。男二人が追って来られないような、そういう場所に一いつ旦たん隠かくれるなり何なりしないと……ふと、ある考えが頭に浮うかぶ。

　男が来なくて、そして隠れられる場所。それは。

「あの、正樹さん」

「何ですか」

「この後、どうするのですか？」

　俺は何も答えなかった。

　あの時、俺はとにかく相手が入って来られないような逃げ込める場所を探していた。そして、それはあった、目の前に。俺は迷わず、一目散に、後先考えず、そこへと逃げ込んだ。最後の、後先考えずに、というのが一番致ち命めい的だったのだろう。何せ、俺と美代さんは。

「それにしても、女子トイレなんて……」

　美代さんが呟く。そう、俺が選んだ場所は、あの神子の男二人が入れないであろう、いや、入れば色々と問題視されるであろう、この駅前の公衆トイレの女子用。その一番奥の個室に俺と美代さん二人で入り込んだ。

「他ほかの人が居なくて、本当、助かりましたけど。もし居たら、正樹さんは痴ち漢かんで捕つかまっても、文句言えません」

　呆あきれたように。いや、あのね、僕はただ、あいつらから逃げたいという一心であって、故意にこんな場所に逃げ込んだわけではないんですよ。だから、そんなじと目で私めをご覧になるのはお止やめください。

「まあ、でも、これで追っ手は振り切れるだろう」

「……正樹さん、言って良いですか？」

　洋式トイレの蓋ふたの上に座り込んでいる美代さんは俺を見上げて。その目は完全に怒いかりに満ちている気がしますが、気のせいにさせていただきましょう。

「私たち、ここに入り込むのを彼らに見られているのですから、多分、彼らは私たちが出てくるのを待っているのではないですか？」

　……沈ちん黙もく。

「さあて、どうしようか」

　美代さんからため息が聞こえた。

「で、でも、美代さん。美代さんだって悪いじゃないか、あんなところでくしゃみするなんて」

　と言われて、美代さんは少し顔を赤らめ、たじろぐように。

「だ、だって、このセーターの毛糸が鼻の下をくすぐって、正樹さんは私の手をぎゅっと摑つかんでいますし、自由にならなくて、どうしようもなくて……」

　弁明するように言っていたが、徐じよ々じよに声に力は無くなり、結局、ごめんなさいと呟いて、しゅんとしぼんでしまった。何ででしょう、最終的に私が虐いじめたような結果になってしまっています、なぜでしょう。

「とりあえず、しばらくここで打開策を考えよう、な」

　俺の言葉に、はい、とだけ呟き、俯うつむいてしまう。あ、あの、俺が基本的に悪いので、そこまで落ち込まれると、困ってしまうんだけど。

　励はげまそうかと思ったが、おそらく今の美代さんには意味がなさそうではある。この一週間、一いつ緒しよに暮らしてきたが、たった少しの失敗で酷ひどく落ち込んでしまう人だから。

　例えば、料理の際、お米洗ってと亜美に言われ、迷い無く洗せん剤ざいに手を伸のばした美代さんを亜美が必死になって止めたり、たくあん切ってくださいとこまに言われ、彼女の小さな悲鳴と共にたくあんが血まみれになったり、ゆで卵を作ってくれと俺に言われ、早さつ速そく電子レンジに放ほうり込もうとしたり、などという事態に陥おちいり、彼女はその後、三時間ほど、布ふ団とんに丸まって現実逃とう避ひをしてらっしゃった。その際、どんな言葉を掛かけても、一向に彼女のダメージは減らなかった。

　何でそこまで落ち込むのだろうと考えたが、こまが言うには、失敗をしたことが余り無いのだろうと言っていた記き憶おくがある。事実、本人もそんなことを言ってたし、俺もそう感じている。そして、こまは続けて、だから、弱いのかもしれない、とも言っていた。力とかではなく、心が。

「私」

　美代さんの呟つぶやき。え、と俺が言う前に彼女は。

「このまま、玉城家に全すべてを話すべきなのかもしれません」

　顔を上げて、俺を見つめる。俺はそれを受け止め。

「どういうことだ」

「だから、もう、これ以上は玉城家から逃にげられません。こうなれば、このまま玉城家に捕まって、心惑まどいの玉を捜そう索さくすれば」

「でも、それだと、爺じいさんの信用を失うんじゃないのか？」

　彼女は首を振って。

「これ以上、正樹さんたちに迷めい惑わくをかけることは出来ません」

　しかし、彼女の瞳ひとみはまだ、迷っている感じがある。美代さんはそれを隠かくすように俯き、俺から視線を逸そらす。俺はトイレのドアを背もたれにしながら、彼女を見下ろし、そして、なぜか俺は唐とう突とつに彼女の頭をはたいていた。

「え？」

　そんなに強くない、とんっという音がするほどの力。美代さんは痛がるよりまず、驚おどろいたように顔を上げる。俺はその顔を見て、にやりと口元だけを歪ゆがませ。

「馬ば鹿か」

　と呟く。

「馬鹿？」

「ああ、馬鹿。美代さんは、馬鹿」

　連呼してやると。

「何で、私が馬鹿、なのですか？」

　ちょっと拗すねたような、眉み間けんに皺しわを寄せた美代さん。俺は再び、にやりと微笑ほほえみ。

「あのな、美代さん。君は漫まん画がの主人公か、ドラマの主人公か、映画の主人公か？」

「はい？」

「違ちがうよな、美代さんはただの人間。某ぼう国こくの女スパイでもないし、バズーカ砲ほう撃うちまくるメイドでもないし、呪じゆ文もん唱えても魔ま法ほう少女になれないし、最終兵器でもない」

「あの、よく分からないのですけど」

「つまりだ、美代さんは普ふ通つうの人間で、普通の能力しかなくて、普通のことしか出来なくて……そういう普通の人間がさ、何かする時には、何かしなくちゃいけない時には、それ以外のことまで気に掛けてたら、中ちゆう途と半はん端ぱになるんだよ」

　俺は一度だけ言葉を切り。

「今いま更さら、俺たちに迷惑が掛かるとかそんなこと考えるな。俺も、亜美も、こまも、それに龍雄も、美代さんの考えているより我わが儘ままな人間だ。俺だって最初、何て箱入りなお嬢じよう様さまだろう、爺さんの七光りで神社も貰もらってなんて思ったけどさ、その俺が協力したいって思うような、そんな強さや一いつ生しよう懸けん命めいさを君から感じたから、ああ、ただ長おさの孫ってだけで神かん主ぬしになったんじゃないんだろうなって思えるものを美代さんから一いつ杯ぱい感じたから、俺はこうしているし、亜美たちだってそうだと思う。だから」

　俺は彼女の頭に手を置いて。

「頑がん張ばれ」

　と言った。俺が言い終わってから数秒経たつか経たないか、それぐらい沈ちん黙もくが続いたが、突然、彼女は俺を見つめながら、その大きな瞳から涙なみだを溢あふれさせていた。

「え、ちょっと、どうした、気に障さわったか」

　やばい、もしかすると俺、すごく失礼なことを言ったのかもしれない。それか、頭に手を置かれたのが嫌いやだったのか。しかし、彼女は、いえ、と呟き、俯いて。俺はすかさず彼女に置いていた手をどけて、横にあったトイレットペーパーを巻き巻き。何重かさせてから、彼女にそっと手て渡わたすと、ごめんなさい、と呟き、俺のそれを受け取った。

「すまねえ、ちょっと言い過ぎた」

「違います」

　え、と俺が呟くと、彼女は少し赤くなった目をこちらに向けながらも。

「ちょっと、嬉うれしかったのです」

　微笑んでいた。

「私、そういうこと言われた事ないから。頑張れ、とか、負けるな、とか。昔から、無茶するな、出来なくてもいい、そのままでいいって言われていて、一回も正樹さんみたいなこと言われた事なかった。昔からだから、何もおかしいって思わなかった」

　だけど、と彼女は呟いて。

「正樹さんに言われて気付きました。私は、言われたかったのです。頑張れって、応おう援えんしているって、期待しているって。そういうこと、言われたかったのです。だから」

　彼女は巻いたトイレットペーパーを口元に持っていくと、それで、ちぃんと鼻をかんだ。

「だから、嬉しいのです」

　ちょっと赤くなった鼻を気にせずに、にぱっと笑ってくれる。俺はそんな彼女に安あん堵どし、ちょっとからかってみたい気持ちになってしまい。

「まあ、俺としては、もうちょっとあの生活を続けても良いなっと思ってるからな。ここで玉城家に投降なんてしたくない」

「そうなのですか、ちょっと不便ではないですか？」

　まあ、それもそうだが、と呟つぶやき、だけど、と続けて。

「色々と朝に良いことがあるからなぁ」

　え、という顔をした美代さんは即そく座ざに思い当たる事があったのか。

「あ、あれは、忘れてください。私、朝に弱いのですよ」

「いやあ、忘れろと言われても、こう何回もだと……いやあ、とても良い身体からだをお持ちで」

　この生活が始まって一週間が経っているのだが、彼女が初日にやってくれた、俺との同どう衾きん事件は、何とそれだけではない。その次の日、そのまた次の日、一日飛んでまた、という具合に七日のうち、五日も俺の布ふ団とんへと潜もぐり込んでいる事件が起こった。その度たびに俺は極ごく上じようの、甘い香かおりのする抱だき枕まくらと共に寝ねることが出来、絶大なる幸福を感じられたが、その度に亜美とこまから、極上の、死の匂においがする虐ぎやく待たいを受けることが出来、どん底な不幸を感じさせてもらったのは言うまでも無い。

「う、うう……違うのです、違うのです、誤解なのです。私は、寝起きが悪くて、よくお父さんとかお母さんとかの部屋に間ま違ちがえて入ったりしてしまって」

「はっはっは。何にしても、俺にとっては役得。出来れば、何時までも暮らしていたいね」

　ちなみに、暮らして痛いね、でも間違いじゃないのがミソだ。まあ、日に日に虐待のレベルがアップしているので、もうそろそろ美代さんにはやめてほしいと思っていたりもするのだが。

「くう、正樹さん、私、さっきので尊敬しましたけれど、やっぱり尊敬しません。正樹さんは噂うわさ通りの人です」

「そんなに格好良いか？」

「違います！」

　手痛い返しを食くらったが、どうやら元気は出たようだな。目も赤いのが引いたみたいだし。だが、元気になりすぎたのか、先ほどから、ぽかぽかと俺の胸を叩たたいてきなさるのが少し痛いです、美代さん。

「ともかく」

　俺は彼女の拳こぶしを受け止め、周りを見回し。

「ここから出るのが先決、だな」

　自分の立場を思い出したのか、美代さんは手を引っ込めると、しゅんとなってしまう。しかし、今度は直すぐに立ち直り、俺に向かって頷うなずいてくれた。さて、どうするべきかな、と考えようとした時、不意に思い立ってポケットに入れていた携けい帯たい電話の電源を入れる。

「掛かけてみるか、とりあえず」

　ともかく今の状態を伝えるべきだろう。そう思って、もしもしと聞こえて直ぐ、正樹だと呟くと。

「ちょっと、どこに居るの、夕ご飯食べてて良いいの？」

　という亜美の声。後ろからテレビの音が聞こえているから、暇ひまつぶしにテレビを見ながら夕食をこまと一いつ緒しよに待っていたのだろう。俺はとりあえず今の状じよう況きようを的確に伝えようとして。

「今、女子トイレの個室に居る」

「……正樹、もう帰ってこなくて良いよ。私とあんたはもう他人だから」

　失敗した。

「あ、いや、違う。そういう意味じゃない、確かに俺だとそう取られても文句は言えないが、ここには美代さんも一緒に居るって」

「み、美代さんと一緒に女子トイレの個室っ？」

　あれ、俺、何か間違えたか、と思っていると、数秒沈ちん黙もくしたかと思ったら。

「ねえ、正樹君。随ずい分ぶん、マニアックね。どこのトイレなのかな、今、手元に手て頃ごろな紐ひもがあるから、それで締しめてあげる」

　こまの声と同時に一気に血の気が引く音が聞こえた。

　いや、だから、違う、そういう意味じゃない、俺の言い方が悪かった、じゃあ、どういう意味ですか、実はかくかくしかじかで、それで女子トイレに、本当にかくかくしかじかと言われても、全然分かりませんけどね、あ、包丁もありますよ、先の尖とがった刺さし身み包丁、いや、待って、今、今、説明するから。という全力の説得を試みた結果、何とか分かってもらえたらしく。

「なるほどねぇ」

　といつも通りの間延びした声が返ってきた。だが、即座に。

「正樹君って、ほんと、馬ば鹿かですよねぇ」

「うっさい」

　仕方ないだろう、俺だって必死に考えたんだ。その結果がこれなのだよ。

「とりあえず、私が考えるにぃ、正樹君がトイレの前の神み子こをひきつけてる間に美代ちゃんを逃にがすのが良いかと」

　ふむ、確かにそれが一番だろうな。俺もそれは考えたが、と思いながら、目の前で洋式トイレの蓋ふたに座っているお嬢じよう様さまを見る。先ほどの走り方からして、そんなに運動神経は良くない。とすると、果たして本当に上手うまくいくかどうか。俺の中では、俺がひきつけている間に、彼女は逃げようとするが、なぜか何も無いところでこけてしまい、ま、正樹さん、捕つかまりました、と泣きべそをかく美代さんというシーンしか思いつけない……意外と失礼だな、俺。

「どうしましたぁ？」

「いや、もう一人ぐらい味方が居れば、何とかなりそうなんだが」

　ふむ、とこまは言ってから、ちょっと待ってくださいと呟き、数十秒後。突とつ然ぜん、分かりました、と聞こえてくると。

「そのトイレから出たら、美代ちゃんは一目散に東……えっと、右手側ですね。そっちに進んでください、タクシーで待ってますので」

　なるほど。そうであれば、彼女は移動速度が上がるわけだから、逃げ切れる可能性は高い。

「よし、それならいけそうだな」

「じゃあ、今から行きますので、待っていてくださいね。着いたら、連れん絡らくします」

　と言われ、じゃあ頼たのむ、と言う前に、ふと思い立ったのだが。

「あ、こま」

「はい？」

「それでさ、美代さんは逃げられるとして、俺はどう逃げれば？」

　途と端たん、受話器から笑い声が聞こえ、嫌いやな予感に苛さいなまれていると。

「頑がん張ばれ」

　の声と同時に切られました。ねえ、何ででしょう、僕が美代さんに言った台詞と同じなのに、何でこんなに血の気が引くのでしょう。ねえ、答えて、答えてよ、マイフィアンセ。

　俺は呆ぼう然ぜんとした。そして、俺は心の中で、それだけは言って欲しくなかったと呟つぶやいていた。

　ともかく、美代さんにこのことを伝え、俺は布から刀を取り出し、ため息を吐ついた。相手も武器を持っているからな、これで抵てい抗こうして、ある程度したら逃げるのが良いだろう。まあ、あっちの人数はたかが二人、しかもイサマト退治の神子のように訓練を受けているわけではない下級神子だ。先ほどの走りから見れば、直すぐに分かった。だから、俺の逃げ出せる可能性は限りなく高い、そう思っていたのだ。この時は。こんな声が聞こえてくるまでは。

「正樹へ告げる。ここは完全に包囲した、大人しく美代様を解放し、出て来い。今であれば、恩情もあるだろう」

　外から拡声器を使って。おいおい、今、何時だと思ってるんだ、近所迷めい惑わくだろうが。もうすぐ八時だぞ、八時。帰宅されるお父さま方の冷たい視線を何とも思わないのか。なんて言えるはずも無く、しかし、ここを包囲している中に女性の神子は居ないようで、ここに踏ふみ込んでは来ない。というか、律りち儀ぎではあるな。いや、もしかすると、俺が美代さんに刃やいばを向けていると思っていて、何をされるか分からないから踏み込めないのかもしれないが。

「ど、どうしましょう」

　美代さんは怯おびえるように。とりあえず、これ以上あいつらを踏み込ませないようにしないとな。俺は個室から出て、入り口のドアに叫さけぶように。

「それ以上近づいてみろ。玉城家にとって大事な大事な美代さんを傷をつけてやろうか」

　と言ってみると、そのお方を傷つけてみろ、お前の身の安全は保障できない、彼女は大切な長おさのお孫さんなんだぞという声が戻もどってくる。何というか、緊きん張ちよう感の無い感じのやつらだな、まあ、さすがに本部勤務はデスクワークばっかりだし、腕うでっ節ぷしに自信のある奴やつはそんなに居ないからな。とは言っても、俺でも何人も相手には出来ない。もう少し早めに行動を起こすべきだったか。そう思って、打開策を模も索さくしていた時、携けい帯たい電話が鳴った。

　そして、それに出ると、相手の第一声が。

「正樹君って、大人気ですねぇ」

　であった。

「いや、そんなこと言ってる場合じゃないっての。こま、トイレの前に何人居るんだ」

　えっとですねぇ、と聞こえ、数秒後。

「六人、ですねぇ。正樹君、出来そう？」

「出来ない」

　こういうところで噓うそをつかないのは俺の美徳だ。

「……もう少し男気を見せて欲しいものです」

「いや、人を傷つけるのが男気ではないだろ」

　それはそうですねぇ、などと笑ってやがる。しかし、笑いが収まると、こまはこんなこともあろうかと、などと呟いて。

「入り口は前だけですか」

　と聞いてきたので、周りを見み渡わたすが、後ろには小さな窓一つ。だけど、あれでは、俺はもちろん、美代さんも無理そうだ。

「ああ、他ほかにはないな。前だけだ」

　そうですか、と聞こえてきたが、直ぐにこまは静かに。

「じゃあ、少しだけ待っててくださいねぇ」

　という声を最後に電話を切られてしまった。待ってろ、とはどういうことだろうか。そう思って、しかしあいつが待てと言う時には待ったほうがいいような気がして、個室に戻って美代さんにもそう告げる。そして、何分か経たった後。

　不意にトイレの入り口が開く音がした。俺は条件反射で身構え、得物に手を掛かける。もしかして、さすがにもう乗り込んできたのか……そう思っていると、相手の足音は静かにこちらに近づき、そして、俺たちの居る個室の前で止まった。

　声をかけてきたときが勝負だと思い、ドアのノブを持って開く準備をしていると。

「終わりましたよぉ、正樹君」

　と、聞こえた。

「え？」

「正樹君、もう大だい丈じよう夫ぶです。さあ、今のうちに」

　俺はゆっくりと扉とびらを開ける。すると、そこには、三つ編みの髪かみに、眼鏡めがねを掛けたミニスカートにトレーナーという格好の、こま。

「こま？」

「ええ、そうです。二人とも、無事のようですね」

　微笑ほほえむ。いや、何だ、その格好は、という視線を送ったためか、こまはふふっと微笑み。

「あら、この美び脚きやくが気になりますぅ？」

　咄とつ嗟さに。

「いや、自分の歳としを考えるべきじゃあっ？」

　そんなことを言ってしまったため、目の前のこまの右手が俺の左のわき腹に伸のび、瞬しゆん時じにつねりあげてきた。

「何か言いましたか、正樹君。小さい声だと全然、聞こえないんですけど」

「あ、いや、その、とても綺き麗れいなおみ脚あしで、非常に拝みたいほど、麗うるわしいなと」

　何となく思いつく言葉を並べてみると。

「そうでしょう、そうでしょう」

　俺のわき腹から手を外し、その脚に手を這はわせる。まあ、確かに綺麗な脚ではあるが、そんなことよりも。

「何で、眼鏡に三つ編みなんだ」

　彼女の髪をくいっと引っ張り。痛いですよぉ、などと呟つぶやき。

「いえね、彼らに顔知られたら駄だ目めだと思いまして。変装したんです、似合うでしょう？」

「彼ら？」

　俺の質問に答える前にこまは美代さんと俺の腕を引っ張り。

「さあさあ、もう前の神み子こは居ませんから、今のうちに。ほら、早く早く」

　言われるがままにトイレから出てくる。そして、俺はその時に見てしまったのだ。

　トイレの隅すみで倒たおれている神子服の男六人と、こまの指についている、赤い何かを……

　俺は、見上げる月に誓ちかった。

　こまを敵に回してはならない、と。







「遂ついに見つかっちゃいましたねぇ」

　夕食が終わり、全員がちゃぶ台で一息ついた頃ころ、本題とばかりにこまの一言が、居間に響ひびく。俺はいたたまれなくなり。

「すまない」

　呟いたのだが、こまは、いえいえ、正樹君のせいでも、もちろん美代ちゃんのせいでもありませんよ。それに、ここを見つけられたわけじゃないですし、と言って、でも、と少し声を落とし。

「ここが見つかるのは時間の問題、ですねぇ」

　確かにそうだ。とは言っても、こればっかりはどうにも対処が出来ない。そう思っているのは俺だけじゃないようで、誰だれもが口を閉とざしている。それを察知したのか、亜美はちゃぶ台に乗り出して。

「でも、まだ見つかってないよ」

　彼女はゆっくり微笑み、俺たちを見回して。

「今までだって、いつばれるのか分からなかったんだから、確率的に不利になっただけでしょ。ということは、必ず明日にここが見つかるわけじゃないし、必ず今日にここが見つからないとも限らない。だから、気にしない方がいいと、私は思うんだけど」

　ある意味、楽天的。しかし、意外と理には適かなっている。まあ、亜美としては自信がないのか、語ご尾びは弱々しい感じだが。

「亜美の言う通りだな」

　俺がすかさず呟くと、亜美の視線は俺へ。遅おくれて、美代さんやこまの視線も。

「大体、見つかりそうだからって、俺たちには打開する方法がない。つまり、これを考えても答えは出ねえ。だったら、考えるべきじゃない。というか、考えたくない」

　俺の言葉に皆みんなが頷うなずく。そういう感じで、その場は終わったのだが、その中で一人だけ、納なつ得とくできない、というより、とても思いつめたような顔をしている方が居た。俺が彼女を観察していると、やはり思った通り、彼女は亜美がお風ふ呂ろに入っている間に、コンビニへ行ってきますと告げて、部屋を出て行った。俺は先に風呂から上がって牛乳を飲んでいるこまに、俺も出かけてくると告げて、靴くつを履はく。そして外に出ると、目標の彼女は既すでにアパートを出て左へと曲がるところ。俺は出来るだけ音を出さずに階段を降り、道路に出て彼女の背中を直すぐに見つけ、そのまま声を掛かけた。

「美代さん」

　途と端たん、びくっと形容するにふさわしい動きをして、ゆっくりと俺に振ふり向いた。

「正樹、さん」

「コンビニは、あっちだったよな」

　俺がアパートの向こう側を指差すと、彼女は困ったような顔で、セーターの肩かたを狭せまくして頷く。ちょっと道間ま違ちがえちゃったのですよ、と微笑む彼女に俺は、そうですか、と呟きながらも、彼女をじっと見つめ続ける。すると、ペアを組んでもらえなかった余りの子供が先生の視線を受けるように、どこか暗く、悲しそうに俺から視線を逸そらす。俺はポケットに忍しのばせていたものを引っ張り出し。

「美代さん」

　彼女に投げる。街灯の明かりの中を放物線を描えがいて飛び、それは彼女が出した両手の中にふっと入り込んだ。

「……飴あめ？」

　俺が投げた物体。それは、白地に赤い斑はん点てんの、亜美の好物の飴。俺は自分の分を右手に持ち、それを美代さんに見せ付けるようにしながら。

「飴でもしゃぶりながら、お話でもどうですか？」

「えっと、その……言い回しが、ナンパみたいです」

「……みたい、でなく、ナンパなんだけど」

　と出来るだけ残念そうな顔で疲つかれたように言うと、彼女はくすっと笑ってくれ、しかし、微び妙みような面おも持もちとなりながら。

「はい、少しだけ、なら」

　承しよう諾だくしてくれる。俺は一回笑え顔がおで頷き、伏ふし目めがちに彼女を迎むかえるように右手をお腹なかに軽く添え頭を下げる。まるで、ホテルのボーイのように。そして、俺が手を差し出すと、少しためらいながらも、それに自分の指を乗せてくれた。

　そのまま、アパートの小さな庭に戻もどってくる。そこにあるたった一つのベンチに座り、美代さんに愛の告白を……しても良いいのだが、今はそれより大事なことがある。だからといって、ここで襲おそう気ではないです、あれ、何でこんな考えが思い浮かぶんでしょう、人間って不思議ですね。

　彼女をベンチまで招き、一応、ベンチの座る部分を手で何度かさすって、砂などを落とす。彼女をそこに座らせ、俺も隣となりに座った。美代さんは、着ているワンピースの裾すそを伸のばし、ゆっくりとため息を吐ついた。セーターを着込んでいるのもあって、寒くはなさそうだ。

「ばれてしまいました、ね」

　彼女が地面を見つめながら、ぽつりと。俺は背もたれに身体からだを預けて。

「何のことだ？」

「……正樹さんって、そういう感じですよね」

　彼女はふふっと微笑ほほえんで。

「何も分かっていないようで、何でも分かっていて。何も考えていないようで、何でも考えていて。何も悩なやんでいないようで、何でも悩んでいて」

　彼女の言葉に俺は声を上げて笑い。

「それは、君の買い被かぶり。そんなに褒ほめちぎっても、おじさんは何も買わないぞ」

「じゃ無かったら、トイレで隠かくれている時に、あんなこと言ってくれません」

　嬉うれしそうな顔で。俺はごまかすように、君は純じゆん粋すいだから、騙だまされやすいんだよと言ってやり、俺は手にあったイチゴミルクキャンディーを口に放ほうり込んだ。

「美代さんも食べていいよ、イチゴミルクキャンディー」

　彼女は俺と飴を見比べ、その後頂きますと呟つぶやき、上品な指先でそれを口に入れた。

「美味おいしいですね」

「ああ、だけど、亜美には内ない緒しよな。あいつの飴だからさ、元々」

「え、良いのですか」

「構わないって。まだ袋ふくろに一いつ杯ぱいあったし、黙だまってればばれない」

　俺がにやりと笑ってやると、彼女も口元だけで微笑む。

「やっぱり、正樹さんは噂うわさとは全然違う人ですね」

　飴を舐なめていると、唐とう突とつに。俺は突つっ込まずにいると。

「本当は、一人で探知をしようとしていたのです」

　呟き。それはとても静かに、小さく。目の前のアパートのドアの明かりで照らされた彼女の横顔を見つめ。

「頑がん張ばれ、とは言ったけど、頑張りすぎだ」

「でも、あの神子たちに見つかったのは私のせいですから、何とか取り戻したくて」

「それで、もし君が心惑まどいの玉を見つけたとして、犯人とどう戦う気なんだ」

　途端、俯うつむいてしまう。そして、言葉が止まる。何分経たったのか、何十秒経ったのか、よく分からないが、俺の舐めている飴が小さくなってきたかと思うとき。

「やっぱり、私は何も出来ないのですね」

　と美代さんは呟いた。俺が首を彼女に向けると。

「こまさんも、亜美さんも、正樹さんも、皆みんな、私が出来ない事をしてしまいます。それに比べて、私は」

　どんどん、落ち込んでいくのが分かる。俺はそれを見て、やはり、似ていると感じていた。小さな失敗で落ち込み、それを取り返そうと躍やつ起きになって、また失敗し。そして、最終的に大きな失敗をしてしまい、挫ざ折せつする。

　似ているのだ。

「俺は」

　俯く彼女に呟く。彼女はゆっくりとこちらに向いて、俺は一度微笑み、真っ暗な夜を見上げた。

「俺こそ、何も出来ない」

　上空には大小様々な星たちが瞬またたき、俺の目へ降り注ぐ。それを見つめながら、目を細め。

「美代さん、噂で、俺は何て言われてるんだ？」

　空から目を離はなすと、そう切り出した。

「え、それは……」

　彼女は俯き、視線を漂ただよわせる。だが、俺は彼女から答えを聞く前に。

「人殺し」

「え？」

「そう、呼ばれてるんだろ」

　俺は彼女がゆっくりとだが、頷うなずくのが見えた。

「……昔、中学校に入る直前に俺はイサマト退治の神み子こに志願して、何とかなる事が出来た。まあなりたかった理由は玉城家に役立ちたいとか格好良さそうとかそんなものだったんだけどな。それで中学一年の任務の時に俺は変な事を思ったんだ」

「変な事？」

「ああ。何でイサマトをすすがなきゃいけないのかって」

　俺は再度空を仰あおぐ。そしてその中で赤い星を見つけ、それをじっと見つめた。

「おかしいよな。イサマト退治の神子になったのに、何でイサマトをすすぐのか、なんて。それに俺だって玉城家が管理する道の邪じや魔まになるからすすいでるって理由は分かってる。だけど」

　なぜか納なつ得とくできなかったと呟いた。

「その次の年から、俺は出来るだけイサマトをすすがないようにした。すすぐのは道の渋じゆう滞たいを作る原因だけ。それ以外は見み逃のがすか、少しだけダメージを与あたえて逃にがしてた。その年は上手うまくいったんだ。だが」

　彼女は何も言わず俺を見つめている。それを感じながら、夜空の赤い星をじっと見つめ。

「中学三年の時、その年最後の任務で、俺は無事に道の渋滞に関かかわるイサマトだけをすすいだ。そしてそのまま本部に帰ろうとそこの神子の女性と境けい内だいで話していた時」

　突然出てきたイサマトが俺たちに襲おそい掛かかったんだ。と口に出した。

「え？」

「そいつは俺がダメージを与えて追い払はらったイサマトだった。だけど、そいつは俺たちに恨うらみを持って仕返しに来たんだよ」

　彼女は驚おどろいたまま、固まっている。俺はその視線を受けながらじっと瞼まぶたを閉じて。

「俺は全力でそいつと戦い、何とかすすぐのに成功した。だけど、その時には女性の神子は重じゆう傷しようを負っていた」

　え、という呟つぶやき。俺は目を開けて、それをなだめるように。

「大だい丈じよう夫ぶ。彼女はまだ生きてる、話によると後こう遺い症しようもなくて元気ではあるらしい。だけど、その直後に俺は玉城家全体からこう言われた、人殺し、と」

　彼女に振ふり返る。美代さんは呆ぼう然ぜんとした顔だった。

「玉城にとってイサマトはすすがなきゃいけない。それなのに俺はあのイサマトを逃がして、そのイサマトによって彼女は重傷を負った。確かに俺は人殺しみたいなものだ」

　だけど、と続ける。

「害を及およぼすからといって、全すべてを消して良いのか……どうしてもこの考えが俺から離れなかった。そしてその後、俺はイサマト退治の神子を解かい雇こされた。その頃ころから、か。俺は何も分からなくなったんだ」

　彼女は俯いたまま、何も言わない。俺は構わず、口を開き。

「玉城家のこと、神子のこと、イサマトのこと、道のこと。もう全てが分からなくなった。何でイサマトだけを消す、それは玉城家の横暴じゃないのか、だが現に被ひ害がいに遭あっている、しかしそれは元々俺たちがやつらにそういうことをしてきたからじゃないのか、じゃあイサマトを放置して彼女のような被害者を増やすのか……」

　また目を瞑つぶった。そこに現れるのは高校時代の俺。

「高校になって、俺はそんな答えの出ない悩なやみを何度も繰くり返し、それを繰り返す度たびに自分が何をしているのか分からなくなり、死にたいと思い、自分の弱さに奥歯を嚙かみ締しめ……そんな時、あいつは言ってくれたんだ」

　──まさにいちゃんはまさにいちゃんの出来ることをして、生きるのが良いいよ……って言ったんだよ。と呟いた。

「そして、あいつはこう続けた。私はまさにいちゃんを助けるよって」

「その人って……亜美さん？」

　俺はふとアパートを見上げる。そして、ふっと微笑ほほえむのが自分で分かった。

「生意気だろ。あんなちびっこい奴やつが俺みたいな大人を助けるよなんて」

「あ、いえ、その」

　でも、と俺は言葉を切り。

「嬉うれしかった」

　とだけ呟いた。

「誰だれかに認められるってことがこれだけ嬉しいなんて知らなかった。たとえ、それが子供であったとしても……なのに」

　不意に甦よみがえってくる映像。それは赤色に染まった茶色がかったあの女の子の髪かみの毛。

　他ほかの神子には女め神がみの記き憶おく喪そう失しつを治したというものだと伝えられている姫乃守時雨尊騒そう動どう。だが、その実態は女神が神子を襲ったというもの。しかし、当事者の俺ですら、この事件の全容を摑つかめていない。

　なぜなら、姫乃に何かをしたであろう姫ひめ由よし神社の神子は、九月の初めにあの街の近くの森で首を吊つって、死んでいたのだから。

「どうしたんですか？」

　不意に声が届き、俺は彼女に笑え顔がおで振り向き、いや、と答え。

「とりあえず、さ。俺が今美代さんに言えることだけ言うよ」

　一いつ旦たん言葉を切り、彼女に正対する。そして彼女の瞳ひとみを覗のぞくかのように見つめ。

「君が思ってるより、俺は、当然亜美も、こまも、あの龍雄も強くない。いや、あの爺じいさんだって。だけど、いや、だからこそ、俺たちは」

　再び、言葉を切り、嚙み締めるようにして。

「自分の出来る事だけをまず考えるべきじゃないか、と思ってる」

「出来る事、ですか」

「ああ。まあこれは亜美に言われて気付いたんだけどな。自分にだけ、じゃなくてもいい。自分の出来る事を考えて、ともかくそれをする。それが出来るだけでも、人としては上出来だよ……」

　何せ、こんなこと言ってる俺も出来てないから、という言葉は飲み込み、今、君が出来るのは休む事だと続けた。

　彼女は俺から目を逸そらし、考えるようにじっと地面を見つめる。その沈ちん黙もくのおかげで、もとい、せいで、段々自分の言動がキャラじゃないことに後こう悔かいして顔が熱くなってくるのを感じ、あの、お嬢じよう様さま、先ほどの暴言は忘れてくださいませんか、ちょっと勢いで言ってしまっただけなのです、若気の至りなのです、青い性なのです、ちょっと冒ぼう険けん気分だったのです、などと言おうかと思っていたが、美代さんはにこっと笑ってこちらに向いて。

「ありがとう」

　一言だけ、恥はずかしそうに。俺も照れてしまって。

「まあ、その、どういたまして」

　彼女は優やさしい笑みのまま。その顔と雰ふん囲い気きを見て、俺は直感ながら、彼女が立ち直ってくれたかなと感じて、胸を撫なで下ろす。そして、そのまま彼女を見つめていると。

「でも、美代さんは間ま違ちがいなく、存在だけで誰かの役に立ってるよな」

「えと、どういうことでしょう？」

「いや、だって、それだけの身体からだをしてらっしゃれば、我ら男たちの夢と希望を充じゆう分ぶんに膨ふくらませてくださる」

「ど、どこを見て言っているのですか」

　胸です。と言おうとしたら、突とつ然ぜん頭に痛みが走り、俺はその痛みの場所を押さえる。何だ、と思って周りを見ると。

「お、に、い、ちゃん。お風ふ呂ろ、空いたよ」

　二階の廊ろう下かからこちらをじと目で見下ろす亜美の姿。というか、何でしょう、浅からざる殺気が貴女あなた様の後ろから見えるのでございますが、私はどうすればよろしいでしょうか。というか、何で俺の近くに亜美が買ってきたビニール傘がさが落ちているのでしょうか。

「とりあえず、さっさとお風呂入るべきだね、美代さんに何かしないうちに」

　なんてことを仰おつしやられてしまっては何も言う事はありません。傘を拾った俺は素す直なおに部屋に戻もどろうと階段を上り、ドアの前で亜美とすれ違う時に低い声で、私のイチゴミルクキャンディー二個、なくなってるんだけど、などと言われましたので、僕は風呂から上がったら何かされるのではないかという恐きよう怖ふでお湯が冷たく感じてしまいました。という俺の予想とは裏腹に、亜美は、今度、一ひと袋ふくろ奢おごってよ、などと仰るだけで許してくれたようだが。

　とりあえず、その後、何事も無く、いつも通りに、奥の部屋に亜美、こま、美代さんの三人が眠ねむり、居間で俺が眠るという形で部屋の電気は消された。







　第五章　秘め事、それは深夜の会話







　そして、何時になったのか、眠っていた俺には分からないが、とりあえず、異変だけを感じ取る事は出来た。この背中に広がる柔やわらかい感かん触しよく……また、美代さんか、とため息を吐つき、このままでは恐おそろしい朝を再度迎むかえることになるので、美代さん、ここは君の布ふ団とんじゃないよと寝ね返がえりをうって起こそうとしたら。

「はろー、正樹君」

　俺は再び眠りについた。

「あ、待ってください、寝ちゃ駄だ目めです。女の子より先に寝るのは男の子として恥はじですよ」

　俺の身体を揺ゆすってくる。

「いや、そういう問題じゃない、何してる、何してやがる」

　再び目を開けると、目の前には、パジャマを着込んだこまが俺と同じ布団の中で寝転がっていた。しかも、にやにやと微笑ほほえんでいる。何だ、この恐怖は。というか、起きてる時点で、美代さんと違い、故意にこうしているのは明白。

「いや、こんな状じよう況きようなのに何もなかったじゃないですかぁ。だから、今日こそはふでおろ」

「食くらえ」

　でこピンをこまのおでこに炸さく裂れつさせた。

「い、痛いです」

「あのな、何が目的だ、はっきり言え」

「当然、正樹君の」

「身体とか言った時点で、もう一発いくからな」

　右手の中指を親指にセットし、出来るだけ冷めた視線を送る。すると、冗じよう談だん、冗談ですって、痛いのは嫌いやです、などと心底楽しそうに微笑んだ。しかし、笑い終わると、真顔になって。

「もっと、近づいて良いいですかぁ？」

　俺が承しよう諾だくする前にこまは動き出して、こちらに身体を寄せてくる。途と端たん、美代さんとも亜美とも違う甘い匂においが鼻に届き、吐と息いきが顔にかかり、彼女が俺の腕うでに自分の手を重ねる感触で、少しだけ鼓こ動どうが強くなった。

「あのな、普ふ通つう俺の許可を得てから、近づけ」

「ごめんなさい。でも、構いませんよねぇ」

　微笑んで。彼女はゆっくりと俺を包むように左手を俺の背中まで伸のばし、余った右手は俺の頭に伸ばした。俺はそれを甘かん受じゆし、こまが話を始めるのを待つ。こうして皆みんなが寝静まった後にわざわざ俺を起こしに来たのは、夜よ這ばい……ではなく、何か話したいこと、しかも、亜美や美代さんに聞かせたくない、もしくは聞かない方がいいことを俺に伝えに来たため、だと思いたい。いや、思わせてください。なぜ二回も念を押すように言ったのかというと、先ほどからにやにやしながら俺の身体をまさぐってって！

「やめんか」

　再び、でこピン。こまは痛そうに眉まゆ毛げを歪ゆがませながらおでこを擦さすり。

「だって、抵てい抗こうしないからぁ」

「うっさい。抵抗しなければ、何でも良いのかよ」

　真しん剣けんに悩なやんでいる我が婚こん約やく者しやに、間ま違ちがいを起こす前に鉄てつ槌ついを下しても宜よろしいでしょうか、神様。ちなみに抵抗しなかったのは、少しだけ気持ちよかったとか良い匂いとかそういったことは一いつ切さい無い、プライドに賭かけて。

「まあ、良いです。正樹君はせっかちすぎです。そんなのだと、結婚生活は闇やみの中まっしぐらです。しかも、アレは微び妙みよう」

「ええい、うるさいっての。そういうこと言いにわざわざこんなことしてるんじゃないだろうが」

　力いっぱいこまに否定の言葉を浴びせたかったが、隣となりには亜美と美代さんが居る。もし起きてこられれば、微妙な視線の後、色々と誤解しまくって、無言で二人一いつ緒しよに部屋を出て行こうとか考えるやもしれん。それはさすがに嫌だ。特に次に亜美に会うときとか。だから、決して、せっかちとアレは微妙発言に否定する能力がないわけではないのです。

「ええ、そうでしたね。ごめんなさい」

　こまは、お遊びは終わりとばかりに微笑んで、すっと顔を俺に寄せてくる。二ふた重えの目に見つめられ、少しだけ居い心ごこ地ちが悪くなったが。

「私、明日、玉城家に一いつ旦たん帰りますねぇ」

「どういうことだ？」

　こまは故意なのか無意識なのか、俺の足に自分の足を絡からませてくる。止やめろ、と言おうかと思ったが、それだと負けた気がするので何も言げん及きゆうはしなかった。

「いえねぇ、やっぱり、ここが知られていないとはいえ、神み子こたちに見られましたからぁ。ちょっと、内側から攪かく乱らんしておかないと、やばいなぁと感じまして」

　俺の右足がこまの両足に捕とらえられる。膝ひざの辺りに太ふと股ももの柔らかさを感じて、少し動どう揺ようしそうになったが、何とか持ちこたえ、こまに、悪いな、と返しておいた。

「なので、正樹君。美代ちゃんと亜美ちゃん、頼たのみましたよ」

「ああ、分かってる」

「そういう時は、かわいく、はいって言うものです」

「俺を何歳だと思ってやがる」

「十九歳の割には、子供っぽい時ありますけどね」

　……否定が出来ません。

「まあ、とりあえず、そのことと」

　こまは少し疲つかれたように俺からを手を離はなし、自分の胸むな元もとへ戻もどす。

「他ほかにもあるのか？」

「ううん、ここからはこまお姉さんの個人相談、かな」

　俺は出来るだけ冷たくこまを見た。

「そんな……確かに響ひびきがいやらしいからって、見つめたら」

「食らえ」

　でこピン、三回目。こまは少し泣きそうな声で。

「か、加減してください。響きますよぉ、頭に」

「壊こわれたテレビとかも叩たたけば直るだろ」

「私の頭はテレビ並っ？」

　そこまでは言ってないが、そう思われても、こちらは全く痛くも何とも無い。

「もう、分かりました。真剣にやります、真剣に。こういうネタ好きなくせに」

「悪いが、こまが言っても……」

　いつも通りなので、冗談だとしか思えない。

「あ、まあ、そうですよねぇ。いつもぉ、これ以上のことを毎晩まいば……そ、そんな怒おこらないで下さい、でこピンセットしないでください。ちゃんとしますからぁ」

　とりあえず分かったようで、こまはぶつぶつと言いながらも、しかし、俺に声を掛かける時になって突とつ然ぜん。

「やっぱり似てますか？」

　真顔で聞いてきた。

「何のことだ？」

「美代ちゃん」

　ふむ、こまもやはりそんな風に思っていたのだろうか。

「ああ、そうだな。よく、似てる」

　昔の俺に。

「だから、正樹君はああやって何度も話しかけてあげているんですね」

　立ち直ってもらうために、とこまは小さく付け加えた。そう、だな、そうなのかもしれない。最初はただ、元気付けようって思いだけだったけど。

「ああ、そうだろうな、多分。いや、確実にそうだと思う。何だかんだ言って、俺は美代さんに、俺自身が自じ戒かいすべき言葉を、念を押すように言っているだけかもな」

　そう考えると、少し、押し付けがましいな、と呟つぶやくと、こまはすっと俺の頰ほおに手を伸のばし。

「ううん、美代ちゃんは嬉うれしかったと思いますよ、私は」

「そう、かな」

「ええ、私が保証します」

　頰を撫なでながら。いつもはくすぐったいだけなのに、今回は疲れが引いていくような感かん触しよくに思える。そして、別にこまに保証してもらっても何も無いのに、とても嬉しく感じられるのが不思議だ。

「ということでぇ」

　こまは優やさしく微笑ほほえみ。

「正樹君は、何、言って欲しいですか？」

「は？」

「だからぁ、正樹君が美代ちゃんにしたみたいに、何か正樹君を元気付けられるなら言ってあげますよ」

　そんなのいきなり言われても、と呟くと、こまは絡めていた足をもっと引き寄せ、俺の右足を完全に固めてしまった。

「あ、でも、その、あれですよ？」

「ん？」

「え、エッチな言葉とかは言いませんからね、あ、でも、その、少しならかまいま」

「要いらない」

　の一言で叩き切る。こまは一いつ瞬しゆん、むっとした顔でこちらを睨にらんだが、途と端たん、はあ、とため息を吐ついて、微笑み。

「じゃあ、とりあえず、私が言いたい事言って良いですか？」

　まあ、こっちは何も思いついていない。そう思って、俺が頷うなずくと、こまはもっと顔を寄せてきて、瞳ひとみの中に自分の顔が映るほどの位置まで来た。

「お、おい」

「正樹君」

　その、穏おだやかな声に俺は何とも言えない安らぎを感じ、一瞬感じた焦あせりはどこかに行ってしまうように少しずつなくなり、こまの瞳を真っ向から見つめるようにした。

「私が言いたいのは、いつもこれだけ……封ふう印いんされた力は使わないこと」

「そんなの、今回のには使わな」

「ううん。意識の問題。正樹君のそれは、本来持ってちゃいけない強さなんだから」

「大だい丈じよう夫ぶだって。いざとなれば亜美も」

「正樹君」

　こまの顔。それがとても真しん摯しで俺は言葉を失うように黙だまってしまう。

「正樹君は思ってるんでしょ。亜美ちゃんを連れて任務をしたくないって」

　まるで胸を杭くいで打たれるような言葉。それが自分の非力さを咎とがめられているかのようで無む性しように悔くやしい気持ちになっていく。
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「正樹君は今ある力だけが正樹君なんだよ。その力ではどうにも出来ない事だってあるだろうけれど、それは正樹君が逃にげても良いいってことなんだから」

「でも、俺は」

「私は」

　静かな声。なのにその迫はく力りよくは、どこかあの爺じいさんを思い起こさせるような力強さがある。

「私は、正樹君が好きです、愛してます、だから、無茶だけはしないで。お願い」

　途端、何かに意地になろうとしていた自分への恥はずかしさが身体からだから上ってきて、こまの顔を見れなくなる。せっかくシリアスで頑がん張ばってみたのに視線逸そらさないで下さいよ、なんてこまの笑う声が聞こえたが、俺はとりあえず、今が夜で電気も豆電球しか点ついていないことに少しだけ感謝。だって、こんなので恥ずかしがってたら、こまにからかわれるだろうしな。とりあえず、俺がありがと、と呟くと、こまからは嬉しそうな顔が見られた。

「じゃあ、とりあえず、私が言いたいのはここまで、でふはへぇ」

　欠伸あくびのせいで、語ご尾びはほとんど聞こえなかったが、どうやらこの地じ獄ごくは終わったらしい。ほっと息を吐いて、明日も早いから寝ねるぞとこまに伝えると。

「じゃあ、おやすみなさい」

　こまはそのまま、俺の横に寝転がって布ふ団とんの上に豊満な肉体を放ほうり出して……るんじゃないっ。

「ちょっと待て、こま。自分の布団で寝ろ、ゴーユアベッドっ」

「ええ、良いじゃあないですかぁ。もう移動するの、面めん倒どうくさいです」

「いや、だからって俺の布団で寝るな。ここで寝たら、色々と亜美とかに誤解を」

「すう、すう」

「寝たふりするなっ」

　こまをゆさゆさと揺ゆすってみるが、どうやら俺の布団にしがみついているらしい。しかも、両手で。その手を外そうと試みるが、右手を外している間に、先に外した左手で踏ふん張られ、左手を外している間に、先に外した右手で踏ん張るといういたちごっこのような繰くり返しを三回ほど行なった後、こいつがこの布団から逃のがれる気は無いのだということを確信した俺は恨うらめしく、幸せそうな寝顔のこまを睨み。

「神様、俺は何も悪い事してないのです、何ですか、この仕打ちは。おお、神様」

　のたまってみたが、事態は好転する気はないらしく。最終的に、寒気に身体を震ふるわせながらも、台所で一夜を過ごした俺であった。
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「はあ」

　俺は深くため息を吐つく。そして、夕焼け空を見上げながら、身体に疲つかれがどっと押し寄せてくるのを感じた。

「あのね、そんなため息吐かないでよ。私の方が、疲れてるんだから」

　この川原には人っ子一人居ないことを確かく認にんしているためか、オーバーオールに野球帽ぼうの亜美は、僕でなく私を使って、呆あきれ顔で俺を見てくる。そんなこと言われても、今日はこれで三箇か所しよ目のポイントを回ってきて住んでいる地域の近くまで来たのだが、どれもこれも外ればっかりでは、疲れがたまるのは仕方が無い。といっても、亜美が探知を行なっているのだが。

　とりあえず今日は美代さんを休ませ、俺一人で出来るだけの探知を行なおうと思っていたのだが、亜美はそれを許さず、だったら私が探知をしたほうが早いと言ってきた。俺としては、亜美だけは連れて行くべきではない。そう思って説得しようとしたのだが、彼女は頑かたくなに拒こばみ、どうしてもついていくと言って聞かないので仕方なくいつもよりペースを遅おそめ……つまりは出来るだけ神具が見つからないことを祈いのる消極的な探知で時間を稼かせぐ事に決めた。

「ああ、もう疲れた。ちょっと、休もう？」

　亜美は近くのベンチを指差す。まあ、俺にも異論はない、そう何個もポイントを回って欲しくないからな。コンクリで固められた土手に上がり、ベージュ色が夕ゆう陽ひで少し赤みがかっているベンチに亜美が先に座り、俺はその左ひだり隣どなりに座った。ああ、疲れた、とお前はおばさんかとでも言いたいほどの疲れた声を出し、靴くつを脱ぬいで、足をぱたぱたと前後に動かす。そして思い立ったようにオーバーオールの胸のポケットからあのイチゴミルクキャンディーの袋ふくろを取り出して……

「ちょっと待て。何でそんなの持ち歩いてる」

「え、あ、ああ、えっと、その、あれだよ、ほら、栄養補給で」

　見るからに挙動不ふ審しんな態度で応対してくれた。なるほど、俺が、亜美には取れないだろうと、一番上の戸と棚だなの奥に隠かくしていたのを、どうしたかは不明だが、ゲットしたらしい。だが、亜美よ、詰つめが甘かったな。疲れていて判断力を失ったのかは分からないが、俺が見つけた時点で君の負けは決定だ。

「まあ、言い訳は署で聞こう。これは没ぼつ収しゆう」

　飴あめの袋を摑つかみ、こちらに引き寄せる。しかし、亜美の手は袋を摑んだままで、自然、そのままこちらにもたれるように彼女の小さな身体が動いた。

「あの、お手を離はなしてもらえますか、亜美さん」

「だ、だって良いいじゃん。私が持ってたって。ちゃんと一日二個までしか食べてないよ。今日だってまだ一個だけしか」

「どこにそんな証しよう拠こがある、どこに」

　すると突とつ然ぜん、口をああんと大きく開け、俺に見えるように近づけてくる。何の真ま似ねだ、と思いながら何もしないでいると。

「ちゃんと見てよ」

「だから、何をしたいんだ」

「ほら、私、虫歯なんてないもん。二個ずつしか食べてないから」

　いや、そんなのは証拠にもなんにもならないんだが。と思いながらも、少し好こう奇き心をくすぐられ、亜美の口の中を覗のぞいてみる。大分、永久歯になってきているようだが、何本かはまだ乳歯っぽい。薄うすいピンク色の歯は茎ぐきの隙すき間まなども観察してみたが、やはり虫歯らしいものはなさそうだ。

「分かった、分かった。ちゃんと二個ずつにしてるみたいだな」

　そう言ってやると、口を閉じた亜美はにこっと微笑ほほえんでくる。いや、別に褒ほめてるわけじゃないんだが。

「まあ、それはともかく」

　再び、飴の袋に力を込こめる。ちょっと、と言うなり、亜美は両手で袋を摑んで。

「ちゃんと守ってるんだから、私が持ってる」

「うっさい。お前のことだ、いずれ、誘ゆう惑わくに負けて、二個が三個、四個、五個と増えていくだろが」

　途と端たん、亜美が硬こう直ちよく。そして、明後日あさつての方向を向きながら。

「そ、そんなことないよ」

「丸分かりだろうがっ」

　俺は気合と一いつ緒しよに亜美からふんだくる。そのまま、袋を折りたたみ、ズボンのポケットへねじ込んだ。

「ああっ」

「ああ、じゃない、ああじゃ。ほら、休きゆう憩けい終わり。さっさと行くぞ」

　ベンチから立ち上がり、亜美の手を取る。しかし、亜美は頰ほおを膨ふくらませ。

「一個ぐらい、頂ちよう戴だいよ」

「駄だ目めだ。どうせ今ので、三個目ぐらいなんだろ」

　沈ちん黙もくが走った。

「分かったよ。行けばいいんでしょ、行けば」

　意外に大人しく亜美は抵てい抗こうを止やめ、俺より先に歩き出す。何となく、変な感じだな、と思ってじっと見ていると、亜美がちらりとこちらを振ふり向き、何、と聞いてきた。それで、いや、と俺は答えると共に亜美より少し後ろまで歩いていく。すると、亜美は俺との差を詰めないようにするかのように足を速め、ある程度の差でいつもと同じ歩ほ幅はばに。途端、亜美は右手を胸むな元もとぐらいまで上げ、それをそのまま顔まで持っていくのが見えた。いつもなら何となく顔でも拭ふいたのかと思うのだが、どうもその動きがおかしい。俺は足を速め、彼女の隣となりまで歩いて、じっと観察する。ちらちらとこちらに視線を送ってきて、何、正樹と喋しやべってくるが、どうにもぎこちない。俺は何となく確信して、彼女の右手を瞬しゆん時じに摑み、開けさせた。

　そこには、あの白地に赤い斑はん点てんの包み紙。

「あ、えっと」

　俺が目を細めて亜美を見つめると、引きつった笑え顔がおで。俺は無言で彼女の胸、オーバーオールのポケットに手を突つっ込んだ。

「あ、いや、痴ち漢かん、変態っ」

　そういうのは胸が出てきてから言う事だな。俺は目的のものが手に当たったのを確かく認にんし、それを引き上げた。

「亜美、どうして、この中にこれが入ってるんだ？」

　笑顔で聞いてやる。

「ああ、その、妖よう精せいさんが入れたのかな？」

　作り笑顔のまま、視線を逸そらしながら。

「はっはっは、そうか、妖精が入れたのか」

「う、うん。だから、私、悪くない」

「そうかそうか。って、ごまかされるわけねえだろ」

　俺は静かに呟つぶやき、彼女の頰を両手で摑む。そのまま、左右にくいっと引っ張った。

「やあぁぁ」

　悲鳴を上げ、痛い痛いとのたまう。全く、そこまでこの飴あめに執しゆう着ちやくする理由が分からん。なかなかに面おも白しろい亜美の顔をもう少し見ていたいとも思ったが、ごめん、ごめんなさい、と言ってしまったので、即そく座ざに解放。途端、亜美は俺の頭を弱々しくはたいてきた。

「痛いじゃないっ」

「お仕置きというのは痛いものだ、恥はじを知れ、恥を」

「うう……こんなことなら、袋ふくろから抜ぬいとくんじゃなかった」

　頰を擦さすりながら、少し涙なみだ目めで。ううん、何と言うか、傍はた目めには俺が悪いとしか見られないと思うのは、俺だけでしょうか。俺はため息を吐つき、亜美の胸ポケットに先ほど俺が取り上げた飴を再度入れてやった。

「え？」

　俺の行動が不思議だったのだろう、亜美は小首をかしげ、俺を見つめる。どういうこと、と言わんばかりだ。

「俺の海よりも深く山よりも大きい優やさしさに感謝するんだな」

　そう言うと、意図が分かったのか、小さくありがと、と呟いて、先ほどの飴の包み紙を俺の右手へと押し込んできた。あの、僕はゴミ箱じゃないので、こんなものを渡わたされても困るんですが。と思いながらも、まあ、良いいか、と後で捨てるようにズボンのポケットに入れて……そんな時だった。

　俺は瞬時に振り返り、周りを観察する。しかし、そこには夕暮れに染まった川原の風景しかなく、誰だれも見当たらない。

「どう、したの？」

　俺の雰ふん囲い気きが伝わったのか、亜美が不安そうに聞いてくる。しかし、俺は答えずに神経を集中させ、周りを観察する。しかし、やはりそこには何もなかった。

「正樹」

「ああ、ちょっと、な」

　今、誰かに見られていた。しかも、禍まが々まがしい感じの視線。だが、相手の姿は見えず、気配もない。気のせいかもしれないが、何だか嫌いやな感じだ。

「亜美、今日はこれで終わりにしよう。ちょっと嫌な予感がする」

　虫の知らせ、という感じだろうか。そういう何とも言えない焦しよう燥そう感が身体からだから起こってくる。亜美はそれを知ってか知らずか、うん、と頷うなずき、そのまま俺たちはアパートへ帰き還かんすることになった。

　誰に会う事もなくアパート前まで来た時、既すでに日は暮れていた。しかし、あの嫌な感じはまだ続いている。俺と亜美は階段を上り、部屋の前まで来て、ドアを開けた。途と端たん、妙みような感じが漂ただよった。

「美代、さん？」

　亜美が呟く。なんだ、何でこんなに静かで。今日は休んでいろと言ったから寝ねているのかと思ったが、どうにも雰囲気がおかしい。部屋に入ると俺は手て探さぐりで、電気のスイッチを見つけ、それをオンにした。

　そこは、いつも通りの部屋で、特に変わったことが無い。いや、違ちがう、居ない、美代さんが、居ない。

　大家さんの方に行ってみると言った亜美にそちらは任せ、俺は奥の部屋、風ふ呂ろ場ば、トイレとこの部屋全体を見て回ったが、やはりどこにも居なかった。どこかに買い物に……そう思うはずなのに、なぜか心が騒さわぐ。

　ココロマドイ。

「ぐっ？」

　ココロマドイ──ナンデコンナモノヲ──完全ナルヘイワ──命ヲモタナイ人形ヲアヤツ──コレガ、ヘイワノカタチ。

　コンナコト、マチガッテイル。

　押し寄せてくる単語、文章。それは日本語のようで英語のようで、何が何だか分からない。ただ聞き取れる文章だけが頭で反はん響きようし、少しだけ吐はき気がしてくる。だが、頭に手をやり何度か振ふるうと、いくらか気分が落ち着いた。

　ふと、ドアの開く音。振り返ると、そこには美代さんではなく、亜美。だが、なぜかその顔はまるで恐おそろしいものでも見たかのような強こわばった顔。

「どうした、亜美。美代さんはそっちには」

「居なかった」

　ふむ、ではどこに行ったんだろうか……

「居なかったの」

「ああ、それは分かった」

「違うの。居ないの、誰も。このアパートに」

　え、という俺の呟つぶやき。そしてふと感じる、異様な静けさ。俺は不意に鳥とり肌はだがたった身体を奮い立たせるように動かし、部屋の窓を開けた。

　だが、そこからは人の暮らす音が一いつ切さい聞こえてこない。

「大家さん、いつもこの時間はサスペンスの再放送見てるのに、出かける時間じゃないのに。それに下の階にもこの階にも、全然人気がなくって」

　昨日までならこの時間はある程度下宿の学生やパートから帰って来た主婦などが家に居た筈はずだ。いや、偶ぐう然ぜん出かけているにせよ、この街の静けさは何だ。人の話し声もテレビの音も車の音も犬の鳴き声も何もかもが聞こえない。

　これがさっき感じ取った嫌なものの正体なのか？

「正樹」

　亜美の声。俺は一いつ旦たん窓から離はなれて振り返ると、亜美はちゃぶ台に座り、そこには亜美の通学かばんの中から持ってきたノートが開いて置いてある。だが、そこに見えるのは数式でも漢字書き取りでもない。

『玉城美代は預かった。アパートから北西にある小学校に来い』

　と記されていた。

「正樹、これ」

　俺は、ああとだけ頷き。

「美代さんは、再度、誘ゆう拐かいされたみたいだな」

　亜美は俺の声にゆっくり頷く。

「神具を奪うばった人たちなの？」

　おそらく、そうだろうな。今の時点で美代さんを誘拐しようと思うのは彼女を玉城家にでも引き渡して結界を解いてもらおうとするそいつらぐらいだろう。俺は亜美に頷いた。すると、亜美は何かに気付いたように突とつ然ぜん目を大きくして。

「ちょっと待って。正樹……もしかして行く気？」

「ああ、それしかないだろ」

「だ、駄だ目めだよ。相手は拳けん銃じゆう持ってるんだよ。どう見たって罠わなだよ？」

　俺の隣となりへ移動しすがるように俺の右みぎ腕うでを亜美は持つ。俺はそれを振り払はらおうともせず。

「だけど、美代さんの身が危ない。それに、こっちとしては好都合だ、相手から動いてくれ」

「駄目だよっ」

　突然、悲鳴のような声が響ひびいた。

「そんなの駄目。危ないじゃない、撃うたれたりしたら」

「死ぬか重じゆう傷しようか、ってところか」

　俺がおちゃらけて言うと、亜美はぎっと睨にらんで、俺の腕に爪つめを食い込ませてきた。

「何そんなに軽く言ってるのよっ。死んだら、何もかも終わりなんだよ！」

　分かってる、そんなことは分かってるよ、だから。俺は亜美に摑つかまれていない左手で亜美の頭を撫なで。

「だから、お前は行かなくて良いい、安心しろ」

「じゃあ、正樹も行かなくて良いじゃない。玉城家に全部伝えて」

　あのな、と俺はため息を吐つく。

「それじゃ、今までの美代さんの努力が水の泡あわだぞ。あわよくば神具を取り返」

「馬ば鹿か言うなっ」

　きんと響く声が俺の耳を突つき刺さす。亜美の目め尻じりが少しだけ光っていた。

「玉城家っていっても、美代さんは、正樹にはただの他人だよ。他人なんだよ、親でも兄弟でも従兄妹いとこでもない、ただの他人なんだよ。ただここ一週間生活しただけの、それだけの人なんだよ」

　ぐっと俺の腕に彼女の爪が深く食い込んでくる。俺はそれの痛みに耐たえるように少しだけ眉まゆを顰ひそめた。

「何でそんな人助けるぐらいで、危ないことするのよっ」

　言ってから、彼女はぐっと口を閉め、何かに耐えるように嚙かみ締しめていた。それが顔の痙けい攣れんでよく分かり、ちょっとだけそれが面おも白しろくて、そして無む性しように嬉うれしくなって、俺の頰ほおは緩ゆるんでいた。

「亜美」

　彼女は俯うつむいてしまう。だけど、彼女は静かな声で。

「ほんとは、こんな誘拐ごっこ、直すぐに玉城家に見つかると思ってた。ううん、見つかればいいって思ってた。そうすれば、正樹は危ない目に遭あわなくて済む……だから、私が探知して、出来るだけ時間稼かせぎをして玉城家に見つかろうって、思ってた」

　不意に思い出される亜美の行動。自分が任務に一いつ緒しよに行くことに固こ執しつし、買出しだなんだと難なん癖くせをつけて任務を後回しにしようとする今までの行動が脳のう裏りに甦よみがえる。

「だって、たかが神具だよ。たった一つの神具。そりゃ世界を支配するとかそういう力持ってるのかもしれないけど、そんなの皆みんなで捜さがせば良いじゃない。公表してはいけないって言ったって、それを破った時に死ぬわけじゃないでしょ。それにどうせほとんどは美代さんの責任になるんだから。それなのに正樹は私の気も知らないで出来るだけ美代さんの意思に沿う様にって。あの人の言ってる事、滅め茶ちや苦く茶ちやなんだよ、みんな滅茶苦茶なのに、そんなのを素す直なおに従って、それでまた今も助けに行くなんて……正樹は弱いんだよ、銃で撃たれたら死ぬんだよ。強くないくせに、こっちが心配してるのに、何で分かってくれないのよっ」

　亜美の叫さけび。そして聞こえてくる静かな泣き声。それがただ俺の胸を傷つける。

　俺は、心のどこかで亜美が助かればいいという選せん択たくをしてきた。だが、それは逆に亜美の好意を踏ふみにじっていたのかもしれない。一番、この任務で何も考えなくて良いはずの彼女が、一番考えていたのかもしれない。俺が、亜美を守ることを考えていたのと同じように、亜美は俺を守ることを考えていた。それに気づかなかったことが、とても、情けなかった。

「お前、将来結けつ婚こんしたら、旦だん那なから煙けむたがられそうだな」

　言ってやると、亜美は顔を上げる。一人前に頰に涙なみだの跡あとなんかつけて、真っ赤な顔になって。え、と声を出した亜美を見つめながら。
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「だけど」

　呟つぶやき、出来るだけ、優やさしい笑え顔がおをしてやった。

「良いいお母さんになりそうだ」

　途と端たん、恥はずかしくなったのか、どんどん顔は真っ赤に。そして、俺の腕に食い込ませていた爪はいつの間にか外れていた。

「いい、いきなり、何よ」

「でもな、亜美」

　俺はしゃがみこんで、亜美と視線の位置を合わせる。

「親しいから助けるとか、嫌きらいだから助けないとか、そういうのじゃなくて、誰だれでも自分が助けられる位置に居るなら、それを実行するのが好きなんだよ、俺は」

「でも」

「だって、そっちの方が格好良いだろ？」

　俺はとんっと亜美の鼻をつついた。亜美は少し俯くと、一言、馬鹿と呟いて、だけど、力のある瞳ひとみで。

「だったら、私も連れてって」

「それは」

「駄目、って言わせない。だって、私だって格好付けたいもん」

　本当は連れて行きたくない。何があるか分からないところになんて。それなのに、駄だ目めだ、という言葉を、この瞳の前で言う事がためらわれ、俺はいつしか言葉を飲み込んでいた。

「分かった……だけど」

「危なくなったら逃にげろ、でしょ」

　よく分かってらっしゃる。でも、正樹もそうだからね、という亜美の声に俺は頷うなずいて、奥の部屋に置いておいた得物を摑つかみ、亜美は野球帽ぼうが嫌いやだったのか、それを脱ぬいで、長い髪かみの毛をいつもの通りにした。

　俺の得物に一応布を被かぶせてアパートの部屋を出て、周りを観察し、アパートを出て行く。そして、そのまま目的の小学校がある北西を睨にらむ。既すでに空には星がきらめいていた。







　目的の小学校の校門前までやってきたが、今のところ、変な気配はしない。いや、それどころか、何だか人気そのものが感じられない気がしないでもない。門のところから校内を覗のぞいてみるが、外灯も少なく、職員室の明かりもない今では、ただ暗くら闇やみだけが広がっているようにしか見えない。だが、段々目が慣れてくると、校庭の真ん中に誰かが立っているように見えた。

「正樹、あれ、美代さんだと思う」

　亜美も目を細めて。確かに顔は見えないが、あの白いワンピースと髪の長さから美代さんに間ま違ちがいない。だけど、それ以外に人の気配はない。しかも、入ってくださいと言わんばかりに門は開け放たれている。

　そして、極きわめつけは美代さん。何であんなところに立ち尽つくしているのか、いや、立たされているのか。どうにも怪あやしすぎる、しかし、彼女は特に縛しばられてるわけでもなく、しかし、どこか稀き薄はくな存在感だけをこちらに訴うつたえてくる。

「ここで止まっているわけにはいかないな」

　俺は亜美に、少しここで待っていてくれと呟き、少しずつ、ゆっくりと校庭の真ん中に近づいていく。ある程度声の届く範はん囲いまで来たとき、俺は美代さんと呟いた。だが、彼女は答えるどころか、一いつ切さいのリアクションをせず、不ふ審しんに思ってもう一歩踏み出そうとしたとき。

「誰だっ」

　途端、感じた気配の方を向き、鞘さやから刀身を抜ぬいて構える。すると、くぐもったような男の声が俺の耳に届き、少しだけ背筋が震ふるえた。

「初めまして、でよろしいのかな」

　そこには、スーツを着込んだ、サラリーマン風の男性。顔からすると、年ねん齢れいは二十代後半ぐらいか、見たことのない顔で切れ長の目が印象に残る。身長は俺より低い。

「誰だ、お前」

「ははは、僕は名乗らないし、名乗る事も出来ない。それよりも」

　まるで親友と喋しやべるかのように馴なれ馴れしく。俺はそれが気持ち悪くて、こいつから一歩でも遠くに離はなれたくなる。

「彼女の心配はしなくて良いのかい？」

　すっと立ち尽くしている美代さんに指を向ける。だが、やはり美代さんは何も反応が無く、しかも近づいて分かったことだが、なぜかワンピースから見える膝ひざは少し曲がっており、何かにもたれているような立ち方をしている。

「美代さんに、何をした」

　威い嚇かくするように刃は先さきを相手に。だが、その男は怖こわがる風もなく、両手を振ふって、勘かん弁べん勘弁と呟つぶやいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、死んでないし、薬とか打ったわけでもない。ただ」

　男が動き、スーツの背広の胸むな元もとから何かを取り出す。それは、どうやら巾きん着ちやく袋ぶくろらしく、その中から何か球体のものを出して右手に持ち。

「操あやつられているだけだから」

　途端、目の前が真っ白になる。光、そう感じて俺は直すぐに目を瞑つぶった。段々、光に馴な染じんできた目をゆっくり開けると、そこには球体を掲かかげるように持って、美代さんの隣となりに立つ茶色いスーツの男。その男が持っているもの、俺はなぜかそれを直感的に何であるか知ることが出来た。

「心、惑まどいの玉」

「そうそう。ご明察。これが、君たちが捜さがしていた心惑いの玉」

　言った直後に俺は動いていた。いくらライトで目がまぶしくても、目の前の相手であれば。俺は刀を左手に持ち、相手の持っているそれを右手で。

「無駄だよ」

　突とつ然ぜん、横から何かに押された感かん触しよくと共に体勢を崩くずす。そして、俺はそのまま、あの神具を持つ男の前で倒たおれ込んだ。何だ、今、何が。そう思って周りを見み渡わたせば、無表情のまま、両手を突つき出しているワンピースの女性。

「言ったじゃないか、操ってるって」

　立ち上がり、その男から距きよ離りを取り、再び得物を構える。目が慣れ、茶色いスーツや顔の輪りん郭かくがはっきりと見えてきた。そして美代さんを見てみるが、その瞳ひとみは曇くもり、どこを見ているのか全く分からない。ただ、まるでマリオネットのように地面に足を付けられているという感じに見える。どうにかして、美代さんを引き離したいが。

「ああ、大丈夫だよ、君。別に、僕はこの子を盾たてに使うとかそんなこと考えないから」

　男は美代さんの肩かたを抱だき寄せ、まるでツーショットを待つかのように悠ゆう々ゆうとしながら、にやりと微笑ほほえむ。だが、相手は見るからに線も細く、喧けん嘩かに強いタイプではない。ならば、こちらが、あの男の心惑いの玉を使われる前に動けば……

「正樹っ」

　後ろからの声。亜美、と感じる前に相手が不意に美代さんの肩から手を離し、視線をこちらから外す。その一いつ瞬しゆん、それさえ突けば、思ったときには既に足は動き、相手の前まで、よし、このまま。そう思って、そのまま相手に得物を叩たたき付け、ようとした時だった。

　大きな影かげが目の前を横切った。

「何だ？」

　きぃんという金属音と共に俺の得物が弾はじかれる。何だ、今、何が起こって、そうして目の前に視線を戻もどした時、ソレは居た。

　男の身体からだに甘えるかのようにとぐろを巻いた、大だい蛇じやの姿。いや、イサマト。

「な、何でイサマトが」

　後ろから来た亜美が呟く。そして、その声には恐きよう怖ふが感じられた。

「ははは、言っただろう。僕はこの子を盾に使わない……使うのは、このイサマトだよ」

　そう言いながら、絡からみ付いてくる大蛇の胴どう体たいを撫なで擦さする。何で、イサマトが人間を、ただの人間を守るかのように……いや、実際に守っている、なぜ、どういうことだ、あれはイサマトに違いないのに、感じる力からして、イサマトなのに。

「その顔だと、君たちは知らないみたいだね」

　目の前の男が微笑む。何を、知らないというんだ。そう思っていれば、男は思い立ったように頷うなずいて。

「そうか、そうだったね。心惑いの玉の本当の姿を知っているはずがないんだ」

「どういう」

「ああ……そうだね、君たちが生きてるうちに話してあげようか」

　どういう意味だ、と言おうとした時、俺たちの周りを囲むように何かが出てくる。それは、男に絡まっているイサマトほどでないものの、俺の身長を優に超こしている大きさの大蛇が六匹ぴき。

　亜美、下がれ、と言う前に目の前の奴やつからの攻こう撃げきを得物で受け止める。が、それに気を取られたせいだろう、左肩と右足に痛みを感じ、血の滲にじむ感覚が分かってから、嚙かみ付かれたと確信した。

「うっ、くそ、イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我たましろとならん」

　早口で唱えた俺は足に嚙み付いた蛇へびを得物で斬きり裂き、次に肩の蛇に刃やいばを浴びせる。しかし、相手はそれを察知して引き、俺の斬ざん撃げきは空を切った。そのまま動きを止めずにぐるりと回り、蛇のイサマトを威嚇した。

「亜美、俺から離はなれるなよ」

　幸い、俺の後ろにくっついている亜美に怪け我がはない。俺は安あん堵どし、しかし、痛みをこらえるために奥歯を嚙み締しめる。ぎりっという嫌いやな音が脳に響ひびいた。

「正樹、傷を」

「構、うな。亜美の、力は隙すきが、出来る。お前は、自分の身を守れ」

　刀を構え、乱れた息を抑おさえながら、円状に広がったイサマトたちを威嚇する。

「へえ、やりそこねたか。まあ、こっちもコレを完全に扱あつかえてるわけじゃないからね……まあ、以前は三人までしか扱えなかったけど、今はもっといけるよ」

　スーツ姿の男が近くまで来てこちらに笑いかけてくる。そしてその言葉に、あの路地裏の光景を思い出した。それを追い払はらうようにそちらに刃を向けようとするが、途と端たん、横に居た蛇が襲おそい掛かかり、俺はそれを振ふり返りながら流れに任せて斬きり捨てた。

「そうそう、心惑いの玉の本当の姿だった、ね」

　あいつの声が耳に聞こえる中、同時に飛び掛かってくる左右の蛇の攻撃を避よけて、一匹を斬り捨て、もう一匹をそのまま向こう側に飛ばせる。それを見てから、不用意に俺の後ろに近づいていた蛇を独楽こまのように回って斬った。今ので、四匹目、後は二匹……え？

「正樹、増えてるよ、数が」

　俺の後ろで亜美が叫さけぶ。ああ、見えてるよ、さっきまで六匹だったのがいつの間にか八匹にまで増えている。

「実は、心惑いの玉っていうのは、人々を操あやつるのが目的じゃないんだ。本来の使用用よう途とは」

　飛び掛かられる前に三匹並んでいたところをなぎ払うようにして、すすいでやる。だが、横から飛び掛かられ、背中に鋭するどい痛みが走り、自然と顔が歪ゆがんだ。

「心を持たないようなもの、つまりは、人形とかそういうものかな、そういうのを動かすために禁断儀ぎ式しきと何百年もの間の断続的な力を注入することで作られたんだよ。ほら、さっき突然学校のライトが点灯したでしょ。あれは人を操って操作したんじゃないよ、あのライトそのものをこの心惑まどいの玉で操ったんだ。まあ、だから」

　息が弾はずむ。汗あせが流れ出し、目に染しみてくるが、それを払う様に身体を動かして、亜美に飛び掛かろうとした蛇を横一文字に斬り裂いた。

「こうして、心のないイサマトですら操れるのさ」

　一いつ旦たん、蛇が俺から距きよ離りを取る。そして、唐とう突とつに四匹の蛇が襲い掛かってきて、俺は二匹を薙ないだが、残り二匹に反応できず、右みぎ肩かたと左のわき腹が食いちぎられた。その痛みと貧ひん血けつで、一瞬視界が真っ白になり、身体の力が抜ぬける。俺は地面に刀を突つき刺さし耐たえようとしたが、たまらずに膝ひざを地面につかせる。

「その代わり、心を強く持つもの。つまり心の強い人間は操れない。まあ、だけど、こうしてこの子みたいに心の弱い子は操れるんだけどね……まあ、心惑いっていう名前は心を惑わせて操るっていうより、心の弱い者が扱えばその心が惑わされるって話らしいけど、僕には関係のない話だね」

　亜美の声で、封ふう印いん、という単語が聞こえる。俺はそれを振り切るように再び立ち上がり。

「はあ、はあ、駄だ目め、だ。あ、はあはあ、み。その時、に、隙が、出来て、はあ、お前が、危ない。それに」

　あれはやはり頼たよってはいけない力なのかもしれない。そうだ、これこそ、あの姫乃の事件以来、俺の頭にあったこと。俺はあれに頼って亜美を守った気でいた。しかし、それは逆だった。亜美が俺を守っているだけなんだ。あれは、元々の俺が使える力じゃないんだ。だからっ。

「これぐらい、何ともねえ！」

　一気に目の前の四匹をなぎ倒たおす。だが、直すぐに横から別のが襲い掛かってきて、俺を痛めつけてくる。駄目だ、ここに居ては、このままじゃ、あの男に近づけない。あいつの話によれば、このイサマトはあの男が操っているんだ、あの心惑いの玉で。だったら、あの男から神具を奪うばいさえすれば。

「亜美っ」

　俺は叫んで後ろに居る亜美を左肩に抱かかえ上げる。そして、目の前の蛇三匹を横一いつ閃せんですすぎ、出来た道めがけて突進する。そのまま校庭の外まで走り、何とか学校から出ようとするがイサマトに先回りされ、急きゆう遽きよ方向転てん換かん。足首に鈍にぶい痛みを覚えながらも、そのまま走りぬけ、校舎の角で曲がると、そこには中庭らしき芝しば生ふの広い空間。そこで急ブレーキし、後ろを振り返れば、俺を追いかけてくる蛇四匹が綺き麗れいに一列になって俺の傍そばへ来ているところ。俺は亜美を肩から落とすように下ろして、目の前のやつらに走り込み、鎌かま首くびをもたげた前の奴から順々にその頭を胴どう体たいから切断した。途端、それらの蛇は血も出さず、影かげも形もなくなってしまう。もうネタ切れか、と思い、俺は身体中から響く血の脈動に負けるように両膝をついて、乱れた息を戻もどそうとする。しかし、息は全く戻らず、逆に頭がぼうっとするような感覚に襲われた。暗さで黒くなった芝生の上にもっと黒いものが俺の肩口や腕うでから流れ出し、染めていった。

「ははは、凄すごいね、君。まさか、ここまで頑がん張ばるなんて」

　顔を上げると、そこには大だい蛇じやに絡からまった男、その隣となりには白いワンピースの美代さんが立ち尽つくしている。その声が耳に響ひびくと、俺は笑えみを浮うかべながらゆっくりと立ち上がった。

「何、はあ、はあ、言ってやがる。コレで、殺す気は、ない、くせに」

　言うと、ぴくっと相手の顔が反応を示す。やはり、な。

「何のことだい、僕は君を讃たたえているのに」

「寝ね言ごと言うんじゃねえよ」

　乱れた息が戻ってきて、だが、既すでに力が限界に達している俺はただ、神経を集中させ刀を構えるだけ。このままイサマトで来られれば、命はなさそうだ。

「お前の考えてる事、言ってやろうか。心惑いの玉を奪ったお前、いやお前らは、直ぐにこの心惑いの玉の封印を開始した。それで、上手うまく終しゆう了りようし、このまま東京から離はなれようとしたら、なぜか結界が張られていた。多分、お前たちにとっては、予想外だったんだろうな。だから、今まで何も動きが取れなかった」

　茶色いスーツの男は何も言わない。俺は痛みを相手に悟さとられないように笑みをたたえ。

「だが、この結界の張られた理由が自分たちではなく、俺たちにあると分かった時、お前らはこう考えたはずだ。俺たちの誰だれかが心惑まどいの玉の魅み力りよくに捕とらわれ、そいつが他ほかのやつを殺し、だけど、我に返ったそいつは自殺した、っていうストーリーを、な。そして、そうすれば、結界は解け、心惑いの玉は行方ゆくえ不明。難なくお前たちは国外にでもどこにでも持ち出せるわけだ」

　やはりスーツの男の顔は徐じよ々じよに険しくなる。俺はそれに対比するように益々笑みを浮かべ。

「だから、お前はイサマトで俺を殺さない。ただ傷つけて、動きを悪くさせるだけだ。そして、最後の仕上げは、そこに居る美代さんにさせるつもりなんだろ」

「ふふ、ふははは」

　男が笑い出す。だが、直ぐに笑いは収まり、背筋が凍こおるような殺気を放つ視線をこちらに浴びせかけてきた。

「馬ば鹿かなように見えて、意外と観察眼は鋭するどい」

「ははは、照れるぜ」

「では、ご褒ほう美びを上げるとしようか」

　そう呟つぶやき、男は右手に持っている心惑いの玉をすっと持ち上げてくる。途と端たん、男に絡まっていた大蛇は消え去ると同時に、美代さんがゆっくりと動き出し、スーツの男は懐ふところから出した何かを彼女に渡わたした。その何かを見たとき、俺は汗が頰ほおを伝うのを感じる。

　それは、俺の見る限り、人を殺すのにかなり適した黒光りする道具。彼女はその銃じゆう口こうを構え、こちらに向けた。

「希望通り、彼女の手で殺してやろう」

「ま、正樹っ」

「動くな。大だい丈じよう夫ぶだ」

　別に希望はしてないんだけどな。と思いながらも、俺は相手に笑みを見せた。

「なぜ、笑う」

「だって、俺は死なないからな」

　俺の言葉に不ふ審しんな目を向けてくる。俺は口元をゆがめながら。

「だって、心惑いの玉は心の強いものは操あやつれないんだろ。だったら、俺は美代さんを信じる」

　だが、俺の言葉にスーツの男は声を上げて笑い。

「ならば、何時いつまでも信じていろ」

　途端、破は裂れつ音おんが耳に響く。そして、瞬しゆん時じに左肩かたに焼けた鉄の先端でえぐられたような痛みが走り、奥歯を嚙かみ締しめた。涙なみだが少しだけ右目から溢あふれてくる。

「正樹っ」

「ちっ」

　痛みをこらえ、相手を見み据すえる。だが、どうにも美代さんの瞳ひとみが空うつろなままで回復する兆きざしはない。

「さあ、撃うて」

　俺は彼女の指が再びトリガーに掛かけられたのを見て、横に飛ぶ。俺が居た場所の後ろで校舎のガラスが一枚盛せい大だいに割れた。

「へえ、まだ動くんだね」

　感心したように男が心惑いの玉を持ったまま拍はく手しゆをしてくる。だが、ふとそいつは笑みを湛たたえると。

「そうだ。君たち、ここまで気持ちよく来られただろう」

　何を言ってるんだ、こいつは……そう思っていると、ふと何かの気配が周りを囲んでいる事に気が付く。

「いやあ、さすがに苦労したよ。ここ一帯の人間全部操るのは」

　男がそう言った時だった。不意に学校中の全すべての電気が灯ともり、俺はそれを目にした。

「なっ」

　四階までの校舎の中庭に面する窓。それらの窓全てに人間の影かげが映り、目をこらせば確かにそれらは全て生きた人間の姿だった。

「どうだい、壮そう観かんだろう。そうそう、彼らはただ立っているだけだけど、こっちはそうじゃないからね」

　男の後ろ。そこに何か黒いものが蠢うごめいている。それらが学校の明かりの下に出たとき、何十人もの男女がゆっくりと歩いている姿が俺の目に見えた。

「い、いやっ」

　突とつ然ぜんの悲鳴。振ふり返ると、そこには男女六人ほどに身体からだを摑つかまれている亜美の姿。亜美、という声を出すのももどかしく即そく座ざに身体が動こうとした時。

「おっと、君の相手はこっちだよ」

　目の前から大だい蛇じやが現れ、俺の首元をその牙きばでかする。それを皮切りに俺の回りに次々と蛇へびのイサマトが現れ、俺の皮ひ膚ふを切り裂さいていく。

「ぐあぁっ」

「正樹っ」

　痛みに朦もう朧ろうとしながらも残る力でまとわりつくイサマトを斬きり捨てる。目の前の奴やつらを一いつ閃せんし、出来た道を抜ぬけて亜美へと近づこうとするが、続々と地中から湧わき出てきた。

「いや、正樹、離はなして、離してっ」

　目の前の亜美まで数メートル。彼女は操られた人たちに拳こぶしを振り上げるが、ダメージを受けた人間が亜美から離れると、また別の人間が彼女を押さえつけてきている。

「ふっふっふ。良いいね、凄すごいね、この神具は」

　狂くるったような笑い声がイサマトをすすぎ続けている俺の耳に響ひびく。

「人間なんてこんなものだ。どこかで弱みがある、隙すきがある。だから、今の世界はこんなに壊こわれているんだ、そしてその壊れた世界を征せい服ふくするのはこの僕なんだよ」
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　笑い声が止やむと、ふとそいつが俺の前に来る。途と端たん、蛇の攻こう撃げきが止み、俺は跪ひざまずいて、脱だつ力りよくしていく身体を気力で持たせる。

「どう思う、君は」

「はあ、はあ、何のこと、だ」

「彼女の殺し方だよ」

　男の視線が俺から離れる。そこには押さえつけられている亜美の姿。

「拳けん銃じゆうで一発、というのも面おも白しろくない。そうだな……例えば、ここに居る男たちに散々嬲なぶられた後に殺すというのも良いね、いつまでもいつまでも悲鳴を上げてくれて……それで気を失ったら起こして、また悲鳴をってね。女の子なんだからそういうのも良いよね。ああ、でも、イサマトに徐じよ々じよに痛めつけさせるのも良いな。少しずつ彼女が消えていくんだよ、蛇のお腹なかの中にね。君はどっちが良いかな？」

　不意に身体中が震ふるえた。それは、人間でありながら人間じゃないものを見るという今までにない恐きよう怖ふに思え、寒気を訴うつたえるように顎あごの骨さえも震えだす。

「ふふ、怖こわいのか。大丈夫、君も苦しめて殺してあげるよ」

　男はそう呟つぶやくや否いなや、亜美に向き直り。

「決めた。イサマトに食べさせることにするよ。滅めつ多たに見られないだろうしね」

　聞いた途端、目の前が点てん滅めつし、それが怒いかりであると感じた時、俺は男に刀を。

「だから、君の相手はこっちだよ」

　地中から現れた蛇がまたもや俺の腕うでを掠かすめていく。痛みはあるが、意識を失うほどじゃなく、それほど深くない。つまり、俺をこれで殺す気はないという男の考えに俺は再度刀を振り上げるが、横からの蛇が邪じや魔まをする。

「おっと、駄だ目めだよ。これからショーが始まるんだから」

　男が呟くと、心惑まどいの玉をぐっとこちらに見せるように上げる。途端、先ほど男を守っていた一番大きな大蛇が目の前に現れ、それがゆっくりと亜美へと近づいていく。

「いや、いやあぁ」

　亜美は全力で身体を動かす。だが、大人六人に勝てるはずもなく、蛇はゆっくりと近づいていく。俺は亜美に向かうべく、周りの蛇を斬り捨てていくが、一向に減る気配がない。

　……駄目か。駄目なのか、俺じゃあ、あいつを守りきれないのか？

　頭に浮うかんだ問い。俺はそれをかき消すように。

「亜美っ」

　力の限り叫さけぶ。

「正樹っ」

　それに応こたえて、亜美は涙なみだを流しながらこちらを見た。

　あの時、亜美を止めていたら。無理にでも部屋に残していたら。気絶させてでも閉じ込めていたら。

　こんなことにはならなかったのに。

　目の前が霞かすむ。それは涙なのか、それとも本当に意識が飛んでいくのか分からない。ただ、亜美に近づく蛇がのたのたと進んでいるのが見えた。

「正樹っ」

　彼女の泣き声。俺は手を伸のばす、届くはずはないのに。伸ばす、伸ばして……蛇が亜美の目の前までやってきた時。

　突然、蛇は頭から真っ二つに裂けた。

「え？」

　俺の呟き。そして、何が起こったのか頭で処理できないまま、俺の周りの蛇も一いつ緒しよに霧む散さんし、そこに亜美と操あやつられた人々以外の何かが居るのが分かった。

　それが立ち上がる。その全身を黒いマントで覆おおい、その裾すそから見えるのは赤色の棒状のもの。そして、顔はフードに隠かくされている。

　そいつは亜美に振り返るや否や、その持っていた赤い棒を上段に構え、亜美の周りの人間をなぎ払はらう。その動きの無駄のなさが、まるで芸術を見ているかのような感かん慨がいを起こさせた。

「久しぶりだな」

　ふとその黒マントの人物が声を発する。その声色は男。だけど、その呟きは亜美に向けてのものらしく、彼は亜美を見たまま。

「誰だれ？」

　亜美は驚おどろいた顔で呟く。すると、黒マントの男は、そうか、今はと呟きながらフードを取り。

「いや、気にするな」

　出てきた顔は、二十代前半ぐらいだろうか、髪かみは短たん髪ぱつで全すべてを後ろにかきあげており、スポーツマンという印象を受ける。そしてそのまま彼はそのマントも脱ぬぎ捨てる。

　その下から現れたのは、白い千ち早はやに紫むらさき色いろの袴はかまという出いで立ち。その若い容よう貌ぼう、そしてその一位宮ぐう司じを表す紫袴が俺に一つの答えを与あたえた。

「玉城静馬か？」

　俺が呟くと、男はゆっくりと頷うなずき、こちらに微笑ほほえみかける。

　玉城静馬……噂うわさでしか聞いた事がないが、現在最強と言われるイサマト退治の神み子こでいずれ長おさになるのではないかと言われているという男。でも、なぜこんなところに。

「しずま？」

　亜美は驚いた表情のまま、彼を見つめる。しかし、静馬が正樹のところへ、と言った途端、亜美はこちらへと歩み寄ってきた。

「い、イムの子キヨラの血を受け継つぎ、我、たましろとならん」

　亜美が早口で言い終わると、俺の身体からだから痛みが引いていく。そして斬きり裂さかれた皮ひ膚ふがゆっくりと元に戻もどるのが見えた。俺はそれが終わると同時に立ち上がり、得物を構えた。

「貴様……静馬っ」

　声が響ひびく。途と端たん、静馬の周りに何十匹ぴきという蛇へびが現れ、彼を囲む。だが、それは一いつ瞬しゆんで、静馬が踊おどるように一回転したかと思うと、全てのイサマトは消え去っていた。

「僕が意志を、理念を継いでっ」

　男の叫びに同調するように倒たおれていた人々が立ち上がり、地面からは蛇のイサマトが何十と現れる。

「お前ら、お前らを殺せば、それで済むんだ」

　男が心惑いの玉を見せ付けるようにこちらに向けると、その玉が妖あやしく蠢うごめいたように見えた。

　途端、一いつ斉せいに人々とイサマトが静馬や俺たちに襲おそい掛かかってくる。その異様な光景に後ろに下がった亜美の前に庇かばうように躍おどり出て、俺は大地を這はう蛇をなぎ払う。

「亜美、離はなれるなよっ」

　刀を振ふるうたびに視界が一瞬白く霞む。それに耐たえながら、イサマトをすすぎ、人々を払いのけ、しかし次々とそれらが襲い掛かってきた。左、右、真ん中から来るイサマトを全てなぎ払おうとした瞬間、眩暈めまいが襲い、刀が手から零こぼれ落ちそうになる。隙すきを突つかれる、そう感じた瞬間、俺の前に黒い影かげ。

「無理をするな」

　一言の後、躍り出てきた静馬がそれらのイサマトをその赤く塗ぬられた棒でなぎ払う。すまないと呟つぶやいて、俺は頭を振るって再度構えた。

　不意に、イサマトと人々が襲い掛かってこないことに気が付いた。いや、違ちがう。いつの間にか俺たちを、操られたそれらがぐるっと囲んでいる。

「ちっ」

　静馬が舌打ちをして、俺の前から動き亜美を庇うように周りに視線を送る。だが、彼らは俺たちから十メートルほど離れ、それなのに敷しき詰つめられたように人々やイサマトが蠢いているのが、その数の多さをこちらに認にん識しきさせるようだった。

　もしここで俺や静馬が動けば、亜美が危ない。だからといって静馬だけが動いても、俺が亜美を守りきれる可能性は低い。もっと近い範はん囲いで円を組んでいれば、なぎ払うことも出来る、だが、こんなに遠くに離れては一方向を攻せめても、残りの七方向からの攻こう撃げきは……そう思っていたとき、不意にその円の一部が割れ、そこから誰かが入ってくる。

　それは、心惑まどいの玉を持つ男と、白いワンピースの。

「美代さん」

　俺の呟き。だが、それは彼女に届かず、美代さんはただ空うつろな表情で右手に拳けん銃じゆうを下げていた。

「どうだ、静馬。この数だ、僕はこの数を操あやつれる。これが心惑いの玉、世界を支配できる力なんだ」

　無理やり目を見開き、涙なみだを流しながら彼は笑う。その狂きよう気きさが俺の足を震ふるわせ、ただ、怖こわいとだけ感じた。

　ふと、美代さんが動く。その持っていた拳銃の腕うでを少しずつ上げ、そしてその銃口をこちらへと向けた。

「くっ」

　静馬が呻うめいて彼女へ向かおうとする。しかし、それより早く円の後ろが崩くずれてこちらに向かおうとしたため、彼は瞬時に立ち止まり、それらを威い嚇かくした。すると、こちらへ襲い掛かろうとしたイサマトや人々はゆっくりと後ろに下がり、元の場所へと戻る。

「無む駄だだ、無駄っ。今、お前らは僕の手の上で転がっているだけなんだから」

　男がにやっと微笑むと同時に、美代さんの銃口が微び妙みように動き、それが俺を狙ねらうものだと理解した。

「まずはお前からだ」

「正樹っ」

「動くなっ」

　俺の前へ出ようとした亜美を無理やり腕で横に押しやり、転ばせる。芝しば生ふが幸いし、怪け我がとかはなさそうだ。
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「大だい丈じよう夫ぶだよ、君。死に急がなくても、皆みんな死ぬんだ」

　美代さんの左手が右手の拳銃へと伸のび、その照準をしっかりとこちらへと合わせた。

「美代さん、やめろ。やめてくれ」

　空ろな表情の彼女に話しかける。だが、彼女に反応は無い。

「美代さん。忘れたのか、もう全部分からないのか。俺が言った事、もう憶おぼえてないのか」

　不意に彼女の瞳ひとみが動いたように感じ、俺はいつでも避よけられるように身体を構える。

「君は言った、俺が強いって、亜美が強いって、皆、自分より強いって。だけど、俺は言ったはずだ、皆、君が思っているほど、強くない」

「おい、何をしている。早く撃うて、お前は俺の人形なんだぞっ」

　彼女の腕が少しずつ震えだす。それに焦あせるように男が呼びかけても、震えは止まらない。

「確かに皆、弱いところはある。だけど、それが君の、俺らの全すべてじゃないだろ」

「動け。動けと言っているんだ」

　美代さんの前に男は心惑いの玉を近づける。だが、彼女は唇くちびるを震わせ、一向に引き金を引こうとしない。

「美代さんは、美代さんには俺にない、亜美にも、こまにも、龍雄にもない強さがあるんだ。君は、弱くなんかない。弱いと思い込んでいるだけだっ」

「私が、強い……」

　とても小さな、それでいて透すき通った声。それが聞こえたとき、彼女は拳銃を構えながら、両目から涙をこぼした。

「こ、この役立た……ぐ、ぐあぁぁあっ？」

　男が美代さんを殴なぐりつけようとした時。彼は突とつ然ぜん、心惑いの玉を持っているその右手を左手で押さえつけながら、叫び声を上げた。

「何だ、来るな、来るな、来るなっ」

　男の顔は恐きよう怖ふに染まり、心惑いの玉を持つ右みぎ腕うでの肩かたから手に向かって、左手でまるで虫を払はらい落とすような動きで引っ搔かいていく。途と端たん、円状になっていた人々は次々と倒たおれていき、イサマトもその場で霧む散さんしてしまっていく。

「……心惑いの玉」

　ふと聞こえてきた静馬の声。

「その余りにも魅み力りよく的な力に誰だれもが心を惑わされるとして名付けられ、完全に心を奪うばわれた者はああして、心惑いの玉に飲み込まれる」

「な、何であんたがそんなこと知って」

　静馬は答えず、ゆっくりと男に近づいた。

「し、静馬。まだ僕は……僕はっ」

　男が静馬に右手を向ける。だが、心惑いの玉を持つその手はがたがたと震えていた。

「観念しろ。お前は失敗した」

「違ちがうっ。これさえあれば、これさえあればお前を」

　一いつ瞬しゆんだった。男が言い終わる前に静馬は行動し、男の右手を打って、その手から空色の玉を落とした。

「うっ」

　一度恐怖に顔を歪ゆがませ呻いた男は、その震える腕を使って突然背広から何かを取り出すと、それを地面に投げつける。途端、光が俺の目を襲おそい、何とか視力が戻もどってきたときには男の姿はなくなっていた。

「逃にがした、か」

　赤い棒の構えを解きながら、静馬が呟つぶやく。そしてゆっくりと俺の方へ近づくとぽとっと俺の手に何かを渡わたした。それは空色の球体でその中には玉城家の家か紋もんが見える。

　心惑いの玉……

「え？」

　途端、視界が完全にひび割れ、まるでガラスのように飛び散って真っ黒へと変わっていく。だが、直すぐに光が戻ったかと思うと、そこにはまるで図書館のような風景が広がり、一人の神み子こ服の青年がこちらに背を向けながら何か探しものでもしているように目に付く本をその場で読み散らかしていた。床ゆかに多くの書しよ籍せきが散乱し、足の踏ふみ場がその彼が居る箇か所しよだけ完全に無くなっていた。

「マサヤスさん」

　不意に聞こえてきた声。それは女性のもので、途端画面の袖そでから長い黒くろ髪かみを持つ、これまた神子服の女性が彼に近寄っていく。その女性に呼ばれたためか、彼が振ふり返る。歳としの頃ころは中学生くらいだろうか、利発そうな顔立ちがとても爽さわやかで一目で良いい奴やつだと感じるほどの顔つき。

「また書物ですか」

「ああ。私にはこれぐらいしかない」

「そんなことは」

　ふと、男がまた最初と同じ方向を向く。

「本当は、この奥の書物を読んでみたいのだが」

「だ、駄だ目めです。禁区です故ゆえに」

「ははは、分かっている。さすがにいくら私でもそんなことはしない、安心しろ、──」

　不意にノイズが訪おとずれ、おそらく女性の名前が入るであろう場所がかき消される。だが、それは一瞬ではなく、瞬またたく間に全体を覆おおい、視界を完全に砂すな嵐あらしへと変えてしまった。

　音が一いつ切さい消える。だが、即そく座ざにその沈ちん黙もくから何かが聞こえてきた。これは、何か紙が擦こすれる様な、ぺらりというそういう感じの音。

「これが」

　声。先ほどのマサヤスと呼ばれていた男の声が響ひびき、少しずつ視界が定まっていく。最初に見えるのは黒、そしてその中に何かが立っている。立っているのは男、手には本のような、そう、書類を紐ひもで留めている昔の和書のようなものを持って、どこか震ふるえるようにしている。黒い背景も段々形が見え……先ほどの図書室のような風景と似ているのに気が付く。だが、そこはどこか雰ふん囲い気きが異質で、言うなればまるで人気の無いかび臭くさい地下室に居るようなざわめきを感じる。光などは彼が持っている蠟ろう燭そく以外ほとんどなく、本ほん棚だなの色も黒いためだろうか。

「これが、真実だというのか」

　マサヤスが手を震ふるわせながら呟く。彼が見ているもの、それは彼の正面に立っている俺から見えない。すると、不意に男が後ろを向き、俺の視点がその本の中身へと注がれていき、焦しよう点てんが少しずつ合っていく。

「玉城の……」

　文字などは見えない。だが、その中に一つ目立つように描えがかれているのは……

「これが玉城の、完全なる平和の正体だというのか。こんなことがっ」

　中心に玉城家の家紋が描かれた、丸い玉のような空色の。

「マサヤス」

「え？」

　不意に掛かけられた声。それに反応するように顔を上げた時、そこには先ほどの学校の風景で、しかも今、静馬から心惑いの玉を手渡されるときであった。

　何だ、さっきのは。白昼夢……いや、違う。妄もう想そう、でもない。あんなリアリティのあるものが夢だとしても、先ほどから一秒たりとも経過せずに時間が再開した。証しよう拠こに亜美も誰だれも、大だい丈じよう夫ぶかなどと声を掛けては来ない。

「後の操あやつられた人々の処理はこちらでやる。それ以外は正樹に任せよう」

「え？」

　不意に言われた言葉。静馬は周りを見渡しながら念を押すように。

「俺はあいつらを追わねばならん。直ぐにでもな」

　そう言うや否いなや、落としていたマントを拾って翻ひるがえしながら着込み背中を向ける。俺は待ってくれと呟き。

「何であんたがこんなところに……いや、助かったから礼は言うけれど、今回、この任務は出来ないって」

　静馬は振り向くと、無表情のまま。

「長おさから通達された任務だ。お前たちを見守れ、と」

「じゃ、じゃあさっきの奴は何だ。さっき、あんたはあいつらって……」

　静馬はふっと瞼まぶたを閉じる。そのまま。

「まだ詳くわしくは言えない。だが、いずれ分かる時も来る」

　静馬はそう呟つぶやくや否や、校門へと走っていく。遠くに車が見え、静馬はそれに乗り込んで去ってしまった。

　ふと美代さんに気付き、倒たおれている彼女に近づく。口に手を当てると、呼吸はしっかりしていた。その後、彼女を起こすと第一声が。

「ごめんなさい」

　というものだった。気にするな、と呟くと、彼女は沈しずんだ顔で。

「でも、操られながら聞こえていたんです。心が弱いから操られるんだって」

　彼女は俯うつむいて。そんな美代さんに。

「でも、俺だって誰だって弱いところはあるんだから」

「いえ、正樹さんたちは強いです。私より何倍も」

　美代さんはぐっとこちらに迫せまって。

「いや弱いよ。現にあそこに静馬が居なければ」

「確かにそれはそうですが」

　少しも傷ついてません。

「だけど、私は正樹さんの言葉で助かりました。正樹さんの強い言葉に……本当に強いから、ああいうことを言えるんだと思います」

「あ、あれはただ、思ったことをでまかせに」

　それに、と彼女は呟いて。

「正樹さんは操られませんでした」

　彼女の言動が分からず、こちらが眉み間けんに皺しわを寄せると。

「だって、私なんかを使わなくても、正樹さんを殺すなら、操って自殺させれば良いじゃないですか。だけど、そうされなかった。心が強いから……」

　彼女から送られる羨せん望ぼうの眼まな差ざし。俺はそれに照れるように頰ほおをかくと。

「本当、正樹さんは噂うわさと違ちがう人です」

　彼女はゆっくりと俺から心惑まどいの玉を取り、それをしっかりと抱だきかかえた。

「ははは、そんなに格好良いか」

「あはは……違います、って言えなくなってきましたね」

　照れ隠かくしに言った言葉に予想外の反応。え、それはどういうことでしょうか。と呟くと。

「亜美さんを守るためにあんなに必死で……とても格好よかったです」

　……ううん、喜んで良いいのか悪いのか。あれはただ必死で斬きりつけていただけで、無茶苦茶だったんだが。それに良いところはあの人に取られた気が。

「ねえ、正樹さん」

「ん？」

「お師し匠しよう様になってもらえませんか？」

　はい？

「あ、えと、私も、正樹さんみたいな神み子こになりたいな、と思いまして。それで、正樹さんのことをお師匠様として慕したおうかと。あ、別にお師匠様と呼ぶわけじゃないですけど」

　色々とツッコミどころはあるが、こんな疲つかれた状態では何も言えず、しかし、ふとある言葉が頭をよぎり。

「ああ、お師匠様は止やめて欲しい」

「あ、やっぱりですか」

「いや、そうでなくて、出来れば、お師匠様ではなく、今流行はやりのメイド服でも着込んで、旦だん那な様とでも」

　呼んでくれると嬉うれしい。という言葉は、肩かたに置かれた手の感かん触しよくで飲み込んだ。

「……旦那様、私も居ることをお忘れでしょうか？」

　あ、ああ、忘れていたんじゃないよ、我が従妹いとこ様。と呟きながら、彼女に振ふり向く。あの、その視線がとても怖こわいと感じるのは僕だけですか。

「ねえ、旦那様」

「な、何で御ご座ざいましょう」

「私、心惑いの玉に操あやつられて、このまま傷ついた旦那様に拳けん銃じゆうを乱射しちゃうかもしれません」

　いや、お前みたいな心の強すぎるハートファイターでは、絶対有り得ない。いや、有り得ない、ありえないから、ちょっと、待て。落ちてた拳銃の弾たま数かず確かく認にんするな、そして、笑え顔がおでこちらに向けるな、いや、やめろ。待って。俺、ちゃんとお前のこと守ってた、力及およんでないけど。うわあ、引き金に指をかけるなっ。あれか、飴あめか、飴の恨うらみか、イチゴミルクキャンディーの恨みだとでも言うのかっ。

　その後拳銃で動くなと脅おどされながら、亜美は応急手当だった俺の身体からだの傷を充じゆう分ぶんに治し、その後に新たな傷を飛び蹴げりで加えられたのは言うまでもありません。







　第七章　威風、それは彼女の答え







「で、いつまでこうしているんだ」

　俺は二杯はい目のコーヒーを飲みながら目の前の彼女に問う。しかし、当の彼女は引きつった笑顔のまま、もう少し、もう少し待ってください、と返してくれた。

　昨日の夜、やっと心惑いの玉を取り返した俺たちは、一晩明けて、まず最初に彼女が配属された、本来の目的地、立花神社へ赴おもむき、神具を封ふう印いんすることにした。運良く、というより、神かん主ぬしどころか、神具一つ入っていない神社を守る必要性はなく、警備の神子も誰だれも居なかったため、難なく心惑いの玉を地下に封印することに成功。そして、その足で、誘ゆう拐かいは狂きよう言げんであったことを告げ、お役御ご免めんになろうと本部近くまで来たのだが、突とつ然ぜん。

「ちょ、ちょっと、喉のど渇かわきません？」

　と美代さんが言うので、本部近くの喫きつ茶さ店てんに入り、俺はコーヒーを、美代さんはレモンティーを、亜美はオレンジジュースを注文したのだが、既すでに一時間が経過していた。

「美代さん……」

　亜美はそれだけで他ほかには何も言わず、ただ飲みきったオレンジジュースのストローを口にくわえ、ずうずうと音を出して吸っている。

「うう……」

　美代さんは唸うなり、これまた既に空になっているティーカップを覗のぞき込み、レモンを齧かじったわけでもないのに、とても酸すっぱそうな顔をした。おそらく、彼女は、玉城家に俺が誘拐犯じゃないことを説得できるかどうかが不安で仕方がないのだと思う。だが、このままでは俺はいつまでも誘拐犯だし、このまま昼休みまでここに居れば、他の神子が昼食に来る可能性も低くない。とりあえず、本部に行こう、と言おうとしたが。

「よし、分かりました」

　突然美代さんは立ち上がり、ぐっとガッツポーズ。どうやら、心の準備、というものが終わったみたいです。何と言うか、まあ、言うまい。彼女の尊厳のために。

　会計を済ませ、秋風で紅葉した葉が舞い散っている歩道へ出て、そのまま、北に直進。街並が一いつ旦たん歩道からなくなると、目の前には大きな堀ほりとそれにかけられた、バスが三台楽々通れるほどの幅はばを持った真っ赤な橋。本部の正面玄げん関かんにあたる場所である。一応、観光スポットらしく、この橋を見に外国から来る人も多いらしいが、今は夏休みでも何でもなく、普ふ通つうの平日。そのため、今はがらんとしていて、殺風景なところ。堀の周りに植えられた桜も、今は葉が少しあるだけだ。

「じゃ、じゃあ、い、い、行きましょう」

　と呟つぶやき、左足と左手を同時に出すという荒あら業わざを披ひ露ろうしてくれる美代さん。とりあえず彼女の肩を摑つかんで止まらせて。

「美代さん」

「は、い」

「大だい丈じよう夫ぶだから、君なら。これは、君に出来ることだろう？」

　俺がそう言うと、彼女はしばらく俯うつむく。だが、数秒経たった後、にこっと笑って。

「はい、もう大丈夫です」

　そう言うなり、今度はしっかりした足取りで本部へと向かっていく。俺と亜美はそれに倣ならう様に後ろについていった。そして、段々近づいていくと、橋を越こえたところにある門の前に、二人の赤い袴はかまの神み子こがさすまたを手に立っているのが見えた。それはあちらも同じらしく、俺の顔を見るや否いなや、さすまたを構えて、こちらへと走ってきた。

　ちゃんとやってくれるんだろうか、と不安になり、美代さんをちらりと見た。だが、そこには先ほどのような弱気な顔はなく、凜りんとした、締しまった顔で堂々と橋の真ん中に立っていた。

「玉城正樹だな」

　一人の神子が言って、俺にさすまたを向ける。だが、即そく座ざに美代さんが反応して。

「やめよ」

　と静かに、それでいて凄すごみのある声を出した。

「ど、どういうことですか、玉城美代さま」

　俺にさすまたを向けながらも、ひるんだように美代さんを見つめる。その顔は悪戯いたずらをした子供が親に叱しかられているような顔に似ていた。

「どういうこともこういうことも。正樹は、誘拐犯でもなんでもない。だから、それをこの男に向けるのは無礼である」

　えっと、本当に美代さんでしょうか、と聞きたくなるほど、堂々とした物言いが二人の神子を困こん惑わくさせる。それを見て、美代さんは一度だけふっと笑い。

「なあに。あの誘拐はただの狂言なのだ」

「狂言、と言いますと」

「私は、長おさから極ごく秘ひの命を仰おおせつかり、この玉城家の対テロ対策を抜ぬき打ちで行なったのだ。これから、何が起こるか分からんからな」

　微び妙みように上手うまい言い訳だな、と感じながらも、ふと彼女の手が少しだけ震ふるえているのを見つけた。それを見て、心の中で頑がん張ばれ、と呟く。

「それで、要人が誘拐されたという設定で試験を行なってみたのだ、期限は一週間でな。だが、まだまだ改良すべき点は多いようだ」

「し、しかし、ちゃんと犯行声明も」

「それはリアリティを出すため。抜き打ちなのだから、あそこで狂言だとばれては困るのだ」

　美代さんが言い終わる頃ころ、神子の二人はその事を信じたらしく、いつの間にかさすまたを下げていた。まあ、その被ひ害がい者しやだった美代さんが言うのだから、説得力はある。そして、それを見た美代さんは、長に報告せねばならない、門を開けてくれ、と言い、彼らに近寄る。神子二人はすぐさま、左右に分かれ走っていき門を開け、美代さんはそのまま悠ゆう々ゆうと歩いていく。俺たちも何も言わずについていき、そのままくぐりぬけ、俺たちが通ったのを確かく認にんして門が閉まると同時に。

「ふはぁ」

　奇き妙みようなため息が俺の耳に届いた。

「ああ、怖こわかったです、本当。いつばれるのかとひやひやしました」

　そうは見えなかったんだが。という言葉は、一応飲み込んでおいた。

「でも、凄かったよ。美代さん、頑張ったな」

　あれになるまで一時間もかけねばならないのは問題だけど。ただ、いつもと変わりすぎな感じがするのは俺だけではないだろう。美代さんは照れたようにはにかみ、頰ほおを指で搔かくと。

「だって、正樹さん、仰おつしやってたでしょう」

「えっと、何を？」

「ほら、自分の出来ることをって。それで、色々と何が出来るのか考えたのですが、私、ちゃんと見つけられました」

「ふむ。つまり、さっきのが君の見つけたこと？」

　はい、と笑え顔がおで頷うなずき。

「威い張ばることです」

「……は？」

「だから、威張る事です。私、一応、長の孫まご娘むすめですから、もっと威張った方が威圧感とかが出て、強くなれる気がします。だから、さっきみたいにこれからは少しずつ、威張っていこうかと」

　誰だれか、この勘かん違ちがいお嬢じよう様さまをすっぱり再教育してもらえないでしょうか。という俺の考えなど露つゆ知らず、彼女は満面の笑みで。

「これで良いいのですよね、お師し匠しよう様」

　なんて言われたら、頷くしかないじゃないかっ。彼女はそれに気を良くしたのか、では、先に行っている、などと威張りっぷりを発揮し、すたすたと奥の方へ。そして、残されたのは俺と。

「なあ、亜美」

「ん？」

「女って、あんなに変わるものなのか？」

　亜美はしばらく、ううんと唸うなっていたが、うん、と最後に頷き。

「多分、美代さんは特別」

「そうか」

　空を見上げる。薄うすい雲が空にかかり、まるでレースのカーテンがついているような錯さつ覚かくを覚えるほど綺き麗れいに見える。

「正樹、亜美、早く来ないか」

　女心と秋の空。なんて思いながら、威張り声を出す美代さんのもとへ俺と亜美で走っていく。とりあえず彼女には、威張る事は俺の言っていた意味ではないということを告げなければなるまい。俺はその時の苦労を予感して、小さくため息を吐ついた。








The Second Candy Story is end!









　あとがき







　どうも、リンです。

　はい、ということで二巻目出ちゃいました。そして二巻目のあとがきは一巻目のあとがきの頁ページ数にプラス二というイジメ、もとい、ボリューム満点なものに。ということで、前回は意味不明な椅い子すストーリーを展開しましたので、今回は何を書き込んじゃいましょうかと考えた末にいつの間にか締しめ切きり前日になったのはなぜですか、深夜に書かなきゃならなくなったのはなぜですか、先生怒おこらないから、正直に答えなさい。

　さて、一巻が九月に発売され二巻目ということですが、こんなに早く二巻目『秋の神具の奪いかた』を出せるとは予想だにしませんでした。というか、出させてもらって良いんですかと聞くと、ええ、出して良いですよと言われたので書き出したら、一巻の三ヵ月後に出版という結果に。その間「ザ・スニーカー12月号」に、読みきりの短編も書かせてもらったので、振ふり返ると、なかなかにハードな感じでしたが、無事、こうして読者様の手に取ってもらえて、とても嬉うれしく思います。

　と言いたい所ですが、実は、なかなかに疲つかれちゃいました。いや、こんなスケジュールになったのは全すべて私のせいなのは充じゆう分ぶん承知しています、分かっているんです、一巻目が書き終わった時に。

「これくらいのペース（三ヵ月に一本）が書きやすいですね」

「じゃあ、二巻目もそんな感じで」

　という会話を担当さんと交かわし、それが今の自分を苦しめるとはこの時には予想もつきませんでした。

　ですが、後こう悔かいとかそういうものはありません。そもそも、私は短期決戦型でして、夏休みの宿題なんかは始まる前の数日で終わらせるか、もしくは終わる前の数日で終わらせるということが多かったのです。毎日、少しずつというのは出来ないこともありませんが、どうにもだらけてしまって、じゃあ明日にすれば良いやなんて気運が高まり、最後の一週間で……というパターンになることが多かったです。小説も同じで、変に日にちが空くと、嗚呼ああ、あと何日もあるから今日はゲームしても大だい丈じよう夫ぶなんじゃなかろうか、いや、そうだ、などという自分本位な反語を用いてまでゲーム機のスイッチに手を伸のばし、最悪の場合には、もう飽あきちゃったなんて呟つぶやいて現実逃とう避ひを始めちゃう始末。

　なので、私は、日にちだけは空けないで下さいと担当さんに頼たのみました。これは自分への戒いましめ、そして必ひつ須す事じ項こうでもありました。気分的には心の中に居る子供時代の自分が飽きる前に面おも白しろい小説を書き上げるといった感じ……いや、変に分からなくなりましたね。

　ともかく、私に暇ひまを与あたえるとろくなことはない、ということを声を大にして言ったのは訳があります。私について知ってもらうというのは一つですが、それだけじゃありません。もっと利害を考えた、欲にまみれた考えがあるからです。

　そう、あとがきに書くことが全くないのです。

　ここまでネタに困るあとがきというのもどうなのかと思いましたが、特に近きん況きよう報告があるわけでもなく、この本に関して説明してもただの言い訳になってしまって鬱うつ陶とうしいだけでしょうし、だからって大学生活に関して書いても、だからどうした的な感じになっちゃうでしょう。なので、今回は最初に私の小説が早めに出た理由を書いてみましたが、いやはや、全く面白くありません。お目汚よごし、失礼しました。




　さて、話を変えてみましょう。といっても、特にネタはありませんが……ああ、そうですね、『スネデレ』に関して書いておきましょう。

　超ちよう局地的な各所で「スネデレって何だ？」という声がありましたが、ここで断言しておきます。

　スネデレとは、普ふ段だんはスネを蹴けってくるけれど二人きりになるとデレるという画期的な……ええ、当然、噓うそです。言うまでもないです、ただの冗じよう談だんです。なので、担当さん、無表情でこちらを見つめないで下さい、分かってます、言われなくても分かってますから。このあとがきが微び妙みように遅おくれ気味なのもよく分かっておりますからっ。

『スネデレ』とは当然、スネを蹴るけどデレでも、スネークデレでも、スネ○がデレデレでもありません、普段は『スネ』ているけど、時々『デレ』るという属性の呼こ称しようです。

　はい、実際、ツンデレとどこが違ちがうのか、それは私にも分からな……もとい、分かっております。ツンデレは基本的には冷たい、でも仲良くなると自分にだけ可愛かわいくなるという落差を楽しむものでありますが、スネデレの場合、冷たさは特にありません。スネデレは元からある程度の好意を持っていて、だけど素す直なおにはなれずに好きだと言えず、他の子と仲良くしているのを見ては拗すねてしまうという訳分からな、ごほん、微妙な心情を持つ女の子のことです。こうして、自信満々に説明していますけれど、作者の私も最初に聞いた時に意味が分からなかったとかいうのは、秘密にしておいて下さい。




　さて、ここまで読んでいただきありがとうございます。あと少しなので、どうかお付き合いください。

　ここからはこの場を借りて、関係者様にお礼を申し上げたいと思います。

　まず、担当のＹさん。いつもいつも私のような未熟者のサポート、ありがとうございます。一巻、二巻と無事に発売できたのは、Ｙさんがあってこそでした。分からないことがあれば、メールか電話してくださいという気き遣づかい、とても励はげみになりました。本当、何を書けば良いのか分からないくらい感謝の念に堪たえません。先日はお風邪かぜを召めしたようで、これからは寒くなりますゆえお身体からだにお気をつけ下さい。これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。

　そして、イラストの文倉十さん、一巻、二巻、そして読みきり短編で、毎度可愛らしい絵を描えがいていただき、誠まことにありがとうございます。もう、文倉さんに足を向けて寝ねることは絶対出来ません。文倉さんの絵だからこそ、買っていただける読者様がほとんどでございますので、早く文倉さんの絵に合うような素晴らしい小説を書けるよう精しよう進じんしたいと思います。これからも可愛く綺き麗れいな絵をよろしくお願いいたします。

　また、私のような者にファンレターを下さった方、本当、ありがとうございました。返事はパソコンではありますが書いて、お送りしましたが、ちゃんと届いているか不安で仕方がありません。が、ともかく、誰だれかは楽しみにしているという実感が湧わきまして、この二巻目を書く手にも熱が入りました。期待を裏切らないよう、これからも努力してまいります。

　最後に、この本の出版に携たずさわった多くの方々、そして一巻に引き続きこれを買ってくださった、もしくは立ち読みをしていらっしゃる読者様に深い感謝を捧ささげます。
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